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はじめに




　はじめましての方は、はじめまして。そうでない方は、お久ひさしぶりです。

　本書の著ちよ者しやの丹藤武敏たんどう・たけとしです。

　この本は、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・レジェンド』と言いまして、ＴＲＰＧのリプレイとなっております。ＴＲＰＧとリプレイについては、最近はご存ぞんじの方も増ふえてきたかと思います。ＴＲＰＧは、テーブルトーク・ロールプレイング・ゲームの略りやくで、会話によって進められるゲームで、リプレイはその様子を読み物として書き起こしたものです。

『アリアンロッド』は、ファンタジー世界の冒ぼう険けんを楽しむＴＲＰＧで、エリンディル大陸とアルディオン大陸という舞ぶ台たいが用意されています。

　かつて私わたしは、エリンディル大陸を舞台に、莫ばく大だいな借金を背せ負おった双ふた子ごの姉し妹まい、フレアとセレネがコロシアムでの試合で賞金を稼かせぎ、返へん済さいするまでを描えがいた『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド』というシリーズを発表させていただきました。このシリーズは、おかげさまで好こう評ひようを博しまして、全四巻かんで完結することができました。

　さて、本書には、『サガ』がついております。

『アリアンロッド』で『サガ』とつきますと、それは戦せん乱らんの大地であるアルディオン大陸を舞台とすることを意味します。『サガ』では、菊きく池ちたけし著による『無印』以い降こうから、アルファベットを冠かんするサブタイトルの書しよ籍せきが続々と発表されておりまして、これまでＡ～Ｋが出で揃そろい、ＬののちにはＭもあります。シリーズを重ねるうちに、アルディオンの歴史も新たな時代へと入っております。Ｐ[image: ]の記事には、昨今のアルディオン情勢がまとめられていますので、ご覧らんになってみてください。

　今回は、そんな〝Ｌ〟の番ということで、『レジェンド』も『サガ・レジェンド』となってその仲間入りをすることになりました。

　というわけで、『レジェンド』のファンの方、お待たせしました。フレアとセレネの貧びん乏ぼう姉妹……いや、伝説姉妹が新天地アルディオンにやって来ます。『ブレイド』でエリンディル東方に渡わたり、そして旅立った自じ称しよう天使ユーノスも、クラン＝ベルでお留る守す番ばんしていたドルも合流し、コロローナ商会が再さい結けつ成せいされます。

　また『サガ』は読んでいても『レジェンド』は初めてという方でも、なるべく楽しんでもらえるようにと工く夫ふうしております。もちろん、両方のファンの方にはなお一いつ層そう楽しんでもらえるように執筆した次第です。




　では、前置きはこのくらいにいたしましょうか。

　戦乱の大地にやってきた伝説の姉妹の冒険、どうか最後までお付き合いくださいませ。







現げん在ざいのアルディオン




　戦乱のアルディオン大陸───。

　この大陸にも、〝戦乱のプリンセス〟と呼よばれたピアニィという少女がアルディオンの宗そう主しゆ権けんを持つ統一帝アルドワルダに登のぼり詰つめ、平和が訪おとずれる……はずであった。

　帝紀八一四年一〇月、統一帝戴たい冠かんの儀ぎ式しきである〝四し宝ほうの試み〟の最中、〝大グレート崩デイストラ壊クシヨン〟と呼ばれる大だい規き模ぼな爆ばく発はつによってエストネル王国が崩ほう壊かい、ピアニィも行方ゆくえ不明となり、アルディオンの新たな秩ちつ序じよとなるはずだったフェリタニア体たい制せいも瓦が解かいした。

　求心的な存そん在ざいであったピアニィが歴史の表おもて舞ぶ台たいから姿すがたを消したことにより、各かく勢せい力りよくの独どく立りつ、分ぶん裂れつが起こりアルディオンはふたたび群ぐん雄ゆう割かつ拠きよの時代へと突とつ入にゆうする。また、アルディオンにはそれまで存在しなかった魔ま族ぞくや妖よう魔まも〝大崩壊〟の跡あと地ちより出しゆつ現げんするようになった。

　帝紀八一五年八月、ピアニィが帰き還かんしたという情じよう報ほうがもたらされ、アガルタ公国に対する誅ちゆう罰ばつ戦争が開始されるも、それは偽にせ者ものによるものだった。

　フレアとセレネがクラン＝ベルを旅立った聖せい暦れき一〇〇七年から三年……帝紀八一五年一〇月現在、アルディオンはいまだ不安定な情じよう勢せいのままである。

[image: ]







『レジェンド』のあらすじ




　エリンディル大陸西方に位置する水の都クラン＝ベル。そこには、フレアとセレネの双ふた子ご姉し妹まいが何不自由なく暮くらしていた。ふたりの父は〝クラン＝ベルの風ふう雲うん児じ〟と呼ばれる、一代で財ざいをなした傑物であった。

　だが突如、彼は行方ゆくえ不明となり、姉妹は一〇〇万Ｇという莫大な借金を背せ負おうことに。フレアとセレネは父の旧きゆう友ゆうで番頭のドル、天使を自称するユーノスと共にギルド〝コロローナ商会〟を結成、コロシアムの試合で賞金を稼かせいで借金返済する道を選んだ。様々なライバルと戦い、迫る差さし押おさえの危き機きを乗のり越こえ、ふたりは何とか借金を完済する。

　しかし、今度は神しん聖せいヴァンスター皇こう帝てい暗殺の陰いん謀ぼうに巻まき込こまれた父の身み柄がらを引き受けるために、一〇〇〇万Ｇの身みの代しろ金きんが必要となってしまった。父を救うべく、皇帝観かん覧らんの御ご前ぜん試合のためにヴァンスター帝てい国こくに遠えん征せいしたコロローナ商会は、皇帝を亡なき者ものにしようとするガスコイン伯はく爵しやくの陰謀を突つき止とめ、見事それを阻そ止しすることに成功した。

　その褒ほう美びとして神聖皇帝ゼダンから父親の釈しやく放ほうを確かく約やくしてもらったのだが、父はすでに姿を消してしまっていたのである。ともかく、借金も父親のことも一段だん落らくしたフレアとセレネは、今度は自分たちの見聞を広げるため、世界を見て回る旅へと出しゆつ立たつしたのだった。

























ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay 01◆〝Ｌ〟の鼓こ動どう




『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド』を憶えているものは幸いである。

　私の懐ふところが豊かになろうから。




　というわけで、私が著ちよ者しやの丹藤武敏です。『アリアンロッド』では、まだファーストエディションだった頃に『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド』、通称『貧びん乏ぼう姉妹』シリーズと呼ばれるリプレイと、『アリアンロッド・リプレイ・ブレイド』というリプレイシリーズを書いていました。

　そしてついにアルディオン大陸を舞台にした『アリアンロッド・サガ・リプレイ』シリーズに参戦ということになりました。

　これも皆さまの応援のおかげでございます。




　さて、『サガ』シリーズといえば著者ごとにアルファベット順になるタイトルが付いていることで知られています。

　アクロス、ブレイク、コンチェルト……ときまして「Ｌ」の番になったところで、会社の偉えらい人から声が掛かりました。




「たんどーくん、『サガ・Ｌ』をやってよ」

「ほほう。『サガ』もＬまできましたか。感かん慨がい深い」

「で、わざわざたんどーくんに『サガ・Ｌ』を頼むのは……」

「皆まで言われずともわかっております。『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド』のキャラクターをアルディオンに上陸させればいいのですね？」

「そのとおり、たんどーくんにコロローナ商会がアルディオン大陸で活かつ躍やくするリプレイを書いてもらいたいんだよ」

「わかりました、やりましょう！」




　こうして、ふたたびコロローナ商会の物語を紡つむぐことになったのだった。




＊　　　＊　　　＊




　……この辺で文体を改めて……と。




　まず、本ほん編ぺんを始める前に『レジェンド』シリーズがどう終わったか、おさらいしよう。

〝クラン＝ベルの風ふう雲うん児じ〟ことコロローナ姉妹の父親が、ヴァンスター帝てい国こくに対するスパイ容よう疑ぎで身み柄がらを拘こう束そくされ、一〇〇〇万Ｇの身代金を要求された。

　とてもではないが、払はらえる金きん額がくではない。

　そこを頑張って何とかしたところ、なんと、すでに父は脱だつ獄ごくして行方をくらませていた。

　行き先も告げず、自分探しの旅へ出るという。

　父の出しゆつ奔ぽんに、フレアとセレネも世界を巡めぐる旅に出ることを決意する。

　番頭のドルは、クラン＝ベルの屋敷で留る守す番ばんを。

　自じ称しよう天使の吟ぎん遊ゆう詩人ユーノスは東を目指す。

　それぞれ違ちがう道を進むことになったが、いつかまた巡めぐり合うと信じ、旅立っていった。




　……と、このような大団円を迎むかえた『レジェンド』。




　いつかまた、何かの形で出会えればと思っていたが、案外早く再さい会かいのときがきたものだ。

　大変嬉しいことではあるが、問題がないわけでもない。

　フレアとセレネは旅立ち──。

　ドルはエリンディルでお留守番。

　ユーノスはエリンディル東方を舞台としたリプレイシリーズ『ブレイド』のＰＣとして参加している。

　今、四人はバラバラだ。

　そのうえ、舞台はエリンディルから戦乱の大地アルディオンへと移うつる。

　ここにひと工夫せねばならない。

　というわけで、懐なつかしいあのプレイヤーとの再会に胸むねを躍おどらせながらシナリオ制作にはげむことしばし。




　セッション当日がやってきたのだった───。




　『アリアンロッド・サガ・リプレイ・レジェンド』収しゆう録ろくのために、四人のプレイヤーたちが集まった。では、さっそく紹しよう介かいしていこう！




妹尾絵美せのお・えみ

　かつて、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社長・鈴吹太郞すずふき・たろうが富ふ士じ見み書しよ房ぼうに打ち合わせに訪おとずれたとき、その素そ質しつを見み抜ぬいて『レジェンド』のプレイヤーに抜ばつ擢てきした。『レジェンド』最終巻からしばらくご無ぶ沙さ汰たしていたが、今回の『サガ・レジェンド』の企き画かくをお話ししたところ、快こころよく引き受けていただいた。明るく楽しく、元気な女性。

　双子姉妹の姉にして天てん真しん爛らん漫まんな天然ツッコミ娘むすめ、フレア・コロローナを演えんじる。




藤井忍ふじい・しのぶ

　フリーランスのライター。数々のリプレイにプレイヤーとして参加し、『レジェンド』もそのうちのひとつ。また、ＧＭとしてリプレイ執しつ筆ぴつも手がける。現在、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』シリーズが好評展開中。

　ときどき、「はにゃ～」と可愛かわいらしい鳴き声をあげるが、ＧＭのときはけっこう〝黒い〟という噂うわさも。

　双子姉妹の妹で、おとなしいがお姉ちゃん大好きっ子、セレネ・コロローナを演じる。




鈴吹太郞すずふき・たろう

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．代表取とり締しまり役やくにして『トーキョーＮ◎ＶＡ』『ブレイド・オブ・アルカナ』などをデザインしたゲームデザイナー。通つう称しよう社長。海よりも深く、山よりも大きくＴＲＰＧを愛する人物。社長業と四児の父親という大変忙いそがしい立場であるが、常つねにセッションで遊ぶことを怠おこたらない。

　双子の父の友人で苦労人の番頭、ドル・ジャマダルを演じる。




田中信二たなか・しんじ

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社の社員。リプレイのプレイヤーから執筆、ＤＴＰ、進行管理など、ありとあらゆるものをこなす。常にかわいそうな目に遭あっているということから、〝かわいそうな田中〟、〝かわたな〟の通称で知られる。プレイヤーとなると格かつ好こいいセリフを言いまくることが多かったが、ヘンなキャラクターも得意。著書に『アリアンロッド・サガ・リプレイ・デスマーチ』シリーズなどがある。

　自称天使な吟遊詩人、ユーノス・ローリングスターを演じる。




ＧＭ：皆みなさん、おはようございます！

一同：おはようございまーす！

ＧＭ：本日は、『サガ・レジェンド』の収録となります。特に、妹尾さんにはしばらくぶりに来ていただくことになりまして。

妹尾：こちらこそ、ご無沙汰してますー。『レジェンド』の皆さんとまた遊べると聞いて、本当に楽しみにしていたんですよ。

藤井：私わたしもです。

ＧＭ：こうしてまた一いつ緒しよに卓たくを囲む機会が来るというのは、俺おれにとっても嬉しいことです。

鈴吹：これも『レジェンド』で妹尾さん演じるフレアの人気ゆえですよ。

妹尾：恐きよう縮しゆくです。この場を借りて、皆さんにもありがとうと言わせてください。

藤井：私も、また妹尾さんの鋭するどい天然ツッコミを聞けると思うと（笑）。

鈴吹：一いつ瞬しゆん天然ボケな発言のように見えて、その実は鋭いツッコミになっているという。

ＧＭ：なんでも、一部では〝天然理心流の使い手〟と言われていたようで（笑）。

かわたな：あのキレ味だからねー。

妹尾：いやいや、そんな。私なんて全然！　たんどーさんのボケにはかないませんよ！

ＧＭ：……自分、そんなにボケですかねえ？

妹尾：それって、ボケですよね？

藤井：（真剣な表情で）じ……自覚がなかったんですか!?（一同爆笑）




　い……意識はしてましたよ？　ははは。




ＧＭ：さて。久しぶりということで、ちょっとおさらいです。『レジェンド』最終巻で、フレアとセレネは世界を巡る旅に出たわけです。

鈴吹：そしてドルは留守番、ユーノスは東へいった。

かわたな：ユーノスは東方での冒ぼう険けんを終えて、ふたたび旅立ちました。

妹尾：『ブレイド』の最終巻ですね。

ＧＭ：で、今回は『レジェンド』も『サガ』シリーズの一部ということで、舞台はアルディオンになります。アルディオンはエリンディルの西にある大陸で、戦乱の絶たえない地です。

鈴吹：正せい確かくには、一いつ旦たんピアニィという女王のもと纏まとまりかけたが、〝大グレート崩デイストラ壊クシヨン〟という事件により、その体たい制せいは崩ほう壊かいした。
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妹尾：『サガ無印』で、そのことは読んでいます。

ＧＭ：フレアとセレネは旅を続けるうちにアルディオンにやってくる、そんな感じでシナリオが始まるんですよ。

妹尾：なるほどー。

藤井：わくわく。

ＧＭ：では、今回予告を読み上げますね。

妹尾：はい！




●今回予告

　ときに、帝てい紀き八一五年一〇月──。

　エリンディルを旅立ち、コロローナ姉妹は戦乱のアルディオン大陸へとやってきた。




かわたな：ざっぱーん。

藤井：大陸渡わたっちゃった（笑）。




　目指すは、風雲児によって独どく立りつしたという港町へクスフォード。

　だが、その町は苦く境きように立たされていた。




かわたな：ヘクスフォードか！

ＧＭ：はい、今回の舞台はヘクスフォードです。『デスマーチ』で登場した港町ですね。

鈴吹：この町もそうだが、アルディオンはいろいろ今大変だからな。おもにここにいるふたりのせいで（笑）。

藤井：ああ、ごめんなさい！　わたしとかわたなさんが、いろいろやってるばっかりに！

ＧＭ：そうですねー。ヘクスフォードについては、セッションが始まったらまたくわしく解説しますので、今はこのままで。




　コロローナ商会は、コロシアムにふたたび立つことになる。




藤井：っ!?

妹尾：アルディオンにも、コロシアムってあるんですか？

鈴吹：アルディオン大陸にはなかったはずだよ。グラディエーターがいないから。

ＧＭ：それもまた、セッションとともにあきらかになるでしょう。では続き───。




　今度は、赤字解かい消しようだ！




藤井：赤字解消っ!?（一同爆ばく笑しよう）

妹尾：せっかく借金を返したのにー！

鈴吹：さすがは貧びん乏ぼう姉し妹まいだな（笑）。

かわたな：もはや呪いですね！（笑）




　アリアンロッド・サガ・リプレイ・レジェンド

「はじめてのアルディオン」

　──竜の石は散り、新たなる戦乱の時代へ。




妹尾：そうですね、はじめてのアルディオンですね。

かわたな：なのに、今度は赤字解消。やること変わってねえええ──!!

藤井：いやーっ！（一同笑）

妹尾：負けずにがんばりましょう、おーっ！（笑）




●ハンドアウト

ＧＭ：では、次にハンドアウトを読み上げます。

一同：はーい。




◆フレア、セレネ用ハンドアウト

コネクション：風雲児　　　関係：親

　キミたちは、風雲児の娘、フレアとセレネだ。莫ばく大だいな借金を返済し、旅立ったキミたちは海を越こえ戦乱の大地アルディオン大陸にやってきた。その港町へクスフォードは〝風雲児〟と呼ばれた人物によって独立を果たしたという。そんなキミたちを風雲児の娘と知って、助けを求める声があった。




かわたな：おお、ふたりのコンビ導どう入にゆうだ。

藤井：一緒に旅を続けていますからね。

妹尾：でも、ヘクスフォードってお父さんが独立させた町なんですか？

ＧＭ：この『レボリューションガイド』に〝風雲児〟の活躍が書いてあるんですよ。




　アルディオン大陸の最新情報が紹介されているワールドガイド『アリアンロッドＲＰＧ２Ｅ アルディオン　レボリューションガイド』は富士見書房より好評発売中である。




藤井：そう、実を言うと、そこは私も気になっていました！

鈴吹：でも、『レボリューションガイド』の記述ではこの〝風雲児〟なる人物が双子の父親〝クラン＝ベルの風雲児〟と明言されていないんだが、実じつ際さいのところどうなんだろうな。

妹尾：風雲児って呼ばれるひとがほかにもいるかもしれないってことですね。

ＧＭ：〝兜町の風雲児〟とか、いろいろいる可能性がありますからね。

鈴吹：なんで兜町なんだよ！（一同笑）

ＧＭ：いや、たとえですよ、たとえ。

藤井：でも、お父さんだといいなぁ。だって、ようやく会えるんですよ。

かわたな：うーん、でもこのハンドアウトだとお父さんのことで泣きつかれる感じだよ？

藤井：あっ、本当だ（笑）。

妹尾：ああ、またお父さんのせいで皆さんにご迷めい惑わくが（笑）。

ＧＭ：次は、ドルのハンドアウトを読みます。




◆ドル用ハンドアウト

コネクション：カーマイン　　　関係：ビジネス

　お嬢じよう様さまたちが旅立った後。エリンディルに残ったキミはコロローナ商会での商売に忙しい日々を過すごしていた。そんなとき、カタルヘナ商会のカーマインがエリンディルに帰国。アルディオン大陸での商売で苦戦しており、キミに力を借りたいと持ちかけてきた。キミの新たな冒険の舞台は、このアルディオン大陸なのかもしれない。




鈴吹：うおおおおっ、行きたくなーい！

妹尾：ドルさーんっ!!（一同爆笑）

鈴吹：だって、考えても見てくれよ！　借金も返し終わり、お嬢様たちも旅立ち、おかしなことを言うユーノスもいなくなったんだ。ようやくドルが待ち望んだ平へい穏おんだよ？

妹尾：い、言われてみれば……（笑）。

ＧＭ：運命は過か酷こくなものです。あっはっはっは。

鈴吹：笑うな！　ワシの運命を過酷にしてるのはＧＭだろ！（一同爆笑）

かわたな：……。ふむ、カタルヘナ商会からの助力の依頼かぁ。カーマインって、あのカタリーナのお兄さんだったっけ？

ＧＭ：はい、そうです。




カタリーナ・カタルヘナとカーマイン・カタルヘナ

　妹のカタリーナは、コロローナ姉妹をライバル視しし、何かと挑ちよう戦せんしてきたカタルヘナ商会のお嬢様。いろいろあってのちに姉妹のよき友人となる。縦たてロールと上手うまいことをいうのが特とく徴ちよう。

　兄のカーマインはすでに商売人として一定の成功を収おさめ、おもにエリンディルとアルディオンでの貿易を手がけている。
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鈴吹：カタルヘナ商会の頼みとなると、無下に断りづらいのう。

ＧＭ：さらにカーマインの話を受けて、アルディオン大陸に赴おもむくと、懐かしいお嬢様たちに会えるかもしれないという特典付き。

鈴吹：ふむ、カーマインの話を聞く価値はありそうじゃな。

ＧＭ：そうこなくては!!

鈴吹：……でも、何か裏があるんだろうなぁ（一同笑）。

妹尾：相変わらずドルさんは心配性ですね！（笑）

ＧＭ：いやまったく。あっはっはっは。

鈴吹：だから笑うな！（笑）

藤井：確かに丹藤さんのＧＭを経験すると、心配性になっちゃいますよね（笑）。

ＧＭ：はっはっはっ。では、最後にユーノス。




◆ユーノス用ハンドアウト

コネクション：コロローナ姉妹　　　関係：夢ゆめと希望

　キミは、夢と希望を振ふりまく天使を自称している。エリンディルを出発し、東方での冒険を終えた。そしてまた旅立ちのときを迎える。目指すは、戦乱の大地アルディオン。この大陸は今、夢と希望を必要としている。これまでキミが見てきた伝説、そして紡つむいだ唄うたを届とどけなければならない。そんなキミは、港町へクスフォードへとやってきたのだった。




妹尾：関係が、「夢と希望」なんですか？

かわたな：ユーノスにとって、コロローナ姉妹はまさに夢と希望の象しよう徴ちようなんですよ。でも、どっちが「夢」でどっちが「希望」なんだろう？

妹尾：ふたりで、夢と希望に分かれるんですか？

鈴吹：コロローナ・ホープとコロローナ・ドリームか（笑）。

藤井：なんだかプリキュアみたいな（笑）。

かわたな：ならば、ユーノスがちっちゃい謎なぞの生き物になって、「フレアちゃん、セレネちゃん！　変身するんだ！」って言うところだな。

妹尾：ええっ、今度は変身するんですか!?




　しないと思います。




鈴吹：まあいつもの〝───という設せつ定てい〟だろ。相変わらずくだらないなぁ（笑）。

妹尾：あたしたちが「美少女戦士に変身する〝───という設定〟」なんですね！

ＧＭ：一気に台無しだ！（一同笑）

かわたな：まあ、冗じよう談だんはともかく（笑）。ユーノスにとってコロローナ姉妹は忘わすれがたい存そん在ざいだから、アルディオンで出会えるなら、すぐにでも駆けつけるさ。

妹尾：乗り気ですね！（笑）

かわたな：旅の間の冒険譚たんも取材したいし。素晴らしいサーガを求めるボクの情熱は今も冷めることはないのさ。

藤井：なるほど（笑）。




●レギュレーションについて

ＧＭ：それでは、キャラクターの成長についてご説明しましょう。

妹尾：はい、最終巻で旅立ったときは、８レベルだったと思います。

ＧＭ：そうですね。実は、その後ユーノスはというと、引き続き『ブレイド』でＰＣとして参加して成長しています。

かわたな：うん、最終的に15レベルになったよ。

ＧＭ：ですので、今回は他のＰＣも15レベルに成長させることにします。フレアやセレネはもちろん、ドルも冒険や生活を繰くり返かえし、成長していたってわけですね。

妹尾：なるほどー。

藤井：本当、いろいろありそうだもんね。

ＧＭ：そして、『アリアンロッドＲＰＧ』も『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ』となって版はん上あげしましたので、これをコンバートしつつリビルドする作業となります。




コンバートとリビルド

　コンバートは旧版『アリアンロッドＲＰＧ』で遊んでいたキャラクターデータを『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ』のルールに沿って修正することである。

　リビルドとは、ルールブックの版上げやサプリメントの発売をきっかけに行なうキャラクターの再作成だ。あくまでデータを作り直し、イメージにあったものに調整するためのルールで、キャラクターの名前や性別、年齢などは変更しない。




妹尾：はーい。

ＧＭ：で、もうひとつ。『レジェンド』はレジェンドデータを使っていましたね。

妹尾：ええ、確かフレアは《水すい波は斬ざん》を持っていましたね。

ＧＭ：そのレジェンドデータは、エリンディルで使うことを前ぜん提ていとしたものなので、今回はなしにしようと思っています。

妹尾：あっ、そうか。アルディオンが舞台だからですね。

ＧＭ：レジェンドデータはアルディオンで使っても問題がないものもあるんですが、ドルやセレネのものはエリンディル特有のデータなんですよ。フレアとユーノスが問題なく使えて、ドルとセレネが使えないのは不公平なので、今回は全員なしにしようってことです。

一同：了解です。




●コンバートと成長の報ほう告こく

　というわけで、レギュレーションを伝えてからしばらく。

　データを見ながら、あれやこれやと相談しつつ、プレイヤーたちは成長の作業を終えた。




▼フレア・コロローナ（15レベル）の場合

ＧＭ：では、まずはフレアさんから成長報告をお願いします。

妹尾（以後、フレア）：はーい。フレアです。ところで、わたしたちって旅に出てから何年経たったのでしょう？

ＧＭ：大体、三年というところでしょうか。

フレア：すると年ねん齢れいは一九歳さいですね。この三年の旅の間に経験を積み、今はレベル15です！

鈴吹：もう、そのレベルだとほとんど伝説の領りよう域いきだよ（笑）。

フレア：この三年、エリンディル大陸で大だい冒ぼう険けんをしたんだと思います。それで、クラスはウォーロード／グラディエーターで、さらに称しよう号ごうクラスのバンガードを取りました。

ＧＭ：おお、フレアさんがついに称号クラスを！




称号クラス

　称号クラスは、キャラクターレベルが15レベル以上から取得できるクラスである。

　バンガードは、経けい験けんを積んだ上級冒ぼう険けん者しやを表わす称号クラスだ。




鈴吹：まあ、そのくらいになっていてもおかしくはない。新人王となり、ヴァンスターの皇帝暗殺も阻そ止ししているから、名声は轟いているだろうな。

ＧＭ：相撲すもうでいえば横よこ綱づな大関。スポーツでいえばメダリストって感じです。

フレア：おお、横綱!?　すごーい！（←感心したように）

かわたな：って、フレアさん、ご自分のことですよ？（笑）

フレア：はっ、そうでした！　わたしすごーいっ！（←素）

藤井：お姉ちゃん、相変わらずですね（笑）。それにしても、わたしたち、お嬢様でスタートしたはずなのに、こんなところまでくるなんて……。

ＧＭ：いやまったく。

フレア：そして、【ＨＰ】[image: ]、【ＭＰ】[image: ]、フェイトは５点です。

ＧＭ：さすが、このレベルになると【ＨＰ】も高い。

フレア：横綱ですから！（笑）　ライフパスですが、風雲児の娘だし出自は［英えい雄ゆう］。……境きよう遇ぐうは［師し匠しよう］、目的は［好こう奇き心しん］となりました。なので、一いつ般ぱんスキルで《オピニオン》を持っています。これは、説得や交こう渉しようをするときの【精せい神しん】の判はん定ていに＋１Ｄです。

鈴吹：マイクパフォーマンスが得意って感じだな（笑）。

ＧＭ：グラディエーターですからね。アピールは重要です。

フレア：土俵入りでマイクパフォーマンスをすればいいんですね！




　どうやら相撲ネタがお気にめした様子のフレアさんであった。




フレア：そして、今は両手剣を持つ戦せん闘とうスタイルになりました。昔は、盾たてと剣で戦っていたんですが、《アームズマスタリー：両手剣》《アームズロジック：両手剣》《フェイバリットウェポン：両手剣》と、ストーマーという両手剣を振ふり回まわす戦い方になりました。

ＧＭ：経験を得て、戦い方を変えたんですね。

フレア：鎧よろいも着ません。着ているのはワイバーンマントだけ。でも、《サバイブ》と《アンブレイカブルボディ》のおかげで、【物理防ぼう御ぎよ力】37、【魔ま法ほう防御力】30です。

ＧＭ：さすが横綱、男気溢あふれる装備！（一同笑）　それでいて防御が硬かたい!?

鈴吹：しかも、《セルフヒーリング》も持ってる。マイナーアクションで[image: ]点回かい復ふくする。

かわたな：おおっ！

フレア：あと、《ソウルバスター》も持っています。ダメージを受けても、撥はね返かえします。

藤井：さらに、《カバームーブ》と《カバーリング》でかばってから反はん撃げきしてきますよ。

鈴吹：そのうえ、ダメージを受けるたびに攻こう撃げき力りよくが＋５ずつされていく《フューリーブラッド》もある。フレアは、ダメージを受ければ受けるほど、攻撃力も高くなっていくんだよ。

ＧＭ：逆ぎやく転てんファイターっぷりに磨みがきがかかりましたね。

フレア：あと、《フルスイング》からの《ストラグルクラッシュ》で、剣をブンブン連続で振り回して攻撃します。こんなところでしょうか。

ＧＭ：ありがとうございます。では、次いきましょう。
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▼セレネ・コロローナ（15レベル）の場合

ＧＭ：はい、次セレネさん。

藤井（以後、セレネ）：はい、セレネでーす。わたしも15レベルになりました。メインクラスはプリースト、サポートクラスがセージ。称号クラスはプロフェッサーを取りました。

フレア：プロフェッサーとか、超かっこいー！

鈴吹：プロフェッサーは、魔ま術じゆつの研究者を表わす称号クラスだね。

セレネ：【ＨＰ】[image: ]、【ＭＰ】[image: ]、フェイトは５点です。ライフパスですが、出自はお姉ちゃんとおそろいで、［英雄］。なので、《オピニオン》を持っています。

ＧＭ：ふたりそろって、説得が得意なんですね。

セレネ：あと、一般スキルで《ブラフ》も取っているから、わたしは嘘うそをついたりする【精神】判定に＋１Ｄできます。

ＧＭ：姉と違ってハッタリも利きかせられるのか！

セレネ：さらに《インサイト》で嘘も見み抜ぬけます。ユーノスさんが本当のことを言ってるかどうかも見抜け……ないのかな？

ＧＭ：ユーノスが本気で言っていると、対決で勝利しても難むずかしいかと（笑）。

かわたな：ボクはいつだって本気だ！

セレネ：（さらっと無む視しして）そして、相変わらずお姉ちゃんは大好きなままです（笑）。

フレア：ありがとう、セレネちゃん。

セレネ：そして、もっとお姉ちゃんと一緒にがんばれるよう、他にもいろいろ変わりました。攻撃魔法が《サモン・リヴァイアサン》から《ホーリーライト》に変わってます。貫かん通つうダメージで、相手が［分類：妖よう魔ま、魔ま獣じゆう、魔族］だとバッドステータスの威い圧あつを与あたえるようになりました。《マジックブラスト》もあるので、範はん囲い攻撃もできます。

フレア：それは頼たのもしい。

セレネ：しかも、アコライトの《ビリーブ》やプリーストの《ライトバースト》もあるから、ダメージロールは45＋７Ｄまで出せるよ。

フレア：セレネちゃん、さすが！

セレネ：でも、ダメージはお姉ちゃんにはかなわない。あくまでも、《ディバインフォース》や《パリペイティア》の判定振ふり直しで支し援えんしたり、《プロテクション》や《アフェクション》で防御するのが中心です。




《ディバインフォース》

　対象が行なう攻撃のダメージに、［ＣＬ（キャラクターレベル）×５］するプリーストのスキル。１シナリオに一回使し用よう可か能のう。




《パリペイティア》

　対象が行なう判定の直後に使用、対象の判定を振り直させるプリーストのスキル。




《アフェクション》

　対象が受けたダメージを０にするアコライトのスキル。




ＧＭ：《ディバインフォース》か。ちなみに、何点ぐらい支援できます？

セレネ：ざっと、75点ほど追加できます♪

ＧＭ：75点！　さすがだ……。

セレネ：《フェイス：ダナン》や《ハイプロテクション》を取っているので、《プロテクション》で軽けい減げんできるダメージは36＋５Ｄ。《バリア》もあるから、複ふく数すう攻撃にも使えるよ。

ＧＭ：さすが15レベル！　ＧＭ側から見ると、ＰＣにダメージを与あたえるだけでも一苦労ですよ（笑）。

セレネ：装そう備びは、武ぶ器きがビショップワンドとミラーシールド。頭部にオリハルコンの髪かみ飾かざりを装備して、胴どう部ぶはクルセイダーガーブ、補ほ助じよ防ぼう具ぐにワイバーンマント、装そう身しん具ぐは知ち識しきの書になっています。

ＧＭ：わかりました、以上ですね。
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▼ドル・ジャマダル（15レベル）の場合

ＧＭ：それでは、15レベルになったドルさんのデータを報告してください。

鈴吹（以後、ドル）：『レジェンド』が始まった頃ころには、マーチャント20レベルで冒険者としては駆かけ出だしなんて言っていたのに、今や15レベル。感慨深いのう（笑）。

ＧＭ：それだけの苦労を乗のり越こえてきたということですよ。

ドル：で、クラスはソーサラー／ニンジャじゃ。メイジからソーサラーにクラスチェンジ、称号クラスはプロフェッサーを取っておる。【ＨＰ】[image: ]、【ＭＰ】[image: ]、フェイトは５点じゃ。

セレネ：ドルさんもプロフェッサーなんですね。

ドル：うむ、商人としても成功を収めたので、クラン＝ベルでは商人たちに請こわれ、マーケティング論ろんを講こう演えんしていることにしよう（笑）。

ＧＭ：ああ、『風雲児に学ぶマーケティング論』とかそういう感じですか？

ドル：いや、風雲児を反面教きよう師しとするマーケティング論を講こう義ぎするんじゃよ。結局、ヤツは大おお損ぞんこいて娘に穴あな埋うめさせるような大失敗をしたままだからな（笑）。そして、ライフパスも出自は［商人］にした。境遇が［没ぼつ落らく］、目的は［扶ふ養よう］じゃ。

ＧＭ：なんともドルさんらしいライフパスだ（笑）。

ドル：そして戦闘スタイルは大きく変わってはいない。《ランドフィッシャー》で〈地〉属ぞく性せいの魔法ダメージを与え、［スタン］をさせる。ただ、細かくデータが変わった結果、昔のようにセレネお嬢様と組んでの〝魔のコンボ〟はできなくなっているのじゃ。




魔のコンボ

『レジェンド』では、ドルが《ランドフィッシャー》で［マヒ］、セレネが《サモン・リヴァイアサン》で［転てん倒とう］という、ふたつのバッドステータスを重ねる連係攻撃が強力であったが、『ＡＲ２Ｅ』へのコンバートとリビルドの結果、この技はできなくなっている。




セレネ：懐かしい……ふたりの魔法でそう快に敵をぶっ飛ばしていましたね（笑）。

ＧＭ：あれは、本当に厄やつ介かいだった……（遠い目）。

ドル：基き本ほん的てきには、前回からダメージを上げる方向に成長しておる。プロフェッサーのスキルは、《エレメントエキスパート：地》と《マジックハンド》を取った。




《エレメントエキスパート：地》

〈地〉属性のダメージに＋２Ｄするプロフェッサーのスキル。




《マジックハンド》

　魔術判定に＋１Ｄするプロフェッサーのスキル。




ドル：その他ワシが取得しているのは、ソーサラーのスキルがいくつかある。対象の【魔法防ぼう御ぎよ力りよく】を０にしてダメージを算出する《クラッシュバリア》と、二回魔法攻撃をする《ダブルキャスト》じゃな。

ＧＭ：そのふたつは、相変わらず強力ですよね。

ドル：うむ、そしてソーサラーのスキルはもうひとつ、《ニゲイト》を取った。これで、クリティカルを出されても打ち消せる。……ああ、このＧＭには使う機会はないな（笑）。

ＧＭ：ちょっ!?

フレア：たんどーさんのダイス目の低さは、相変わらずなんですか？

かわたな：ええ、相変わらずです（笑）。

ＧＭ：くっ……！

ドル：装そう備び品ひんは、ソーサラーコートと護まもりの指輪、理知の宝ほう玉ぎよくじゃ。理知の宝玉は前も持っていて、セットアップで宣せん言げんすると【行こう動どう値ち】＋５となる。実は、ワシは【行動値】18と高いので、これを使うと結構先手を取れるんではないかと思っている。

ＧＭ：合計して、【行動値】23ですか。確たしかに速い。

ドル：というところかな。報告は以上じゃ。

ＧＭ：はっ、ありがとうございます。
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▼ユーノス・ローリングスター（15レベル）の場合

ＧＭ：で、最後はユーノスの自じ己こ紹しよう介かいのほどを。

かわたな（以後、ユーノス）：はーい、ユーノスです。実は、『ブレイド』最終巻からほとんど変わっていないのですよ。

ＧＭ：そのまま続投ですからね。

ユーノス：クラスもスカウト／バードで称号クラスも取っていません。しかし、フレアさんとセレネさんには、『レジェンド』のときから大きく変わった部分について語っておきたい！

フレア：はっ、なんでしょう？

ユーノス：出自なんですが、［任にん意い］を選べるようになったので、これを［任意（天使）］としています。これで、名実ともにボクは天使に！

フレア：おおーっ！

ドル：〝───という設定〟と変わらないがな（笑）。

ＧＭ：まあ、相変わらず言いい張はっているだけです。

セレネ：なんだかほっとしますね（笑）。

ユーノス：境遇は［天てん啓けい］、目的は［運命］。【ＨＰ】[image: ]、【ＭＰ】[image: ]、フェイトは13。

フレア：フェイト多いですね！

ユーノス：『ＡＲ２Ｅ』になってから、バードがフェイトを使う機会は増ふえましたので。

セレネ：そうですよね。

ユーノス：そして、東方でますます人の行動を妨ぼう害がいする技わざを身につけました。

フレア：ウザさに磨みがきがかかったんですね！

ＧＭ：《タウント》で挑ちよう発はつし、バッドステータスの［逆ぎやく上じよう］を与えてくるんですよ。［逆上］は、ユーノス以外を攻撃すると判定にマイナス２Ｄというペナルティがつくし、あえてユーノスを狙ねらっても回かい避ひが高いので避よけられてしまうという、まことに厄やつ介かいなキャラになりました。

フレア：さすがです（笑）。

ユーノス：他にも《インターフィアレンス》。これは相手の攻撃してきたときに射しや撃げき攻撃の命中判定を行ない、対決に勝利すると攻撃を失敗させるスカウトのスキルです。

ドル：ただし、ユーノスは射撃の命中が低いんじゃよ。

ユーノス：……のですが、バードには《アンプロンプチュ》というスキルがありまして、１シーン中一回、いかなる判定でも呪じゆ歌か判定で行なえるのです。呪歌判定はもちろん得意分野なので、ここぞと言うときはこれを使って確実に成功を狙います。

セレネ：ユーノスさんがおもに使うのは《ジョイフルジョイフル》で、自分で攻撃するのもまれですよね。

ユーノス：基本的にはそのとおり。ただ、『ブレイド』では、追おい詰つめられたため、射撃で攻撃したこともあります。状じよう況きようしだいでは、ボクの射撃も頼りにしてください！（笑）　念のために購入したバーストルビーで、けっこうダメージも出せます。

ドル：お前の攻撃なんぞ、しょせん一発芸じゃ!!（笑）　お前は本来の役割である支援をしっかりやるのじゃ！

ユーノス：それはもちろん。天使ですから人を傷きずつけるより、助けることが仕事なのです。

フレア：そういうと美しいですね！

ユーノス：あとは、《エチュード》でみなさんのダメージを＋15点できます。

ドル：『ＡＲ２Ｅ』から、《エチュード》の効こう果かは魔法だけではなくなった。フレアお嬢様の攻撃力も上がるようになったのじゃよ。

フレア：それは嬉しいです。

ユーノス：あとは、《カノン》で誰だれかがフェイトを使ったときにボクのフェイトで判定のダイスを増ふやしたり、《ディスコード》でダメージロールのダイスを追加することが得意です。

ＧＭ：支援キャラとしては、かなり有ゆう能のうですよね。

ユーノス：ふっふっふ。そしてＧＭからみると、ボクを倒してもうまみは少ないので、なぜか攻撃は他の方にいってしまうという、絶ぜつ妙みようなバランスでキャラが作られているのです！

セレネ：そのとおりですが、勝ち誇って言うようなことじゃないと思います！（笑）。

ユーノス：装備ですが、バードキラー、蝶ちようの帽ぼう子し、マジカルチェイン、俊しゆん足そくのブーツ、高級楽器です。これで、報告は終わりです。
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●ギルドサポートの決定

ＧＭ：それでは、ギルドサポートを決定していくことになります。コロローナ商会のギルドレベルですが、９レベルまで成長したということになっています。

セレネ：前回は、５レベルまで上がってましたね。

ＧＭ：『ＡＲ２Ｅ』になりましたので、ギルドもリビルドを認みとめます。前回持っていたギルドスキルは……《蘇そ生せい》《目め利きき》《祝福》《陣じん形けい》《精せい鋭えい部隊》《限げん界かい突とつ破ぱ》《ギルドシンボル》でしたね。

ユーノス：そうでしたね。すると、また《目利き》が重要になってきますか？

フレア：《目利き》は重要ですよ！

ＧＭ：前回は借金返済がテーマでしたので《目利き》は重要でしたね。

ドル：今回は赤字経営の解消で、ＰＣ本人が稼かせぐ展開じゃあなさそうじゃが……。

セレネ：でも、《目利き》は持っていたいなぁ。

フレア：じゃあ、残しましょう。貧乏からは卒業したけど、残しておきたいこの気持ち。

ＧＭ：いまや、伝説姉し妹まいになりましたので（笑）。

フレア：貧乏姉妹から、伝説姉妹へ！

ＧＭ：15レベルですからねー。わりと伝説的強さなんじゃないですか？

ドル：そうじゃな。20レベルくらいから運命クラスの取得になるしのう。

ユーノス：そんな伝説となったボクたちコロローナ商会に、ふさわしいギルドサポートを選せん択たくしていきましょう。

ドル：15レベルともなると、《再さい行こう動どう》とか《高機動部隊》あたりが欲ほしいのう。

フレア：ドルさんのお奨すすめですね。じゃあ、そのふたつを取りましょう。




　……と、相談した結果。コロローナ商会をリビルドして成長させた結果、ギルドサポートは《蘇生》《目利き》《祝福》《陣形》《高機動部隊》《限界突破》《ギルドシンボル》《最後の力》《派は遣けん販はん売ばい》《再行動》となった。




フレア：《精鋭部隊》は《高機動部隊》に変へん更こうですね。

ドル：そうじゃな。【行動値】＋５はかなり強い。

ユーノス：で、持っていくギルドサポートですが。15レベル分ですよね。

ドル：うむ。《蘇生》《祝福》《陣形》《高機動部隊》《限界突破》《ギルドシンボル》《再行動》で、15レベルじゃな。

フレア：結局《目利き》は持っていきませんが……。これで決定です！

ＧＭ：では、プリプレイは終しゆう了りよう。オープニングに移うつりましょう！







ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening 01◆伝説姉妹、アルディオンへ！




　戦せん乱らんの大地アルディオン───。

　エリンディル大陸から遠く離はなれたこの地に向かう船があった。

　甲かん板ぱんから海を眺ながめているのは、〝風ふう雲うん児じの娘むすめ〟フレアとセレネ。伝説の姉妹である。




ＧＭ：では、オープニングを始めたいと思います。

一同：はーい。

ＧＭ：では最初のオープニング、まずフレアさんとセレネさんから。

セレネ：おおっ。

フレア：でも、久ひさしぶりだから緊きん張ちようします！

ＧＭ：気楽な気持ちで進めてもらえれば。きっと、セッションは盛もり上あがるはずですよ。さて、姉妹は今、アルディオン大陸を目指す船の上にいます。

フレア：ざざーん。わたしたち、エリンディル大陸を飛び出したんですね。

ＧＭ：はい。今は大おお海うな原ばらを船で航行中。クラン＝ベルを旅立ったフレアとセレネは、世界を見て回ろうと冒ぼう険けんをしてきたわけです。そして、アルディオンに向かっているわけですが……そこにいたるまでの旅を振ふり返かえってみましょうか。

フレア：そうですね、きっといろいろありましたよ！

セレネ：エリンディルも、15レベルになるまで旅してきたもんね。

ＧＭ：では、船に乗るまでの旅を回想します───。




　クラン＝ベルの屋や敷しきから旅立ち、各地を回ってきたフレアとセレネ。

　今は、アルディオンに向かう船の上だ。

　新天地に向かいながら、ふたりはこれまでの旅を振り返っていた。




ＧＭ：というわけで回想となりますが……これまでの旅で、どのようなことがあったでしょう？　思いつくままに語ってみてください。

フレア：そうですね。……あっ、まずは道場破やぶりをしてみたり。

ＧＭ：道場破り!?（爆ばく笑しよう）

セレネ：あー、わたしたちそれなりに名前も売れたもんねー。

フレア：そうそう、だからいろんな道場に立たち寄よって腕うで試だめしです。

ＧＭ：……そうですね。新人王トーナメントで優ゆう勝しようしたり、神しん聖せいヴァンスター皇こう帝ていの御ご前ぜん試合で勝利して名は轟とどろいていますからね。




　いずれも、『レジェンド』三～四巻かんでの出来事である。




フレア：それで道場破りしたところで、ごちそうになって帰る（笑）。

ＧＭ：本ほん格かく的てきな道場破りじゃないですか、それ（笑）。

ドル：時じ代だい劇げきに出てる道場破りは大体そんな感じじゃ。腕うでっ節ぷしを披ひ露ろうして師し範はん代だいに雇やとわれて居い座すわる（笑）。

セレネ：わたし、それを見守っているだけで大だい丈じよう夫ぶなんじゃないかなぁ？

ＧＭ：そんなことを繰くり返かえすうち、すっかりエリンディルに居い場ば所しよがなくなったんです。

セレネ：もう行く場所なくなっちゃった！

フレア：肩かた身みが狭せまい今日きようこの頃ごろ（一同笑）。

ユーノス：ボクも、おふたりの伝説を広めちゃってますからねー。

フレア：そっか、もう道場破りにいけるところもなくなったね、セレネちゃん。

セレネ：そうだね、お姉ちゃん。エリンディルの道場リストをチェックしながら（笑）。

フレア：あっ、ここはご飯が美味おいしかった！

ドル：そんな覚え方か（笑）。

ＧＭ：じゃ、フレアさんがお世話になった道場主から、「そろそろ、このあたりじゃあなたたちに敵かなう人、いないんですよ……」なんて言われ。

フレア：そうですかー、残念。

ＧＭ：こう、道場にご馳ち走そう並ならべて揉もみ手でしながら（笑）。

フレア：わーい、いただきます。もしゃもしゃ。

セレネ：もしゃもしゃ食べるお姉ちゃんを微笑ほほえましく思いつついただきます（笑）。

ＧＭ：ちょっとこう、道場主も懐ふところ具ぐ合あいを心配しつつ（笑）。

ユーノス：なんか、この道場主かわいそうになってきましたね。

ＧＭ：「実はですね。西の向こうに、アルディオンって大陸がありましてね。そっちの方を回ってみては……」と、さりげなく言われます。

フレア：はあ、アルディオン？

ＧＭ：「そう、そのアルディオンにヘクスフォードという町がありましてね」

セレネ：ヘクスフォード……聞いたことあるなー。

ＧＭ：「その町は混こん乱らんに乗じて独どく立りつしたって噂うわさなんですが……〝風雲児〟と名乗る人物が指し導どうしているって噂があるんですよ」

フレア：風雲児！　それはお父さんっぽいですね。

セレネ：そっか。ずっとエリンディルを探さがし回まわっても見つからなかったのは、隣となりの大陸に行っちゃったからだったんだ！

フレア：戦乱の地とか、お父さん好きそうだもんね。

ＧＭ：……好きそうなんですかね？（笑）

フレア：もう、血が騒さわいで行っちゃってる可か能のう性せい大ですよ。

ドル：娘に合わせる顔はないが、血は騒ぐんじゃな（笑）。

ＧＭ：ただのお祭り好きのオヤジみたいですな。

ユーノス：そんなノリで独立を指導するとは。さすが風雲児。

ＧＭ：「ほら、あなた方ほどの腕であれば、隣の大陸の豪ごうの者でも何するものぞ、ですよ。こんなところで燻くすぶっているなんてもったいないですって！」

フレア：でも、アルディオン大陸って、戦争ばっかりなんですよね。大丈夫かな？

セレネ：きっと、大丈夫だよ。わたしたちふたりなら！

ＧＭ：「そうそう、あなた方ならばどこでも平気ですよー！」

セレネ：…………。ずいぶん調子がいいですね。いいかげんなことを言ってるんじゃないでしょうね？（訝いぶかしむように）

ＧＭ：「い、いえいえ！　そんなことは……決してそんなことは！　決して食費が浮うくからなんてことは……はっ!?」

ユーノス：本音が漏もれた!?

フレア：でも、せっかく紹しよう介かいされたんだから、行ってみようかな。

セレネ：……そんなわけでわたしたちはエリンディル大陸を飛び出したんですね。

ＧＭ：ええ、そして今はアルディオン大陸を目指す船の上です。

フレア：あー潮風が気持ちいい！　いろんなことがあったねー、セレネちゃん。

セレネ：そうだね、お姉ちゃん。おもに、道場破りばっかりだけど（笑）。

ＧＭ：そんなふたりの話を感かん慨がい深ぶかげに聞いている、ファミリアのポメロ（笑）。

セレネ：道場破り兼けん美味しいもの巡めぐりの旅で、ひとまわり大きくなったに違ちがいない（笑）。

ＧＭ：ぶよよんと、最近お肉も余り気味。

フレア：ポメロちゃんもダイエットさせなきゃ！

セレネ：航海は無事に進んでるんですか？　途と中ちゆうで船難なん破ぱしたりせずに……。確か、エリンディル大陸とアルディオン大陸の間には、難所があったような……。

ドル：言われてみればそうじゃな（笑）。

ＧＭ：あー、じゃあ、【幸運】で振ふってみますか。難なん易い度ど12ってところで。

セレネ：わたし【幸運】５だから、７以上が出れば成功だよ。

ＧＭ：５は高い方ですよ。

セレネ：（ダイスを振る）……おう、ダイス目７。ぴったり。

ＧＭ：じゃ、フレアさんもどうぞ。

フレア：はい！　（ダイスを振る）おー、達たつ成せい値ち14で成功です！

ＧＭ：では、船は何事もなくアルディオンに到とう着ちやくしますよ。

フレア：よかったよかったー。

ＧＭ：ＰＣでエリンディルからアルディオンに渡わたって船が沈しずまなかったのは珍めずらしい。

フレア：いやいや、幸さい先さきいいですね。

ＧＭ：そうすると、水平線の先に陸地が霞かすんで見えてきます。

フレア：見て見てセレネちゃん、アルディオンだよ！

セレネ：そうだね。はぁ、思えば遠くにきたもんだ（笑）。

ＧＭ：そして、船はヘクスフォードという町に入港します。ヘクスフォードは人口四万人ほど。貿ぼう易えきの拠きよ点てんとなる港町ですね。すでに何なん隻せきも船が入港しており、力自慢の男たちが荷物の積みおろしをしています。なかなか大きい町ですよ。




　ヘクスフォードは、アルディオン大陸でも有数の港町である。

　かつてはこの町を巡めぐって大国同士による諍いさかいがあったが、現げん在ざいはどこにも属ぞくすることのない独立勢せい力りよくとなっている───。




フレア：ここが、ヘクスフォード！

ＧＭ：桟さん橋ばしに着いて、ふたりは船から降おりたところですね。港は、大きな船が何隻も入れるかなりの規き模ぼのものです。

フレア：へえ、大きな街ですねえ。

セレネ：やっとお父さんと会えるかな。わくわく！

フレア：あれ？　お父さん、どんな顔だったっけ？

セレネ：お父さんの顔忘わすれちゃってる!?

ＧＭ：『レジェンド』では、作中一度も描びよう写しやされたことがありません（笑）。

フレア：ああっ、そうだった！

セレネ：回想でも、顔は隠かくれていた気がする（笑）。

フレア：最終回でも顔を見せる前に行っちゃったもんね。

ドル：娘に合わせる顔がない。描えがかれてないから（笑）。

フレア：そっか。お父さん、物理的に娘に顔を合わせられないんだね。

ユーノス：娘に合わせる顔がないとはイラスト化されていないって意味だったのか！（笑）




　そういうわけではありません。




フレア：でも、ようやくお父さんと会えるね。

セレネ：そうだね、お姉ちゃん。

ＧＭ：父に会えると喜んでいるおふたりですが、ヘクスフォードの町に降おり立たつとすぐに気づくことがあります。

フレア：あれ、何かあるんですか？

ＧＭ：ええ、比ひ較かく的てき大きな規模の町なんですが、なんとなく元気がありません。

フレア：元気がない？

ＧＭ：積み荷を運んでいる港こう湾わん労働者たちも肩かたを落とし気味でため息ばかりついているし、町の方に歩いてみると、商店街も閉しまっている店が目立ちます。

フレア：あれ？　港町なのに。

ＧＭ：町行く人も、なんとなく力を落としているようで活気がありません。

セレネ：独立したばかりなんですよね？　もっと賑にぎわっていてもよさそうだけど……。

フレア：不景気なのかなぁ？

ＧＭ：たしかに景気がよさそうには見えませんね。

フレア：どうしたんだろうね、セレネちゃん。

セレネ：うーん、お父さんが独立を指導したっていう噂なのに。この調子だと不安だなぁ。

ＧＭ：と、そんなところで一いつ旦たんシーンは終しゆう了りようします。







◆Opening 02◆自じ称しよう天使、戦乱の地に降こう臨りん




　時は、帝てい紀き八一五年一〇月───。

〝大グレート崩デイストラ壊クシヨン〟をきっかけに、アルディオン大陸は群ぐん雄ゆう割かつ拠きよの時代を迎むかえていた。

　不安を抱かかえる人々に夢ゆめと希望を与あたえるため、天使が舞まい降おりる。自称だけど……。




ＧＭ：それでは、次です。ユーノスのシーン。ユーノスは、『ブレイド』最さい終しゆう巻かんでエリンディルから旅立ったわけですが。

ユーノス：はい、東方から旅立ち、船でアルディオンを目指すわけですね。

ＧＭ：いろんな辛しん苦くはあったでしょうが……。

ユーノス：おお、聞いてください！　艱難辛苦に満ちた旅の物語を。ボクの乗っていた船は謎の大おお渦うず巻まきに巻き込まれ……。

フレア：大渦巻き!?（←身を乗り出して）

ドル：なんで生きておるんじゃ!?

ユーノス：おお、さらに聞いてください！　背中の翼を羽ばたかせ、間一髪沈み行く船から脱出したボクは、さらに巨大竜巻に巻き込まれ……。

セレネ：今度は竜巻!?

ドル：だから何で生きておるんじゃ、お前は!?

ユーノス：おお、心して聞いてください！　竜巻に天高く運ばれたボクは、雲の上の妖精の国に助けられたのはいいものの。謎の高速回転円盤帝国に……。

フレア：ユーノスさん回ってばかりですね！（笑）

ドル：ええい、ヨタ話はもういい！　相変わらずのペ天使ぶりだな！（笑）

セレネ：ペ天使……懐かしいフレーズですね（笑）。




「ペ天使」──自称天使のユーノスは、かつてそう呼ばれたことがあった。




ユーノス：とまあ、壮大な冒険を繰り広げ、ボクはアルディオン大陸に上陸しました！

ＧＭ：旅の道程は怪しい気もしますが、そんな感じでユーノスはアルディオンに到着。流れ着いた戦乱の大陸で、ユーノスは夢と希望の詩を歌い、放ほう浪ろうの旅を続けています。

ユーノス：戦乱で疲つかれた人々のために、これまでの冒険を歌いましょう。

ＧＭ：そうすると、お客さんも寄よってきて「おー、パチパチパチ」と拍はく手しゆを送りますよ。

ユーノス：おお、オーディエンスがいるならノッてきますよ！　魔に奪われた巨大な城しろが宙ちゆうに浮うかぶ時、妖よう怪かいニンジャ七人衆しゆうが襲い来る！　善と悪との最終決戦に挑むのは、時を超こえたうら若き姫剣士と仲間たち！

フレア：すごい、スペクタクル！

ＧＭ：しかし、子こ供どもたちがやって来て（生意気な口調で）「もうちょっとさぁ～、リアリティってのがあった方がいいんじゃない？」と感想を述のべます（一同笑）。

ユーノス：全部あんたがやったシナリオだよ！（一同笑）

ＧＭ：おお、言われてみればそのとおり（笑）。




　すべて『アリアンロッド・リプレイ・ブレイド』シリーズでのことであった。

　くわしくはそちらを参照していただきたい。




ユーノス：子供たちにウケなくてショックだ。……だが、長く続く戦乱で子供たちがすさんでしまうのも無理はない。気を取り直したボクは、人々に夢と希望を振りまく旅を続ける。

ドル：気を取り直さなくていいから！（笑）

ＧＭ：……そうして、ユーノスがアルディオンをさすらっていると、「そういえば、ヘクスフォードって町は風雲児ってやつが独立を指導したらしいぜ」という噂うわさ話ばなしを耳にします。

ユーノス：風雲児……聞き覚えのある言葉だ。

ＧＭ：「なんでも、コロシアムもできたっていうし」

ユーノス：おお、コロシアム。なんとまた懐なつかしい。ボクの脳裏に、ふたりの姉し妹まいの顔が思おもい浮うかびます。

フレア：ユーノスさん、こっちでーす。

セレネ：待ってま～す（笑）。

ユーノス：む、脳内のふたりの幻影が、妙にはっきりとボクを招き寄せている気がする。……これは天の啓けい示じか!?




　ただのプレイヤー発言である。




ＧＭ：ええと……。ヘクスフォードは、アルディオン東西との交流もある港町。そこで歌えば、夢と希望もこの大陸に広まるんではないかと、あなたは思った。

ユーノス：たしかに、東西交流の要所ならボクの歌も広めてくれそうですね。それに、ヘクスフォードの町を独立させたという風雲児の話は、ぜひ取材したい。ボクには英雄のサーガを後世に伝える使命がある！

ドル：ないから！（笑）

ユーノス：そして、町にあるというコロシアム……因いん縁ねんを感じたボクはその地に向かいます。

ＧＭ：では、ユーノスがヘクスフォードへ向かったところでシーン終了です。







◆Opening 03◆さらば、平へい穏おんな日々




　クラン＝ベルにある、通つう称しよう〝風雲児の館やかた〟。

　人手に渡わたりかけた危き機きを乗のり越こえて、今も名物として残っている。

　そんな館で、ドル・ジャマダルはのんびり過すごしていた。




ＧＭ：それでは、次。一方、所変わってエリンディルはクラン＝ベルにあるコロローナ家のお屋敷。ドルは双ふた子ご姉妹を送り出してから、穏おだやかな暮くらしに戻もどっているのでしょう。

ドル：そうじゃな。もうコロシアムに出場することもなく、普通に商人をやっておるからのう。店番は、ラウラがやってくれるだろうし。

フレア：ああ、ラウラちゃんが（笑）。




ラウラ

　かつてマティアスの差し金で送られてきたフィルボルの少女。店の借金を帳消しにする代わりに、マネージャーとしてコロローナ商会の試合を妨ぼう害がいするように命じられていたが、フレアたちに雇われる形で救われた。
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ＧＭ：最近は、見習いだったラウラもすっかり一人前の商人になりました（笑）。

セレネ：元々、お店をやってたからねー。

ドル：じゃ、ワシはやることがないから昼ひる寝ねでもしていよう（笑）。

ユーノス：なんて悠ゆう々ゆう自じ適てき！

ドル：ああ、幸せな人生じゃなあ……。

フレア：本当に素す敵てきな人生ですね（笑）。

ＧＭ：そんな幸せなドルの眠りは、ふいに破られます。「ドルさん、起きてください。お昼寝をしてる場合じゃありませんよ」とラウラがゆさゆさ揺ゆすって起こします。

ドル：うう～ん、むにゃむにゃ。もう、あとのことはお前に任まかせた。

ＧＭ：「いえ、そういうわけには。お客さんですよ」

ドル：客？　せっかくのんびりしておったのに。じゃ、すぐに行くとするか。

ＧＭ：ドルが応おう接せつ間まにやってくると、巻き毛の可愛いクマのぬいぐるみを手にした、赤い髪の青年が待っています。「ドルさん、お久ひさしぶりです」と挨あい拶さつをします。

ドル：誰だれじゃったかのぅ……（笑）。

ＧＭ：「カーマインです。カタルヘナ商会のカーマインでございます。これは我が商会のマスコットのロールベアです。よかったらどうぞ」と、笑顔でクマのぬいぐるみを渡しつつ歩みよってきます。

フレア：ロールベア？

ＧＭ：カタリーナさんみたいなクルクルした縦ロール巻き毛のクマのぬいぐるみです。カーマインが商談の時、場を和ませる時に使っているアイテムです。

フレア：（頷きながら）なるほどー。ユーモラスな方なんですね。

ドル：ぬいぐるみを受け取って。これはこれは、カタルヘナのところの坊ちゃんではないか。

フレア：ドルさんと会ったことあるの？

ドル：こいつの親父おやじは風雲児の知り合いじゃったしなぁ。ワシも面めん識しきはあるだろう。

ＧＭ：ドルさんは風雲児の右みぎ腕うでとして番頭をやっていましたからね。クラン＝ベルで商売やっていると、面識を持つのは自然でしょう。

フレア：そして今や、風雲児の右腕から、カリスマ経けい営えい者しやですもんね！

ドル：そういえばそうか。実はワシ、今はプロフェッサーだし、商工会に呼よばれて講こう演えん会かいとかやっていたりしてな。『借金一〇〇万Ｇからの再さいスタート』なんてタイトルで（笑）。

ＧＭ：「ご活躍はかねがね耳にしておりました。コロローナ商会がここまで持ち直したのも、ひとえにドルさんの手しゆ腕わんあってのこと」

ドル：いやいや、それほどでもない。

ＧＭ：すると、カーマインは切り出します。「実は折り入ってお願いがあって参りました。今度アルディオンに向けて出航する船がありまして。一いつ緒しよにかの大陸に同行し、商売上の不始末をしでかした私を助けていただきたいのです」

ドル：なに、新大陸!?　……これは藪やぶから棒じゃな。ともかく理由を聞かせてくれんか。

ＧＭ：「実はですね……」




　カーマインが語ったところによると──。

　彼はアルディオン大陸で、最近独立したヘクスフォードの町に協力しながら、商売を展開していた。しかし、強力なライバルの攻勢を受け、大きな赤字が出ているというのだ。

　特に独立の立役者であり、カーマインと町の有力者を繋つなぐ役割を果たしていた〝風雲児〟が姿を消したこともあり、カーマインも有効な手が打てずにいた。このままでは、アルディオン大陸で始めた事業を畳む必要がでかねない状況であった。




ドル：また、風雲児あいつか！　アルディオン大陸まで行って、人騒がせなヤツだ！

ユーノス：これはヘクスフォードの〝風雲児〟はフレアさん、セレネさんのお父さんと考えていいのかな？

ＧＭ：さてどうでしょう？　カーマインとの関係を考えると、有力な気もしますが。

ドル：無駄にもったいつけおって（笑）。ともあれ、カーマインに聞こう。坊ちゃんがアルディオン大陸で困っているのはわかった。で、なんでワシなんじゃ？

ＧＭ：「アルディオン大陸で途方にくれた私わたしは思い出したんですよ。あの風雲児を陰かげ日向ひなたになって支ささえ、経けい営えい危機も驚おどろくべき手腕で持ち直したという伝説的手腕を！」

フレア：ドルさんも伝説になったんですね！

ドル：『レジェンド』だしな。実は貧びん乏ぼう姉妹だけではなくワシの伝説でもあったのか（笑）。

セレネ：なるほど。よく考えてみれば、ドルさんがカリスマ経営者として名高いのも納得です。わたしたちもドルさんがいなければ、どうなっていたか……。

ドル：番頭として当然のことをしたまでじゃよ。……むう。それにしても難しい事態じゃ。

フレア：どのあたりがですか？

ドル：うむ。お嬢様たちがいない今、ワシはコロローナ商会を預かる立場じゃ。風雲児がきっかけのトラブルだし、カタルヘナ商会は縁もあるから、助けたいのはやまやまじゃが……。

セレネ：なるほど。

ＧＭ：…………。

ドル：成長したとはいえ、ラウラにいざというときの責任まで背負わせていいものか？

セレネ：確かに、心配ですねぇ。

ＧＭ：すると、ラウラが耳打ちします。「ドルさん。コロローナ商会なら大丈夫です。あたしにまかせてください」

ドル：しかしじゃな……。

ＧＭ：「最近は取引で利り益えきもずいぶん出て、蓄えもありますから。ちょっとやそっとのトラブルじゃびくともしませんよ」などと台帳を見せながらラウラは説明します。

フレア：ラウラちゃん、頼もしい！

ドル：まるで一人前の商人のようじゃ。ずいぶんとまた感慨深いのう。

ＧＭ：「ドルさんの教育のおかげです。だから、ドルさんはご自分の望むとおりにしてください」とラウラは、はにかんだ表情を見せます。

ドル：そういうことなら、ラウラに商会を任せてワシは新大陸に赴くことにしよう。

ＧＭ：「後のことは、おまかせください！」けなげにラウラは返事をします。

ドル：ラウラよ、ワシが帰ってこなかったらお前がコロローナ商会を続けるんじゃぞ。

ＧＭ：「か、必ず帰ってきてください！」ラウラは、ちょっと心配げな表情を見せます。

ドル：万一の話じゃ。と笑って言おう。では早速出発しよう。とカーマインに告げる。坊ちゃん、商売のいろはをご教授しましょうぞ！

ＧＭ：「お手柔らかに」と笑顔のカーマイン。

ドル：にしても、よくよくワシは他人のやっかいごとに首を突っ込む運命のようじゃ。

フレア：ドルさん、相変わらず苦労が絶えませんね（笑）。

ドル：…………あえて言わせていただく！　それをあなたが言いますか！（一同爆笑）

ＧＭ：と、ドルがアルディオン大陸へ、旅立ったところで、シーン終了です。







◆Opening 04◆コロローナ商会、再さい結けつ成せい？




　フレアとセレネは、ヘクスフォードの町にやってきた。

　風雲児と呼ばれた人物が、この町の独立を指導したという。

　さて、それはやはり彼かの女じよたちの父親なのだろうか？




ＧＭ：では、次のオープニングです。みんなが出会うとこまでやってしまおうと思います。

フレア：はーい、いよいよ皆みなさんと再さい会かいですね！

セレネ：わくわく。

ＧＭ：というわけで、ヘクスフォードに来ました。フレアとセレネが登場しているところから始めます。ほかの方も好きなタイミングで登場してください。

ドル：うむ。

ＧＭ：フレアとセレネは、港から町中へとやってきました。

セレネ：とりあえず、キョロキョロしながら町の様子をうかがいますよ。

ＧＭ：そうすると、一緒に船を降りた船乗りからも「この町には、コロシアムがあるんだってよ」なんていう噂を耳にします。

フレア：おお、コロシアム！　懐かしい～。

セレネ：戦乱の大陸だと聞いていたのに、何故なぜコロシアムが……（笑）。ちょっと周りの人に聞いてみます。このコロシアムは、この町に昔からあったんですかって。

ＧＭ：じゃあ、地元のおじさんが教えてくれます。「いやあ、つい最近できたんだよ」

フレア：えっ、ニューオープンしたんですか。

ＧＭ：「この町の独立を指導してくれた〝風雲児〟の提てい案あんでね」

セレネ：なんでまた、独立してすぐコロシアムをやろうってことになったんですか？

ＧＭ：「独立っていうのは大国から自由になるけど、うしろ盾だてはなくなってしまうだろ？　これまで、このヘクスフォードはレイウォール王国領だった。確たしかに大国の思おも惑わくには左右されたけど、その代わり防ぼう衛えいや治安維い持じとか、金のかかることをやってもらってたんだ」

フレア：独立したら、それがなくなっちゃうってことですよね。

ＧＭ：「そうだ。兵を雇うにしても設せつ備び投とう資しにしても、とにかく金がいる。だから、何らかの財源が必要だったんだ。で、風雲児が自分の故こ郷きようにあったコロシアムを提案したのさ」

フレア：なるほどー。

ドル：公こう営えいギャンブルは、手っ取り早く金を集める手しゆ段だんだしのう。

セレネ：それに、エンターテイメント兼訓練施し設せつなのかも。

ＧＭ：「そうそう、腕うで自じ慢まんもたくさん集まってくるしね」

ユーノス：集まった人材から、有望な者を兵隊として雇やとえばいいんですしね。

フレア：なるほど、きっと大だい盛せい況きようなんですね、コロシアム。

ＧＭ：「そりゃアルディオンにはなかった娯楽だし、興こう行ぎようは大盛況だったよ。でも、今はねえ……」と、途と端たんに渋しぶい顔に。

フレア：今は？

ＧＭ：「いや、なんでもないよ。お嬢じようさん方には関係のないことさ」

フレア：じゃあ、気にしません（笑）。

セレネ：お姉ちゃんは素す直なお（笑）。

フレア：その、風雲児という人は今どこに？

ＧＭ：「さあ、最近見ないねぇ。町の中央の広場に風雲児の像ぞうはあるけどなぁ」

フレア＆セレネ：風雲児の像!?（爆笑）

ドル：独立の指し導どう者しやだし、像が建っても不思議はないかのう。

セレネ：風雲児の像……それは見たい！

フレア：そうだよ、お父さんの顔、初めて見られるよ！（笑）

ユーノス：この『レジェンド』、常つねに風雲児の顔は出てきませんでしたからねえ。

セレネ：わたしたち、お父さんの顔を覚えているんでしょうか？（笑）

ＧＭ：作中で顔が描写されることがないだけで、ふたりは顔を覚えてていいです（笑）。

セレネ：わかりました。

フレア：町の広場に像を見に行きます。

ＧＭ：穏やかな午後、町の人の憩いこいの場らしく広場には人々が思い思いに過ごしています。でその広場の中央に、風雲児の像が町を見下ろすように建っています。

フレア：で、お父さんはどんな顔してるんですか？

ＧＭ：実は……顔は建けん造ぞう中でできていません。

フレア：ええええっ!?　そんなー……。顔から作りましょうよ!?（一同笑）

ＧＭ：しかも、どことなくボロッちいです。

フレア：……ボロっちい？

セレネ：ちょっと、この町の状じよう況きようどうなってるの？　特に財ざい政せいの面で！

ＧＭ：ふと見れば、どうも景気が冷ひえ込こんでるっぽい雰ふん囲い気きですね。これまで通ってきた町並みを思い起こせば、店も閉まっていたり、人通りもまばらだったりといった感じで。

フレア：ああ、ここにも不景気の波が！（笑）

セレネ：たぶん、途中で作るお金がなくなったのかな……。

ＧＭ：独立した直後はちょっと景気がよかったのでいろんな箱モノを造つくってみたはいいけれど、いざ景気が落ち着いてみたら、その維い持じ費ひが財政を圧あつ迫ぱくし始めているという。

セレネ：リ、リアルですね……（笑）。

フレア：独立したはいいけれど、微び妙みような感じなんですねー。

ＧＭ：では、その辺で他のＰＣにも出てきてもらえると。なお、登場判はん定ていはいりません。

ユーノス：ならば、ボクが登場しましょう！　広場におふたりが立っていると……──キラーン！　太陽の光が降ふり注そそぐと共に、美しいリュートの調べが奏かなでられる！

フレア：はっ、この派は手でな登場の演えん出しゆつはまさか（笑）。

ユーノス：ポロロン～♪　フフ、お久しぶりですねぇ、フレアさんとセレネさん！

フレア＆セレネ：ユーノスさんだー!!

ユーノス：風雲児の名に惹ひかれてヘクスフォードにやってきてみれば、まさかおふたりに出会うことになろうとは。まさに神のお導みちびき。天使たるボクと巡り合う運命だったのです！

フレア：ユーノスさん、相変わらずそこそこ美形ですね（笑）。

ユーノス：フレアさんは、相変わらずボクをそこそことしか認みとめないんですね（笑）。

フレア：褒ほめてます、褒めてますから。

ユーノス：まあ、いいです。ボクもおふたりに会えてとても嬉うれしいです。あれからいろいろありました。語ると長いことですが。

ＧＭ：巻かん数すうにして四巻分です（笑）。

セレネ：東方でいろいろご活かつ躍やくだったようで。

ユーノス：ええ、城が浮き、時を遡さかのぼる冒険をしました。ウルトラクイズやロシアンルーレットもやった気がします（笑）。

セレネ：後半が東方と関係ないんですけど（笑）。

フレア：ユーノスさんの話は、どこまで本当なのかわかりづらいです（笑）。

ユーノス：はははははっ、信じられないのも無理はありません。ですが、これはすべて真実。東方は恐おそるべき神しん秘ぴで満ちていました。

フレア：なるほど。

セレネ：でも、若じやつ干かん羽根の数が減へったような。

ユーノス：こう見えて、苦労しておりまして……。

セレネ：そんなつらい旅をしても、ユーノスさんは現げん実じつを見てくれないんですね（笑）。

ユーノス：天使ですから～。




　天使でも、そろそろ現実を見るお年頃だと思う。




セレネ：そっか。ユーノスさんは相変わらずだった（笑）。

フレア：でも、ユーノスさんと出会えるとは思っていませんでした。

セレネ：あとは、ドルさんがいれば。ちらっ、ちらっ（←ドルのプレイヤーを見つつ）。

ドル：ＧＭ、ワシは今どんな状況かのう？

ＧＭ：ドルさんは少し前にヘクスフォード入りしております。そしてカーマインの事業の問題をズバッと解決してしまいました。

ドル：なんとっ!?（笑）

フレア：さすが、カリスマ経営者ですね！（笑）

ＧＭ：風雲児の不在で生じた問題ですから、つきあいの長いドルさんからすると、ケアするべき箇所が容易に判別できたのでしょう。そんなわけでドルさんは今、自由な時間をヘクスフォードで過ごしており、町を歩いています。

ドル：ふぅ、では仕事に疲れたワシは、何か嫌いやな予感がするからとっとと宿に帰ってゆっくりしようと、風雲児の像など目もくれない。ここで巻まき込こまれると、一件落着した堅実なワシの堅実な人生がすべて台無しになる（笑）。

フレア：ああ、ドルさんが運命を拒きよ否ひしている!?（一同笑）

ドル：ワシは、ワシを振り回す無謀な人々と関わる運命に、少し疲れたのじゃ（笑）。

セレネ：思えば、前シリーズからドルさんは周囲のトラブルに巻き込まれ続けですもんね。

ユーノス：ならば。またみんなで冒険を始めましょう！　とボクがフレアさんとセレネさんに提案します。するとその声が町を歩くドルさんの耳に偶然届とどきます！

セレネ：それ、逆効果なのでは!?（笑）

ＧＭ：町中をすたすた歩くドルさんの耳に届く！

ドル：耳を塞ふさぐ！　堅実という言葉以外、耳には入れんのじゃ～！（一同爆笑）

ユーノス：再会のチャンスをスルーしただと!?（笑）

セレネ：ドルさーん、ドルさーん!?

ドル：もう今のワシには堅実でないものは見えない！　風雲児の像も見えないし、コロローナ姉し妹まいもユーノスも見えない！

セレネ：ドルさんが現実逃とう避ひを始めたぁ──!?

ＧＭ：なんということだ、久しぶりに再会したＰＣが出会おうとしないなんて（笑）。

ドル：さあて、帰りのお土産みやげもたくさん買ったしエリンディルに帰るかー。

ユーノス：いけない！　せっかく集まったというのに『サガ・レジェンド』が始まらない!?

フレア：そんな──────!?（一同爆笑）




　完全に想定外の展開に、大ピンチのＧＭであった。




ＧＭ：（なぜこんなことに）あ、あの……ドルさん、ここはＰＣが合流するシーンですよ？

ドル：む、このＧＭの声は幻聴じゃ。

ＧＭ：そんなメタな幻聴がありますか！（笑）

セレネ：ＧＭの言うことを聞かないＰＣ③を捕つかまえてきてください、ユーノスさん!?

ユーノス：よし、ではボクの歌で引き留めましょう。あの頃のドルさんは輝かがやいていた～♪　人生に迷まよった哀あわれな娘むすめたちを助ける男～♪　伝説の男～、伝説の男～♪
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セレネ：なんですかその歌!?（笑）

ユーノス：旧『レジェンド』で姉妹を救った番頭の、忠誠心を思い出してもらおうかと。

ドル：……はっ、この歌声は。そうか、そんな哀れな姉妹がいたような……。

フレア：あっ、ドルさんが思い出しかけてきた！

ドル：だが、そんな姉妹も今は15レベル。ワシが面倒を見る必要すらない（一同爆笑）。

フレア：えええええ～!?

セレネ：確かに、たくましく15レベルに成長したけど！

フレア：そうだ、コロローナ商会の《ギルドシンボル》を使いましょう！

ＧＭ：たしか、幟のぼりでしたよね？

フレア：そうです、これを見て～！　ぶんぶん幟を振ふり回まわしてアピールします！

ドル：それをスルーするワシ（笑）。

フレア：スルーされた!?　じゃあ……うーんしょっと……風雲児の像をバッと倒たおします！

ＧＭ：えっ!?（一同爆笑）

フレア：実力行使────っ!!　巨大な像を倒して逃にげ道みちを塞ぎます。──ズゴゴゴゴゴッ。

ユーノス：実の娘になぎ倒されるお父さんの像!?

フレア：現実のイヤなものが目に入らない今のドルさんには、お父さんの像が目に入らない。だから避けることはできないはず！

ドル：なにぃっ!?　だが、確かに風雲児の像などワシの目に入らない。

セレネ：どんだけ現実逃避してるんですかぁ──!?（笑）

ユーノス：ていうか、避けてぇ──っ!?（笑）

フレア：（気にせず）どっせいっ!!

ドル：わぁぁぁぁぁ──っ!?　なんじゃこりゃぁっ!?　むぎゅう。像の下した敷じきになったあ。

フレア：あー！　ドルさんごめんなさいー。でもこうするしかなかったんですよう！

一同：いやいやいやいや（笑）。

フレア：お久しぶりです、お久しぶりです！　下敷きになったドルさんに声を掛けます。

ドル：う……うう。あなたはワシが昔面倒を見た、フレアお嬢じよう様さまにそっくりじゃ。だが、フレアお嬢様がこんなところにいるはずがない。

フレア：まだ、思い出してくれない!?

セレネ：じゃあ、歯形のついたお姉ちゃんのコインを見せましょう！

ユーノス：あー、ありましたね。

ドル：……はっ、これは風雲児の秘ひ宝ほう！（一同笑）




　フレアの歯形がついた１Ｇ金貨。

　それは風雲児が残した秘宝であり、娘たちに託たくしたものだった。

　くわしくは、『レジェンド』四巻を参照していただきたい。




ドル：本物のフレアお嬢さまとセレネお嬢様？　夢ではなかったのか……。

フレア：思い出した!?

ドル：で……そろそろ助け出してほしい。風雲児の像に下敷きにされたままじゃ（一同笑）。

フレア：助けます、えいっ！　元通りに像を戻します。

ＧＭ：では、巨大な像が元通り……いえ少し傾いて広場の中央にそびえ立ちます。

ユーノス：どんだけ怪力に成長したんですか!?（笑）

ドル：ふう、やれやれ。しかし、お嬢様たちは、何故こんなところに？

セレネ：風雲児の……お父さんの噂を耳にしたのです。

フレア：そうそう。そうなんです。

ユーノス：ちなみに、ボクは東方からわざわざやってきました。

ドル：ああ、そんな馬ば鹿かな夢ゆめ物もの語がたりをするとは、お前は確かにユーノスじゃな（笑）。

ユーノス：えええっ、ボクの扱いがひどくないですかっ!?

ＧＭ：ふぅ……ともかく無事合流できた。では、そこに新たな登場人物です。

フレア：おや？

ＧＭ：フレアと同じ年とし頃ごろの少女がタタタッと駆かけ寄よってきて「もしかして、コロローナ商会のフレアさんとセレネさんではっ!?」と訊たずねてきます。眼鏡をかけたヒューリンの女性です。

フレア：ええ、そうですけど。

セレネ：わたしたち、アルディオンに来たばっかりなのに。

ドル：お嬢さん、コロローナ商会という名をどうして知っているのかね？

ＧＭ：「私、聞いたんです。この町を独立に導みちびいてくれた風雲児から」

ドル：風雲児なんてヤツにろくなヤツはおらんぞ？　親友だと思っていたら多た額がくの借金に巻まき込こむわ、娘の面倒を見させるわ姿すがたまで見せん！

ＧＭ：あ、言われてみるとろくでもない（笑）。

ドル：ヤツのひどさは身に染しみておる！（笑）　それはそうと娘さん何用かな？

ＧＭ：「は、はい。私はマチュアと申します。私たちを助けてほしいんです～！」

[image: ]

セレネ：マチュアさんですか。では詳しいお話を聞かせてください。

ＧＭ：「実は……」と、マチュアが神妙に話し始めたところで、シーンが終了します。

フレア：「続きはミドルフェイズで！」なんですね（笑）。

ＧＭ：ええ、場所を移うつしてあらためてお話しします。では、オープニングを終了します。







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle 01◆マチュアからの依い頼らい




　フレアたちはマチュアに連れられて、彼かの女じよの事じ務む所しよにやってくることになった。

　その事務所は、コロシアムに併へい設せつされているという。

　見れば、クラン＝ベルにあったものと同じ規き模ぼのコロシアムが建けん設せつされていた。




ＧＭ：では、次のシーンです。みなさんはマチュアに案内され、ヘクスフォードの町外れにやってきます。そこには、クラン＝ベルのコロシアムによく似た円形の建物があります。

フレア：おお～、懐なつかしい形ですね！

セレネ：本当に、コロシアムが建てられてるんですね。ちょっと感動です。

ＧＭ：伝統を感じさせるクラン＝ベルのものとは異なり、建てられたばっかりで、外がい壁へきや設備もかなり新しく、使い古された感じもありません。

ドル：また、コロシアムと関わることになるのか……。

ＧＭ：「では、あらためましてようこそ。コロローナ記念コロシアムへ！」

一同：コロローナ記念コロシアム!?（爆ばく笑しよう）

ＧＭ：「ええ、独どく立りつを指し導どうしてくれた風ふう雲うん児じの名前から頂いただきました。落成式にも参加していただいて、ヘクスフォード住民の感かん謝しやの意を込こめてのネーミングです」

フレア：コロローナっていうことは……やっぱりお父さんだったんだね。

セレネ：そうだね、せっかくヘクスフォードの皆みなさんが名前までつけてくれたのに、お父さんはまた失しつ踪そうして……（笑）。

ＧＭ：で、このコロシアムに併へい設せつされた事務所の方に案内されます。奥おくの応おう接せつ間まに通され、マチュアからお茶とお茶ちや請うけを出してもらえます。

フレア：わーい、ありがとうございます♪　いっただっきまーす♪

セレネ：ああ、お茶請けに喜ぶお姉ちゃんがかわいい……♪

ドル：しかし、コロシアムの事務所に案内するということは、マチュアはこのコロシアムの関係者なのかのう？

ＧＭ：「はい、父が町の代表代行に選ばれまして。コロシアムの経けい営えいも担たん当とうしたんです。でも、心労が祟たたって今は療りよう養よう中でして。わたしが引き受けることになったんです……」

フレア：そうだったんですか。

セレネ：お父さんのことで苦労する娘むすめさん……もう、他人ひと事ごととは思えない（笑）。

ドル：まったく、ろくでもない父親ばっかりじゃな（笑）。

ＧＭ：と、みなさんがそんなことを話していると、気づくことがあります。

フレア：おっ？　なんでしょう。

ＧＭ：このコロシアムにやってくるときにすぐわかったんですが、エリンディルのものよりもずいぶんと閑かん散さんとしているんです。現げん在ざいコロシアムでも興こう行ぎよう中のようですが、観客の歓かん声せいどころか、人の気配もまばらです。

ユーノス：おや。コロシアムに活気がないなんて、よほどのことですよ。

フレア：お客さんが入っていないんですか？

セレネ：あの、詳くわしい事じ情じようを聞かせてもらえませんか？

フレア：何かお力になれるかもしれないですし！

ＧＭ：「はい、実は……」と、マチュアは説明を始めます。「このアルディオン大陸は、長い間国同士の争いが絶たえず起こっていました」

ユーノス：なるほど。戦せん乱らんの大地とはよく言ったものです。

ドル：プレイヤーはその事情をよく知っているが、ＰＣはその事情を知らない（笑）。

ＧＭ：「ですが、ピアニィというお姫ひめ様さまが立ち上がり、人々に平和をもたらすために、大陸を統とう一いつするという偉い業ぎようを達成されたのです」

ドル：（わざとらしい口調で）おお、それは何よりじゃ。で、その立りつ派ぱなお姫様が大陸統一を成なし遂とげ、みんな幸せになったんじゃな？

セレネ：しゃ……社長。ご存じのはずなのに（←笑いをこらえている）。

ＧＭ：「ところが、そうはいかなかったのです。ついこの間、〝大グレート崩デイストラ壊クシヨン〟と呼よばれる大きな爆ばく発はつが起こり……ピアニィ様は、それきり姿すがたを消してしまいました」

ドル：（超わざとらしい口調で）なんとっ！　大陸統一の覇は者しやがいなくなるとは……一大事ではないか。

セレネ：ううっ、ナヴァールの中の人の台詞と思うと……面白すぎます！（笑）




　ドルのプレイヤーは、『無印』でピアニィの軍ぐん師しであるナヴァールも演えんじている。

　事情を知っているどころか、〝大崩壊〟とその後のピアニィの動き、大陸の混乱にいたるまで、その中心で体験しているのだ。あくまで〝プレイヤーとして〟の話であるが。
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フレア：それじゃあ、今ってすっごく大変な状じよう態たいじゃないですか！

ＧＭ：「ええ。今は本当に大変な状じよう況きようになっております。まさに戦乱の時代ふたたびです」

フレア：ありゃりゃ。わたしたち、大変なときに来ちゃったんだね……。

セレネ：そうだね、大陸中が大だい混こん乱らんって感じだもんね。

ＧＭ：「ここヘクスフォードも、ずいぶんと混こん迷めいしていました。その混乱の中で、いつまでも大国の思おも惑わくに振ふり回まわされていられない、という意見も多く出ていました」

ユーノス：『デスマーチ』二巻でも触れましたが、この町はメルトランドとレイウォールの間にある国ですからね。歴史的にも双方の国の影響を受けてきたわけで。血けつ気き盛さかんな若わか者ものから、そういう意見が出るのもわかります。それが町の独立に繋つながったというわけですか。

ＧＭ：「はい、大崩壊の際、この町をどうしていくかについて住民の意見が分かれたことがあります。でも、そんな町の人たちの気持ちをまとめてくださったのが、風雲児さんでした。大国の事情に左右されずに、自分たちの思うように商売をして、納なつ得とくして生きていきたい……。みんな、本当はそう思っていたんです」

ユーノス：なるほど。風雲児がみんなの夢ゆめがひとつであることを示しめしたんですね。

ＧＭ：「ええ、そしてみんなの気持ちが纏まとまり、この町は独立に向けてひとつになりました。風雲児さんのお力ちから添ぞえのおかげで、血を見ることなく独立できたんです」

フレア：そうだったんですか。さすがは風雲児、お父さん、やるときはやるんですね。

セレネ：娘はほったらかしだけどね！（一同笑）

ＧＭ：「風雲児さんは、我われ々われにとっての恩おん人じんなんです」

ユーノス：すばらしいハッピーエンドですね。めでたしめでたしじゃないですか。

ＧＭ：「ところがそうはならなかったのです！」

ユーノス：やっぱりか！（笑）

ドル：このリプレイはいつもそればっかりじゃ！（一同笑）

セレネ：借金返したと思ったら、また借金でしたしね。

フレア：そうですよ、本当にどうなっているんですか！（笑）




　申もうし訳わけありませんです、はい。




セレネ：……ともかく、お話を続けてくださいマチュアさん。

ＧＭ：「独立すると、やっぱりお金が必要になります。なので収しゆう益えきを上げて町の運うん営えい資し金きんを得るために、風雲児さんの助言でクラン＝ベル名物のコロシアムを建設しました。ここは貿ぼう易えきでにぎわう町ですから、お客さんも集まりやすいですし」

セレネ：確たしかにそうですよね。

ユーノス：結けつ構こういいアイデアだと思うんですよねえ、コロシアムで資金調達って。

ＧＭ：「はい、それはもう大おお賑にぎわいで、運営も順調だったんです。風雲児さんの商才もあって、毎日が華はなやかでした」

フレア：さすがお父さん。一代で財ざい産さんを築きずいたんだもんね。

セレネ：そうだね、冒ぼう険けん者しやから成り上がった商才があるし。

ＧＭ：「ですが、風雲児さんが突とつ然ぜん姿を消してしまいまして……」

フレア：やっぱりか～！（一同笑）

ユーノス：そればっかりだな、風雲児！（笑）

フレア：経営が傾かたむいて、お父さんが行方ゆくえ不明。もしかして……夜よ逃にげ!?（一同爆笑）

セレネ：まさかっ！　と、思うけどいつもお父さんは、肝心なところでいなくなるし！

フレア：あああ、申もうし訳わけないです～！

ＧＭ：「い、いえ、経営が傾いたのは、風雲児さんが行方知れずになってからのことです。それまでのコロシアム運営のノウハウが失われてしまって、順調だった経営も徐じよ々じよに苦しくなってきました。アルディオン大陸には、コロシアムなんてなかったものですから……」

ドル：ああ、そうじゃな。

ＧＭ：「ですから、わたしたちもどうやって運営していいのかわからないんです。その間にも、どんどんと客の入りも少なくなってしまい、今ではすっかり赤字に……」

セレネ：それは大変ですね。

フレア：父がご迷めい惑わくをおかけしてしまって、本当にすみません！

ＧＭ：「いえ！　決してあなた方を責せめてるわけではないんです。むしろ、風雲児さんには感謝してもしたりないくらいで」とマチュアはあわてて否ひ定ていします。

フレア：うう、でもすっごく申し訳ない気分でいっぱいに……。

セレネ：お姉ちゃんは本当にいい人だなぁ。

ユーノス：……で、このおふたりを見かけて声をかけたということは、彼女たちに夢と希望を見み出いだしてのことですね？

ＧＭ：「ええ、そうなんです」と、深くうなずきます。「おふたりは、新人王トーナメントでチャンピオンになったそうじゃありませんか！　それに、いろいろな道場を破やぶったという噂うわさも、このアルディオンにも響ひびいております」

ユーノス：そんなに!?（笑）

フレア：わたしたち、コロシアムの申し子ですから！（笑）

セレネ：道場破りしながら、美味おいしいもの巡めぐりをしてただけだった気がするけど……。

ドル：きっと、旦だん那な様さまがことあるごとに自じ慢まんしていたに違ちがいないわい（笑）。

フレア：そ、それは恥はずかしい!?

セレネ：娘自慢はいいけど、恥ずかしいから言いふらさないで～（笑）。

ユーノス：それにしても、ちゃっかり娘たちに関する情じよう報ほう収しゆう集しゆうはしているんですね（笑）。

ＧＭ：ここはエリンディルからやってくる人も集まる港町ですから、そういう情報も自然と集まるんですよ。

ドル：ああ、経営の傍かたわら娘の噂も集めておったのだな。

ＧＭ：「ともかく、エリンディルにあるコロシアムのスター選手であるおふたりに出場していただければ、コロシアムも賑にぎわいを取とり戻もどすと思うんです。そうなれば、周りの商店も活かつ性せい化かしますし、累るい積せきした赤字も解かい消しようできるのではないかと」

フレア：要するに、コロシアムの経営再さい建けんをしたいってことなのかな？

ドル：まあ、選手としてだけではなく、経営の見直しは必要じゃろうな。

ＧＭ：「はい。ぜひとも、みなさんのお知ち恵えを貸かしてください！」

フレア：ドルさん、何とかしてあげられませんか？

ドル：……その前に一いち応おう聞きますが、お嬢じようさま方はこのコロシアムの経営再建に協力してあげるということで、本当によろしいのですかな？

フレア：はい！　お父さんが経営難なんの原げん因いんなら、助けてあげたいです。

セレネ：お姉ちゃんは優やさしいね。わたしも助けてはあげたいけど、報ほう酬しゆうのことも気にしたいかも。借金はもうないけど、旅の資金とかのこともあるし……。

ＧＭ：「ご安心ください。選手として出ていただく以上、コロシアムのルールに則のつとり、ファイトマネーは差し上げます」

フレア：あとは、おいしいものが食べられるなら！（笑）

ＧＭ：「ここは港町ですから、新しん鮮せんな魚ぎよ介かい類るいが毎日入ってきますし、各地からも食べ物が集まってきますよ」

フレア：わーい♪

ユーノス：それでいいんですか、フレアさん？（笑）

フレア：だって、問題ないじゃないですか。

ユーノス：あっ、はい。そうですね（笑）。

セレネ：お姉ちゃんがそれでいいなら、わたしもそれでいいです（笑）。

ドル：……なんとも軽い理由じゃ。

セレネ：ところで、お父さんの情報は他にもあるんでしょうか？

ＧＭ：「この町には、風雲児さんにお世話になった方は多いと思います。もしかしたら、失しつ踪そうのことに関しても、何か情報を知っている人がいるかもしれません」

ユーノス：聞きき込こみだけにしても、時間がかかることは間ま違ちがいなさそうです。

セレネ：どのみち滞たい在ざいするなら、調ちよう査さのついでにお金も稼かせいだほうがいいね。

フレア：うんうん！　一石二鳥だよ、セレネちゃん！

セレネ：……わかりました。コロシアムの運営、お手伝いさせてください。

ＧＭ：「あ、ありがとうございます～！」

フレア：今こそ、Ｆリーグで学んだ、借金解消のためのテクニックが役立つとき！（笑）

ドル：しかし、フレアお嬢じよう様さま。今回は選手として出場するだけではきっとうまくいきませんぞ？　なにせ、目的は経営再建ですからな？

フレア：経営だったら、Ｆリーグマスターのドルさんが詳しいじゃないですか！

ドル：残念ながら、今やそのレジェンドデータは持っておりません（笑）。

フレア：えええええ～!?（笑）

ユーノス：でも称号クラスでプロフェッサーを取った結果、ドルさんは経営のカリスマとして有名なんですよね（笑）。

フレア：そうだった！　ドルさんは今、経けい営えい学がくを教えているんですよっ。

ＧＭ：「キラッ」とマチュアの目が輝かがやきました（笑）。

ドル：うまく切り返したな（笑）。仕方ない、帳ちよう簿ぼを見てやろう。どれ、どんな感じかな？

ＧＭ：「は、はいこれです」と、マチュアは帳簿を見せてくれます。ここ最近、がくんと客足が落ちています。しかし、客足が戻もどれば運うん営えい費ひもまかなえ、赤字も解消できそうです。

ドル：ふーむ。経営の無む駄だとかシステムの問題じゃなく、お客の入り具合が問題だな。生々しい話だが、こんな時期だからこそ、ギャンブルは儲もうかるはずだしな。

ＧＭ：「はい……それがなかなかうまくなくて……」

ドル：定番の手としては、ワールドクラスの選手の招しよう聘へいじゃ。この問題はこれで一発で解かい決けつじゃ。

セレネ：確かにネームバリューのあるスター選手がいれば、観客も増えそうですね。

ＧＭ：「なるほど……でも、どなたか候補がいるんでしょうか？」

ドル：うむ。ずばりこの人という、うってつけの人材がおる！

フレア：おおっ！　ドルさん、心当たりがあるんですね！

セレネ：そ、それはいったい!?　誰なんですか？

ドル：そう──さっきも話題になったピアニィ・フェリタニア陛へい下かじゃ！

ユーノス：わかってて無茶言うなぁ──っ!?（一同爆笑）




　繰り返して言うが、ピアニィ陛下は現在行方不明中である。




ドル：やはり無理か……。

ＧＭ：「そうですよね……」

ドル：となると次点候こう補ほはベルフト王子、リシャール将しよう軍ぐんじゃが。
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ユーノス：強すぎて対戦相手が即死ですよ！

ドル：では、スペクタクル路線で、赤竜アイン・ソフと始祖の四人Four Deadly Swordsのダーインスレイヴはどうじゃ！

ユーノス：大陸最強クリーチャーを連れてきてどうするっ!?

セレネ：コロシアムが吹っ飛びますから！

フレア：お客さん、逆に逃げちゃいますね（笑）。

一同：…………。

ＧＭ：「スター選手のアイデアはいいと思うんで、身の丈にあった方を捜すということでいかがでしょう？」

ドル：う、うむ。ワシとしたことが、堅実経営の方針を見失っておったようじゃ。




　まったくである。




フレア：だけど、それだけで、本当に経営が再建できるのかな？

ドル：確かにもうひと押しほしいのう。

ユーノス：なら、コロシアムで宣伝をするというのはどうでしょう。スポンサーを探し、その商品を宣伝して広告料をいただく。コロシアムの赤字も軽減できるんじゃないかと。

ＧＭ：「なるほど、宣伝ですね」とメモを取るマチュア。

フレア：懐かしいです。以前、武器やポーションの宣伝やりながら戦いましたね♪

ドル：商業都市のヘクスフォードでは有効そうじゃな。

セレネ：ただ、宣伝しながら戦うのはけっこうしんどかったような記憶が……（笑）。

ＧＭ：「なるほどなるほど！　他に何か案があれば、どんどん教えてください！」

ドル：うむ、あとはやはり、エンターテインメント性せいは重要じゃ。

セレネ：そういう敵と戦いましたね。ギロチンスケボーに乗って、歌って踊おどって戦う（笑）。

フレア：ああ、懐かしい……ＳＬＡＳＨスラツシユですね。アイドルグループみたいなギルドの（笑）。

ユーノス：エンターテインメントなら得意分野です。ボクも歌って戦いますよ！（笑）

セレネ：それは、いつものユーノスさんじゃないですか!?

ユーノス：自然体で人を魅了してしまう、ボクの恐るべき歌の力を見せましょう！

ドル：現実をみるんじゃ、ユーノス。

ユーノス：今回ばかりは、その台詞、ドルさんにお返ししますよ？（笑）

ドル：む、むう（笑）。

ＧＭ：マチュアは真面目にメモをとりながら言います。「なるほど！　歌などを使ったエンターテインメントですか……演えん出しゆつが派手になって、盛もり上あがりますね！」

フレア：見て楽しい夢と希望を与あたえる試合をしないと駄だ目めですよね！

ＧＭ：「ですね。この戦乱の時代ですから、みんなに夢を与あたえられる場所にしたいです」

ドル：それでいて、真しん剣けん勝負を繰くり広ひろげなければいかん。

フレア：コロシアム全体の人気を取るには、ちゃんと悪役も作った方がいい気がします。本当はいい人でも、悪役ぶってもらって。

セレネ：お姉ちゃんが言っているのは、選手のキャラ作りのことですね。

フレア：そう、キャラクターが大事なんですよー。

ドル：「監かん獄ごくに繋つながれていて、勝つたびに何年減げん刑けい」などの設せつ定ていも必要じゃ。

セレネ：キーワードは〝───という設定〟ですね（笑）。

ユーノス：そういえば、なんでも許されるってわけじゃないんですよ！

一同：お前が言うなっ!?（爆笑）

ＧＭ：「なるほど。キャラクターですか……では、まずはエンターテインメント性の強い選手を用意してみます」と、マチュアはメモを見返しながら言います。

ドル：選手間の人間関係も見せるべきじゃぞ。それも試合を盛り上げる重要な要よう素そじゃ。

ＧＭ：「それじゃあ、たとえば……『生き別れていた兄と妹が再さい会かい！　宿命の対決、こんなことになるなんて！』なんていう試合はどうでしょう？」

ユーノス：待て、兄妹の再会だって!?　絶対思い出したくないひとりの顔が浮かぶぞ！

ドル：（ニヤニヤしながら）ほう、それは盛り上がるな。すぐにそういう設定で試合を組んでもらいたい。

ＧＭ：マチュアは名めい簿ぼを持ってきて言います。「ああ、今ならちょうどいい選手がいます！　キャラクターの設定にも問題なし、ユーノスさんの妹役にぴったりです」

ユーノス：手回し良すぎだろ!?

フレア：なるほど、運命の対決を演出するんですね！　ユーノスさんはそこそこ美形なんで、ルックスの良い人を連れてきてくださいね♪

ＧＭ：「大だい丈じよう夫ぶ、相手もそこそこ美人さんですよ！」

フレア：それなら安心だね！

ユーノス：相手もそこそこなんかい！　というか、これ明らかに仕組まれてるでしょ!?　う……うう。もううめき声しかでない（笑）。




　ユーノスがここまで嫌がる相手とは誰か？

　──答えは次のシーンで。




ＧＭ：「面おも白しろい興行ができそうです！　先方にお話をして早速に試合を組もうと思うんですが……よろしいですか？」

フレア：やろうやろう！　アルディオンでのコロシアムデビューだ～！

ユーノス：もう、こうなったらヤケだ！　悪い予感はするが何でも来い！（笑）

フレア：ユーノスさんがやる気だ！

セレネ：試合に出るんだったら、ここでギルドを結成しておきましょう。

フレア：うんっ！　コロローナ商会、再さい結けつ成せいだね！

一同：おお──っ!!

ＧＭ：了りよう解かいしました。さて、《ギルドシンボル》は誰が持ちますか？

ドル：とりあえず、ユーノスに旗をくくりつけておこう。ユーノスは攻こう撃げきが当たりにくいからな。やられる心配もないじゃろう。敵てきも積極的には狙ねらわないしな。

ユーノス：いいでしょう！　ボクがコロローナ商会の魂をかかげて戦いましょう！

ＧＭ：じゃ、マッチメイクをしに行ったマチュアがすぐに戻ってきます。「向こうのチームも、妹っていう設定にＯＫしてくれました！　これで広こう報ほうを打てますよ」

フレア：おおっ！

ドル：そうと決まればお嬢様たちは試合に備そなえてお休みください。ワシとユーノスは、マチュアと一いつ緒しよに宣伝じゃ。さらにファンクラブも組そ織しきし、会かい報ほうも発行せんとな。

ＧＭ：「なるほど!!　それはいいアイデアです！　早さつ速そく取り入れましょう！」

ユーノス：では、会報の文面はボクが考えましょう。うなれ！　ボクの文才！（一同笑）

フレア：ああ、ユーノスさんの文才がうなっている（笑）。

セレネ：これで集客率りつアップですね。

ＧＭ：では、そんな準じゆん備びをしつつ試合に備えるということでこのシーンは終しゆう了りようです。

一同：はーい。







◆Middle 02◆宿命の対決～兄と妹、悲ひ劇げきの再会～




　アルディオン大陸に降おり立たって初めての試合。

　観客はまばらだが、それでも全力で戦うのが選手というもの。

　そして、気合い十分のフレアたちの前に降り立ったのは──黒い翼つばさの、天使だった。




ＧＭ：では、次のシーンです。コロローナ・コロシアムにて、ついにコロローナ商会の試合が用意されます。とはいえ、客の入りは相変わらずまばらですね。

セレネ：わたしたちはエリンディルから来たばかりで、名前も知られてないからかなぁ。

フレア：でも、これからがんばればいいんだよ！

セレネ：そうだね、お姉ちゃん。よーし、がんばろう！

ドル：ふっふっふっ。ここでちょいと、宣伝の演出しておこうか。

ＧＭ：おお！　経営のカリスマが動いた。先ほどのシーンで出た宣伝を実践するんですね。

ドル：そのとおり！　まずは観客席に、サクラを仕し込こんでおいたのじゃ！（一同笑）

ユーノス：いきなりかっ！（笑）

ドル：サクラといっても、一部のお客さんを無料招しよう待たいするというだけ。ここからコロシアムの熱気を広げていけばいい。さっき企き画かくしたファンクラブじゃ。

フレア：なるほど、さすがドルさん（笑）。

ＧＭ：じゃ、招まねいたお客さんが「コロローナ商会の戦いが、こんなところで見られるとは」「お前はあのギルドのこと、知っているのか？」という会話をしているわけですね（笑）。

ドル：そういうこと。「コロローナ商会は、エリンディルでは有名なグラディエーターとプロフェッサーの姉し妹まいなのさ。それとサポートのふたりだ」と、大声でしゃべってもらうぞ。

ユーノス：なるほど、それを他の観客が耳にして、噂が広まるわけですか。

セレネ：口コミってヤツですね。

ＧＭ：さて、司会がひととおりの挨あい拶さつを終え、いよいよ選手の入場となります。




「まずはＡコーナー、〝コロローナ商会〟！　ギルドを率ひきいるのは、このコロシアムを建設した〝クラン＝ベルの風雲児〟の娘たち、美しき双ふた子ごの姉妹です！」




フレア：わーっ！　観客席に向かって手を振ふります！

セレネ：わたしも一緒に手を振りますね。

ユーノス：では、ボクが可憐かつ勇ましい音楽を奏でて、会場の雰囲気を盛り上げましょう。

ドル：観客席のファンクラブのメンバーに渡しておいた、紙ふぶきがこのタイミングで舞い上がるぞ。エンターテインメントな演出で、お客さんに良い印象を持ってもらうんじゃ。

ＧＭ：マチュアが感心します。「華やかですねぇ～。こんな演出もアリなんですね」

ドル：ふっふっふ。成績があがって予算が増えれば、もっと盛り上げることも可能じゃ！

ＧＭ：さて、まだ空席が目立つ観客席ですが、町の人は総立ちで拍はく手しゆをしてくれます。演出の効果もあるでしょうが、何より、おふたりは風雲児の娘ですからね。

セレネ：……何だかうれしいね、お姉ちゃん。

フレア：そうだねセレネちゃん。お父さんのこと、あんなに慕したってくれる人がいるんだね。

ＧＭ：リングアナが「コロローナ商会は、エリンディルのコロシアムにおいて、チャンピオンの座ざについたことのある実じつ力りよく派は！　そしてこの町の英雄〝風雲児〟の娘ふたりが率いるギルド！　本日はどんな試合を見せてくれるのでしょうか？」

ユーノス：「おお──！」って観客がどよめきを上げるところですね。

ドル：よしよし、フレアお嬢様とセレネお嬢様のキャラ立ては成功じゃな。と頷こう。

フレア：この空気、懐かしいです。グラディエーターの血がたぎります！

ＧＭ：「さて、続きましてＢコーナー！　〝リインカーネーション〟の登場です！」

一同：リインカーネーション？

ＧＭ：「このアルディオンにはびこる悪を滅めつするため、前ぜん世せから転てん生せいした戦士たちが集つどったとのこと、その実力は未知数です！」

フレア：わー、前世系けいだ～（笑）。

ユーノス：ぐぅっ、い、痛いたい……！　だが懐かしい、まるでかつての自分を見るがごとく！

セレネ：〝かつて〟って、ユーノスさんは現役の中二病じゃないですか!?（一同爆笑）

ユーノス：ふ、これは痛いところをつかれましね（笑）。

ＧＭ：やがて、みなさんの正面にある入場用の扉とびらが開き、四人の人ひと影かげが現あらわれます。




　黒い翼を羽ばたかせ、ひとりの少女が空へ舞まい上あがり、ゆっくりと地面へと降おり立たつ。

　銀色の長い髪かみが風になびき、緑の瞳ひとみには憂うれいがただよう。

　さながら、黒き天使といったいでたちの乙女おとめであった───。




フレア：あれがユーノスさんの妹役の人ですか！　登場の仕方が天使っぽいですね！

セレネ：……くっ（←笑いをこらえている）。

ＧＭ：「あ、あなたはまさか……お兄様っ!?」

フレア：おおっ!?　妹さん役の人、もう本当に入はいり込こんでますよ。

ユーノス：ま、待て待て、ちょっと待て！　お前、まさか本当にエメリーなのか!?

フレア：ユーノスさんもノリノリですね!!

ＧＭ：「はいですぅ！　あなたの実の妹、エメロード・ローリングスターですぅ！」

ユーノス：くそぉーっ!!　やっぱりお前かぁーっ!!（一同笑）




エメロード・ローリングスター

『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イェーガー』に登場した、ドゥアンの女性。愛あい称しようはエメリー。聖せい女じよであり光こう輝きなる姫ひめ（という設定）を持つ、自称天使。名前からしてもお分かりいただけるとおり、ユーノスの実の妹である。
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ＧＭ：「ああっ、お兄様！　運命の再会ですね！　エメロードはうれしいですぅ！」

ユーノス：ええいっ！　名めい状じようしがたきその名を名乗るなー！（笑）

セレネ：（エメリーになって）「お、お兄様、ひどいですぅ……やっと巡り合えたのに」

ＧＭ：……と、涙なみだを浮うかべています。はらり（笑）。

フレア：あの子、演えん技ぎ派はですねぇ。本当の兄妹きようだいみたいですよ！

ドル：相手の子もなかなかやるのぉ（笑）。

ＧＭ：「ああ、なんて残ざん酷こくな運命……！　アタシは、血を分けたお兄様と戦わなければいけないの……!?　この悲劇も、アタシの中に宿る邪じや悪あくな闇やみのせいなの!?」

セレネ：聖女であり光輝な姫だったけど、今は邪悪なものが中にいるらしいですよ（笑）。

ＧＭ：封ふうじられている邪悪のせいで翼が黒く染そまっている……という設定でもあります。

フレア：おおー、す、すごい設定だね！

ユーノス：感心している場合じゃないですよ！　エメリー、だいたいお前は設定を盛りすぎなんだ！　もっとスマートにしなさいと言ったでしょ！（笑）

セレネ：駄だ目め出だしが入った！（笑）

フレア：天使という設定にかける情じよう熱ねつを感じますね。

ユーノス：……エメリー、〝──という設定〟の暗黒面に堕おちたお前に、愛と希望の天使であるこのボクが、負けるわけにはいかないんだ！（一同笑）




　今、ここに、〝──という設定〟の光と闇がぶつかり合おうとしていた！




ユーノス：（素すに戻って）ところで、この展てん開かいだと観客がついて来られないんじゃないか？

ＧＭ：あー、観客も「あれ、なんだこれ？」「設定がよくわからない」「もうちょっと本格的なのを期待してたのに、今日はイロモノだぞ？」とウケはいまいちっすね（笑）。

ドル：い、いかん！　設定が濃こすぎて客が引いておる。

ユーノス：だからお前は設定を盛りすぎなんだってば！

フレア：ちょっとエンターテインメントから遠ざかってますね（笑）。

ＧＭ：エメロードの後方に、仲間がふたり控ひかえています。ひとりは、前まえ髪がみに白いメッシュの入った、目を閉とじている男。この大陸で有名な、ナヴァールに似にた格かつ好こうをしています。

セレネ：〝ナヴァールという設定〟の人かな？

ＧＭ：「違う。私わたしの名は、ナパール───断じてナヴァールではない！」

ユーノス：パチモンかよっ!?（一同笑）

ＧＭ：「私は、とある竜りゆうの化け身しんとして……」

ドル：人の設定をマネするのはやめろぉ!!　ただでさえややこしいのに!!（笑）

ＧＭ：でも、そんな読者投稿の設定をまとめて採さい用ようしたのは社長なわけで……（一同笑）。

フレア：要するにナヴァールもどきさんなんですね。もうひとりはどんな様子ですか？

ＧＭ：さらに後方には、装そう甲こうを着き込こんだエクスマキナ───機械種族の女性がいます。

フレア：エクスマキナ？

ユーノス：いわば、心を持ったゴーレムです。この大陸にしかいない種族ですね。

フレア：へ～！

ＧＭ：装甲に、厳げん重じゆうな拘こう束そく具ぐで固定されております。

ユーノス：なるほど～、造つくられた者により、迫はく害がいされて生きているという設定ですね！

ＧＭ：おお、よくわかりましたね。超ちよう古こ代だいに造られた〝嘆なげきの歌うた姫ひめ〟という人型決戦最終兵器……という設定です。

フレア：おお～、すごい強そう！

セレネ：でも、〝……という設定〟だし（笑）。

ＧＭ：そしておまけにもう一体のエネミーが。こいつは〝アヴァロンポメロ？〟といいます。

フレア＆セレネ：アヴァロンポメロ？

ＧＭ：はい。アヴァロンという、超ちよう次じ元げん世界の都市がありますが、そこに住んでいるポメロをアヴァロンポメロと呼よびます。翼が生えていて、通つう常じようのポメロとは様相が異ことなりますね。

セレネ：まさか本物……？　本物なら超強いはずだけど……。

ＧＭ：「ふふふ、そこはエネミー識別してもらわないと、俺おれも前世を語れないな」

セレネ：しゃべったーっ!?（一同笑）

ＧＭ：あっ、いえ。彼のニヤリとした表情やチッチッと羽を振った仕草で言いたいことが伝わってきたということで（一同笑）。

フレア：表情やボディランゲージだけで細かいニュアンスが伝わってくるんですか？（笑）

セレネ：器用だ（笑）。

ＧＭ：それに対し、セレネのファミリアであるポメロも対たい抗こう意い識しきを燃もやし、「あんなヤツ、所しよ詮せん見かけ倒だおしっすよ！」といった表ひよう情じようで息いき巻まいております（笑）。

セレネ：ああ、うん。わかった（笑）。

フレア：ファミリアのポメロちゃんまで（笑）。

セレネ：そういえば……ユーノスさん、エメロードさんと、ずいぶんナチュラルに会話してましたけど、いつの間に打ち合わせしたんですか？（笑）

フレア：息がぴったりですもんね～。

ユーノス：……いえ、恥はずかしながら、あれは実の妹なんです。

フレア：またまたぁ～（笑）。

セレネ：舞ぶ台たい裏うらでまで役作りしなくてもいいんですよ～？（笑）

ユーノス：…………。




「いっそ本当に〝──という設定〟であれば……」と思うユーノスであった……。




ＧＭ：そろそろ試合開始のゴングの時間です。それでは、戦せん闘とうに入りましょう！




●第１ラウンド

ＧＭ：さて、『サガ・レジェンド』でも、戦闘はスクウェア戦闘ルールを採用します。

フレア：前もそうでしたもんね～。

ＧＭ：戦闘配置を説明しましょう。まず、コロローナ商会はひとつのエンゲージになっています。その10メートル先にエメロード、ナパール、アヴァロンポメロ？　がひとつのエンゲージとなっており、さらに５メートル後方に〝嘆きの歌姫〟がいます。

セレネ：わたしたちの位置から〝嘆きの歌姫〟までは15メートルですね。




▼行こう動どう値ち

　ドル　　　　　　　　　　23

　ユーノス　　　　　　　　19

　ナパール　　　　　　　　17

　セレネ　　　　　　　　　14

〝嘆きの歌姫〟　　　　　　14

　アヴァロンポメロ？　　　13

　フレア　　　　　　　　　９

　エメロード　　　　　　　６
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ＧＭ：……うーむ、《高こう機き動どう部隊》恐おそるべし。軒のき並なみ【行動値】で追おい越こされたか。では、セットアッププロセスです。一番はドルですね。

ドル：獅し子しは鼠ねずみを狩る時も、全力をもってあたるという。たとえ【行動値】が一番速くとも、手を抜ぬいたりはしないのじゃ！　理知の宝ほう玉ぎよくを使って、さらに【行動値】を上げる！

フレア：ドルさんのスピードが上がった！

ドル：ネヴァーフが遅おそくて鈍のろい、そんな常じよう識しきを超えて、【行動値】はなんと28じゃ！

ＧＭ：さすがはニンジャ、これは速い！　ドルの姿が一いつ瞬しゆんでかき消えた！　「あのおっさん、超ちよう速いぞ！」「これは久ひさしぶりに楽しめそうだ！」と観客もざわざわしています。

ドル：ふっふっふ、ワシについてこられるかな？

ＧＭ：「む、あのご老人、できる！」呟つぶやくナパール。次はユーノスです。

ユーノス：《クイックソング》から《エチュード》を唱えます。

ＧＭ：了解です。コロシアムに、ユーノスの歌が響ひびき渡わたります。

フレア：わ～、懐かしいなぁ。ユーノスさんの久ひさ々びさの《エチュード》だぁ～。

ユーノス：東方風のメロディーを織おり込こんで、〝コロローナ姉し妹まい出しゆつ陣じんの詩〟を披ひ露ろういたしましょう！　おもむろに琵び琶わを取り出します。

一同：琵琶!?（笑）

ユーノス：東方に行って学んだ新しい楽器ということで（笑）。ベベン、ベベベベン～♪　コロローナ姉妹の財さい布ふの中、必ずしも豊ゆたかとは限かぎらず～♪

フレア：ううっ、なんて悲しい音色なの！

ＧＭ：……伝説の存そん在ざいもまた滅ほろびる、すべては風の前の塵ちりに同じ（笑）。

ユーノス：探さがしても探しても、父に会えない。ああ、諸しよ行ぎよう無む常じよう！

フレア：セレネちゃ～ん、何だか悲しい気持ちになってきたよ～。

セレネ：なんだろう、この雰囲気（笑）。

ＧＭ：観客も、あまりの音色の悲しさに涙なみだしています。

ユーノス：それでも、《エチュード》の効こう果かにより、フレアさん、ドルさん、セレネさんのダメージに＋15！　効果はシーンの間持続します。

フレア：ユーノスさん、ありがとうございます！

ドル：フレアお嬢様、ここは一度《陣じん形けい》を使いましょう。お嬢様がエンゲージすれば、相手は簡かん単たんに離り脱だつできなくなりますぞ。

フレア：わかりました！　それでは《陣形》を使います！




　そしてフレアはエンゲージに単たん騎きで突とつ撃げきし、残る三人はその場にとどまった。




ＧＭ：「むっ、先手を取られたか。このナパールともあろう者が」

セレネ：次はナパールさんのセットアッププロセスですね。何を使ってくるんだろう。

ＧＭ：はい、特にありません（一同笑）。

ドル：ナヴァールの真似まねをするなら、せめて《ポストヘイスト》を使えよ！（笑）

ＧＭ：あくまでも格好だけなので（笑）。

セレネ：次はわたしですね。《エンサイクロペディア》は誰に使いましょう？

フレア：それはもちろん、一番気になる設定のエメリーさんに！（笑）

ドル：うむ、設定はともかく、向こうのデータは調べたほうがよいと思います（笑）。

セレネ：他のキャラの設定もものすごく気になるんですが……後にしましょう（笑）。まずはエメリーさんからエネミー識別です！

ＧＭ：では、ここでエメリーは《今こそ真実を語りましょう》を使用します。エネミー識別の判はん定ていに、マイナス２Ｄです。

セレネ：ええええっ!?

ＧＭ：「アタシは邪悪なモノが封ふうじられた天使……」と語り、エネミー識別を幻げん惑わくします。

ドル：だからそれは真実じゃないっつーの!!（一同爆笑）

セレネ：でもスキルは効果を発揮しちゃうんですよねぇ～。（ダイスを振ふる）……うっ、それでも達成値16です。

ＧＭ：こちらの識別値は15！　これでエメリーのスキルは判明しちゃいますね。




　ここで、プレイヤーにはエメロードのスキルを公開した。

　読者の皆さんは、こちら（＊）にデータを掲けい載さいしたのでそちらをご覧になっていただきたい。




ドル：おお、レベルは15になったのか。成長したもんだ（←『イェーガー』の著ちよ者しや）。

ＧＭ：とはいえ、エネミーとしてのデータですけどね。

セレネ：パラディンのスキルを持っていますね。二回殴なぐってくるのか～。

フレア：見て、セレネちゃん！　……ここ、すごいスキルがあるよ～。《あなたは○○!?》だって。妄もう想そうするとパワーアップするんだね！（笑）

ＧＭ：それは無理矢理宿命の相手だと思おもい込こんで、ダメージに＋10Ｄするスキルですね。

セレネ：こっちの《これがアタシたち兄妹の宿命……》はユーノスさん狙ねらい撃うちだ！（笑）

ＧＭ：ええ、【精せい神しん】で対決し、勝利するとユーノスのスキルのみ打ち消せます。

ユーノス：ちょっ!?（一同笑）

フレア：まさに宿命の相手なんですね！

ＧＭ：そしてセレネはエネミー識別した今、はっきりと理解しました。エメロードは、正しよう真しん正しよう銘めいユーノスと血が繋つながっていると！（一同笑）

セレネ：あ～彼女は本当に妹だったんですね。（気の毒そうに）……ごめんユーノスさん。

ユーノス：気を遣つかって謝らないでください。なんか、哀しい（笑）。




　その後、〝嘆きの歌姫〟の宣せん言げんはなく、アヴァロンポメロ？　が《プロボック》をフレアに仕掛けたものの失敗。エメロードが、《インペレイティブ》《シャインストライク》《ホーリーフィールド》を使用して、セットアッププロセスは終了となった。




ＧＭ：「うふふ、皆さんお覚かく悟ごを！」と、エメロードはやる気満々です。
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フレア：何だかすごそうだよ！

セレネ：ごめんね、ユーノスさん。妹とはいえ面めん倒どうそうな相手だから、最初にエメリーを撃うち落おとすよ！（←いい笑顔）

ユーノス：異い存ぞんはありません。ボクの心の平へい穏おんを考えても好都合です！（一同笑）

ＧＭ：それでは、イニシアチブプロセスに移うつりましょう。28のドルからどうぞ。

ドル：では参る！　ムーブアクションで《ランニングセット》＋《エンハンススペル》、マイナーアクションで《マジックブラスト》、メジャーアクションで《ランドフィッシャー》！　範はん囲いに拡かく大だいされた地じ割われが、エメリーたちを襲おそうぞ！

フレア：わ～、懐かしい攻撃！　ドルさんといえばこれだよね！

ＧＭ：了解です、エメロードたちは回かい避ひの構かまえを取りますよ。

ドル：さあ、我わがニンジャの技、受けてみよ！（ダイスを振る）……ということで、いきなりクリティカルじゃ！　はっはっはっは！

フレア：やったー！　ドルさん、すごいっ！

ＧＭ：むむっ、ではナパールはここで〝くわっ〟と目を見開く！　《本気の回避運動》！

ユーノス：最初から目を開いておけばいいのにー（笑）。

ＧＭ：いや、普ふ段だんは目を閉じているという設定にしたがっていますので。

フレア：ちゃんと設定を守ってるんだね～（笑）。

ＧＭ：効果は達成値に＋５……あわわわ、クリティカルしていたんだった！　ならば開いてもしょうがない。何事もなかったかのように薄うす目めに戻もどります。

ユーノス：薄目かよっ！（一同笑）




　通常の回避判定の結果、ナパールはクリティカルが出ず回避失敗。続くアヴァロンポメロ？　とエメロードも回避に失敗し、三人ともドルの放った魔ま術じゆつに巻まき込こまれる！




ＧＭ：エメロードはナパールを《カバーリング》します！　「みんなはワタシと共に戦うために集まった転生戦士たち。使命を果たすまでやらせはしないですぅ！」

ユーノス：くっ、設定とはいえ絆きずなは強い！（笑）

ドル：ともあれ、かばったならばダメージは二倍じゃな。クリティカルで＋２Ｄ、もろもろを足して15Ｄ＋82点じゃ！　（ダイスを振る）……ダイス目は42か。ということで、[image: ]点の〈地〉属ぞく性せい魔ま法ほうダメージじゃ。

ＧＭ：なんの！　エメロードが《ワイドプロテクション》！　（ダイスを振る）18点軽けい減げん。魔法防ぼう御ぎよは30点あるから……76点を二倍して[image: ]点ダメージを受けました。アヴァロンポメロ？　は98点くらいます。

フレア：おおー、出てくる数字が大きいなぁ～。

ＧＭ：レベルが上がってますからねぇ。派手な戦闘に、さっきは引いていた観客たちも「おっ、意外とすごいんじゃないか？」と期待しているようです。

ドル：どうじゃ、エリンディルのニンジャの実力、見たか。ダメージが１点でも通ればスタンするぞ？　すべての判定にマイナス２Ｄじゃ！

ＧＭ：ぐわっ、スタンが来た！　ポメロは《バッドステータス無む効こう》があるから大丈夫ですが……ひび割われに足を取られ、エメロードが体たい勢せいを崩くずします！

フレア：ドルさん、すごーい！

ユーノス：次はボクの番ですが、ここはボクは待機します。

ＧＭ：ナパールは「えっ、待機しないで僕ぼくの設定を見てよ」という顔をします（一同笑）。

セレネ：み、見たい！　設定はすごく見てみたい！

ＧＭ：メジャーアクションで、エネミー識別をすればいいじゃないですかぁ？（笑）

セレネ：うっ、これは面おも白しろそうな設定でメジャーアクションを消費させる作戦!?（笑）

ユーノス：そんな手には乗らない！　ボクは待機しますよ！　初しよ志し貫かん徹てつです（笑）。

ＧＭ：「やれやれ、ならば仕方がない……」というわけで、ナパールの行動です！　まずはムーブアクションで《一点攻撃》を使用。

フレア：《一点攻撃》？

ＧＭ：そのメインプロセスで行なう白兵攻撃を、【物理防ぼう御ぎよ力りよく】、【魔法防御力】ともに０でダメージ算出します。

セレネ：ちょっ!?　───まさか白兵攻撃してくるの!?

ＧＭ：「そのとおり！　まさかこの軍師ナパールがみずから白兵攻撃をしてくるとは思うまい？　けええええっ！」と羽は織おっていたローブをばさっと脱ぬぎ捨すてる！（一同笑）

セレネ：確かに思わないけどっ！（笑）

ユーノス：意表をつかれたが、ただそれだけって話ですね（笑）。

ＧＭ：マイナーアクションは何もせず、メジャーアクションで《ワイドアタック》＋《レイザーストーム》！　命中判定の達成値とダメージが上じよう昇しよう、シーン全体への攻撃になります！

フレア：わわ～っ!?

ＧＭ：ナパールが恐るべき膂りよ力りよくで、ブンと杖を一閃。発生した衝撃破が皆さんを襲います。いきますぜ！　ていっ！（ダイスを振る）命中は33！

フレア：高っ!?　よ、避よけられないよ～!?

ユーノス：ちょっと待ったぁ！　ボクが《インターフィアレンス》を使用します！　そして《アンプロンプチュ》を使用し、判定を呪じゆ歌か判定に変へん更こう。さらにフェイトを２点突つっ込こめば……22＋５Ｄで対抗できます！　ボクの弓でその衝撃破を打ち落としてやる！

ドル：大おお盤ばん振ぶる舞まいじゃな。

ＧＭ：それならばこれだ！　エメロードが「やめて、お兄様！」と、《これが私たち兄妹の宿命……》を使用！　【精神】で対決となり、失敗すると効果が打ち消されますよ。

ユーノス：きたか！

ＧＭ：ふっふっふ、さらにスキルの効果でこの判定に＋２Ｄ！　……だがしかし、さっきスタンを受けたのでマイナス２Ｄされてチャラに（一同笑）。

セレネ：ドルさんがスタンを与あたえたおかげですよ。

ドル：うむ！

ＧＭ：とほほ……。ともかく、判定しましょう。（ダイスを振ふる）ダイス目は７、こちらの【精神】は10ですから、達成値は17！

ユーノス：フェイトは温おん存ぞんしたいから使わないことにしよう。はっはっは、兄に勝まさる妹などいないということを教えてあげよう！　とおっ！（ダイスを振る）




　自信満々でダイスを振ったユーノス。しかし、止まったダイスの目は……！




ユーノス：───な、なんだと!?　ファンブルー!!（一同爆笑）

フレア：ユーノスさぁぁぁぁぁんっ!?（笑）

セレネ：ああ、妹の声が届とどいてしまった。

ＧＭ：では一瞬、ふたりの背はい景けいに宇う宙ちゆうが現われます。

フレア：宇宙が!?（一同笑）

ＧＭ：その宇宙空間にふたりで浮うかびつつ、「お兄様、もうやめて！　アタシたち、たったふたりの兄妹きようだいですよぉ！　思い出して、かつての記き憶おくを……そう、光の戦士として戦っていたときのことを！」とエメリーは説得をします（一同笑）。

ユーノス：うおっ！　戯ざれ言ごとはやめろ、エメリー！　その設定を引ひっ張ぱり出だすなー！（笑）

ＧＭ：……と、そんな会話をしているうちに、ナパールの攻撃が発動します。なお、《インターフィアレンス》は使ったことになりますよ。

ユーノス：くそー！　あんな妄もう言げんにボクが屈くつするとはー！（笑）

ＧＭ：「やったぁ！　お兄様に設定で勝ったですぅ！」大喜びのエメロードであった（笑）。

セレネ：フェイトで振り直せますけど？

ユーノス：いえ、今後のために取っておきましょう。でも、この結果はあまりに面白すぎる。

ＧＭ：ではあらためて皆さんに回避をしていただきましょう。命中33ですよ。

フレア：（ダイスを振る）うっ、９で失敗～。

ユーノス：《ドッジムーブ》を使用。（ダイスを振る）駄目だ、27で失敗！

セレネ：（ダイスを振る）15で失敗。

ドル：回避は高いが……（ダイスを振る）６が一個こしか出なかった。失敗じゃ。

ＧＭ：それではダメージです。６Ｄ＋60点の、防御無む視しダメージですぜ。

フレア：《カバーリング》します？

ドル：いえ、まだ大丈夫ですぞ。今回が初ダメージですからな。

ＧＭ：（ダイスを振る）おお、６Ｄ振って27！　今日のダイス目はすごい！

フレア：そんな、たんどーさんのダイス目がいいだなんて!?

ＧＭ：俺だっていいときはあるんですよ。というわけで、87点ダメージです。〝くわっ！〟と目を見開いたナパールが杖つえをぶん回して発生させた衝しよう撃げき波はが皆さんを斬り裂く！

フレア：ひえぇ～っ。防御できない～。

ドル：残り【ＨＰ】が20点！　どうにか立っておるぞ。

セレネ：お姉ちゃんに《プロテクション》！　（ダイスを振る）よし、59点軽減っ！

フレア：やったー！　28点しか食らわないよ！　セレネちゃん、ありがとう～！

セレネ：で、わたしはそのままダメージを受けます。42点残りました！

ユーノス：ボクも素す抜ぬけですね。残りが52点です。

フレア：あっ、ここで《フューリーブラッド》を使います！　ダメージに＋５されます！

ドル：（観客になって）「コロローナ商会のフレアは、流血するとさらに強くなるらしいぞ」

ＧＭ：（観客になって）「そんな戦い方する選手なんて、初めて見たぞ！　すごいな！」

フレア：よしよし、ちゃんと宣伝できてるねっ。がんばろう、セレネちゃん！

セレネ：うん、がんばろう！

ＧＭ：「見事ですナパール。さすがは我が軍の軍師ですぅ」

ドル：軍師は軍師でも、エア軍師じゃろ（笑）。

ＧＭ：あくまで〝……という設定〟ですので（笑）。次はセレネの行動となります。

セレネ：よし、いきますよ！　まずはムーブアクションでエンゲージを離脱、５メートルの位置に移い動どう。マイナーアクションで《マジックブラスト》、メジャーアクション《ホーリーライト》！　対象は、エメロードさんたちのエンゲージです！

ＧＭ：エメロードはスタン中なので、もうクリティカルは出ません。とほほ……。

セレネ：今ならば当たる！　命中は５Ｄ＋17、命中は34です！

ＧＭ：た、高い……エメロードはダイスが減っているので避よけられません。（ダイスを振る）ポメロは２Ｄで……うおっ、13で命中。ナパールは３Ｄで回避ですが……だ、駄目だ、《本気の回避行動》を使っても避けられん！　19で回避失敗です。

フレア：やったー！　セレネちゃん、がんばれー！

セレネ：ダメージは45＋７Ｄです！

ユーノス：ならばボクは《ディスコード》！　ダメージ上昇、ららら～♪（ダイスを振る）さらに＋19点です。

セレネ：ありがとう、ユーノスさん！　（ダイスを振る）……うわっ、出目が悪い！

フレア：設定の闇が、セレネちゃんの手元を狂くるわせた～！（笑）

セレネ：そ、それでもダイス目は64で、83点の貫かん通つうダメージです！　《ホーリーライト》の目映い光が、敵を貫きます！
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ＧＭ：「あたしに聖なる光をあてないでぇ！」と苦悶するエメロード。

セレネ：…………。確かく認にんしますけど、エメロードさんは「分類：妖よう魔ま、魔族、魔ま獣じゆう」じゃないですよね？　そうだとしたらダメージ上がるんですけど（笑）。

ＧＭ：まさか。エメロードは口では「邪悪が～」とか「聖なる光がぁ～」とか言ってますが、あくまでも〝──という設定〟に過すぎないので（笑）。

セレネ：本当に邪悪だったらダメージが増ふえたのに（笑）。

ユーノス：一応、実の妹なんですが（笑）。

ＧＭ：エメロードは自分に《プロテクション》。（ダイスを振る）34点軽減して、ダメージは49点。その二倍だから、98点受けました。あいたたた。さて、次は〝嘆きの歌姫〟の行動です。

フレア：奥にいる、機械みたいな子ですね。

ＧＭ：そのとおり。拘束具のせいで本気での攻撃は発動しない……という設定。

セレネ：こっちも凝ってるなぁ（笑）。

ＧＭ：さて、では攻撃をしてきますよ。「この私に愛を教えてくれた、エメリーさんのために……！」と、魔法を放ってきます。対象はユーノス！

ユーノス：な、なぜにボクを!?

ＧＭ：《ギルドシンボル》を持っているから！（笑）　ムーブアクション、マイナーアクションともになし。メジャーアクションで《エアリアルスラッシュ》！

フレア：あわわ、ユーノスさんがこんなに狙ねらわれるなんて～。

ユーノス：こんな序じよ盤ばんで積極的に狙われるとは……初めてなのではなかろうか（笑）。

ＧＭ：風の刃やいばをユーノスに発はつ射しや！　（ダイスを振る）……よし、高い！　命中は27！

ユーノス：うおっ、高い!?　《インターフィアレンス》を……あっ、しまった!?　さっき使って邪じや魔まされてたんだった！　エメロードおぉぉ!!（一同笑）

ＧＭ：「ごめんなさい、お兄様！　でも、仕方のないことなんですぅ！」

フレア：わたし、28点しか受けてないですから、《カバーリング》できますよ！

ユーノス：おお、ありがたい！　助かります。一応回避を試みます！　たぁっ！（ダイスを振る）こ……これはひどい。１、１、２！

セレネ：ファンブルの一歩手前ですね……（笑）。

ユーノス：達成値は15！　ば、馬ば鹿かな、このボクが呪のろわれている……だと……！

ＧＭ：「うふふ、アタシの暗黒の力がお兄様を侵しん蝕しよくし始めたようですね？」

ユーノス：恐おそろしい、これが設定の闇かっ！

セレネ：単にダイス目悪いだけだと思う（笑）。

フレア：《カバーリング》と《カバームーブ》でユーノスさんを守ります。あぶなーい！

ＧＭ：ダメージは９Ｄ。（ダイスを振る）75点の〈風〉属性ダメージ。

フレア：【魔法防御力】は30点ありますよ！　45点ダメージを受けます。

セレネ：《プロテクション》！（ダイスを振る）55点軽減です！

ＧＭ：ぶふっ!?　ってことは、ダメージ０!?

セレネ：お姉ちゃんにダメージが通らなくてよかった。

フレア：やったー！　気合いで風の刃を弾はじき飛とばしちゃいましたーっ！（笑）

ＧＭ：「おお、あの姉ちゃん、硬かてぇぞ！」

フレア：鎧よろいは着てないけど、攻撃を全部弾きますよ！

ＧＭ：さすがの〝嘆きの歌姫〟も「……な、ど、どうして!?」と驚おどろきます（笑）。

ドル：（観客になって）「あの姉ちゃん、鎧も着てないのに強いぞ。どういうことだ？」

ユーノス：（観客になって）「あの強きよう靱じんな肉体がグラディエーターの強さというわけさ！」

セレネ：おお、サクラの皆さんが、がんばって解説を！（笑）

ドル：（観客になって）「おお、知ってるのか！　くわしく教えてくれよ」

ＧＭ：「あれがエリンディルのグラディエーターって連中の戦い方さー」とサクラの説明を聞いてざわつく観客。

ユーノス：どうだい、エメリー。ボクには、この美しき美び闘とう神しんがついているんだ！

ＧＭ：「美闘神……!?　ああ、やはりアタシたちは神々によって戦う運命だったのね！」

ユーノス：ああ言えばこう言う！　我が妹ながら始末に負えないぞ!?（一同笑）

ドル：まー、「神」とか言ってしまったからのう（笑）。

ＧＭ：お次はアヴァロンポメロ？　ですが……目の前にいるフレアを殴なぐります。

ドル：フレアお嬢様、耐たえてくだされ！

フレア：はーい！

ＧＭ：おりゃー！　（ダイスを振る）……あっ、クリティカル（笑）。

フレア：ひょえーっ!?

ＧＭ：避よけるためには、クリティカルを出さなければいけませんよ。

フレア：（ダイスを振る）あわわ、で、出ません……。

ＧＭ：「さすが神の導みちびきがあるアヴァロンポメロ！　すごいですぅ！」

セレネ：エメロードさんが大喜びしてますね（笑）。

ＧＭ：まぁ、エメロードが連れてきたポメロですからね（笑）。

ドル：おお、でかい図ずう体たいのくせに、一いち撃げきが鋭するどいぞ！（笑）

ＧＭ：さて、それではダメージです！　クリティカルしたので＋２Ｄ、合計６Ｄです！

フレア：あわわわ。

ＧＭ：（ダイスを振る）ふふふ、ダイス目24。合計で64点の物理ダメージです。ポメロがその丸いボディから、にゅっと重いパンチを繰くり出だしてきます！（笑）

セレネ：お姉ちゃん、《プロテクション》する？

フレア：ううん、大丈夫！　【物理防御力】は引けるから、ダメージ27点。

ＧＭ：うおぉ、硬ぇ！　しかし、こいつの《至高のさわりごこち》の効果で、フレアの判定はこのラウンド中マイナス１Ｄですよ！

フレア：ああ、モフモフするから！（笑）　でも、《フューリーブラッド》で、攻こう撃げき力りよく＋５点しますよ！　モフモフしても怒りは止まりません！

ユーノス：フレアさんの怒いかりが、じわじわ高まってきていますね。

フレア：だんだんイラッとしてきました（笑）。設定多いから覚えられないし！

ＧＭ：しまった、過か剰じような設定がかえって闘とう志しに火を注いでいる!?（一同笑）

セレネ：そして、そのイラッとしたお姉ちゃんの番が回ってきます（笑）。

フレア：よーし、攻撃っ！　ムーブアクションで《ファストセット》《スマッシュ》、マイナーアクションで《フルスイング》、メジャーアクションで《ストラグルクラッシュ》です！

ドル：フレアお嬢様、ここはエメロードに攻撃をするべきですぞ。盾たて役やくですから、おそらく一番ダメージを食らっているはずです。

フレア：エメロードさんに攻撃します！（ダイスを振ふる）あっ、６が二個！

セレネ：やった、お姉ちゃん、クリティカルした！

ＧＭ：くわっ!?　なにぃっ!?

ドル：しかも、エメリーはまだ［スタン］は回かい復ふくしていないぞ。

ＧＭ：──本当だ！　しまった、やばい!!

フレア：もう設定は聞きたくありません！（笑）

ＧＭ：「くっ……アタシの設定が通じないですぅ！」こちらはダイスが２Ｄ減っているため、クリティカルを出すことができません。ダメージをどうぞ。

フレア：８Ｄ＋[image: ]に、いろいろ足して……12Ｄ＋[image: ]！　おおお、すごいいっぱいダイス振ふれますよ！　ザクザクだよ～。

ＧＭ：わ、わぁ～、ダメージロールがいっぱいだぁ～……（笑）。

フレア：いっきまーす！　（ダイスを振る）……わお（笑）。

ＧＭ：ぶっ、でかい!?

セレネ：どれだけお怒りだったのか、よくわかる（笑）。

フレア：思ってた以上にイラッとしてたみたい（笑）。ダイス目が48点……[image: ]点！

ユーノス：《エチュード》の15点も足してくださいね。

フレア：ってことは……[image: ]点ですね！

ＧＭ：ひゃ、[image: ]点!?（笑）

セレネ：さすがお姉ちゃん！

ドル：さらに、クリティカルしたので《バーストスラッシュ》の効果で【物理防御力】無視じゃな。

ＧＭ：50点あるこの【物理防御力】がーっ!?　だ、だが、《プロテクション》で軽減できるぞ！　とうっ！　（ダイスを振る）ダイス目で20点、37点軽減した。

フレア：どうですか？　どうですか？

ＧＭ：「……ま、まだですぅ……」どうにか立っております。

セレネ：でも、《ストラグルクラッシュ》だから……。

ＧＭ：も、もう一発来るんですよねー（涙）。

ユーノス：しかも、二発目の方が強くなりますよ～♪

ＧＭ：そして今度は《プロテクション》が張はれない！

フレア：よし、行きまーす！　（ダイスを振る）……あ、惜おしいもうちょっとでクリティカルだったのに～。それでも12だから、命中は29です。

ＧＭ：うぐぐ、もう回避できないです。

フレア：やった、当たった！　えっと、ダメージが＋２Ｄされて、13Ｄ＋[image: ]点ですよ！　えええい！　（ダイスを振る）よし、52点だから、合計で[image: ]点！

ＧＭ：ぶっ!?　今度は50点引けますが……それでも[image: ]点ダメージ、耐え切れない！

フレア：やったー！




　かつてエリンディルを大いに沸わかした、フレア渾こん身しんの攻撃。

　黒い翼を広げるエメロードに、見事命中する。

　エメロードが倒たおれ、勝利が決まると観客からは大きな歓声が上がった。




ＧＭ：黒い羽根が舞まい散ちり、そのままエメロードは倒れます！

フレア：あ、ごめんなさい、ユーノスさん！　実の妹さんなんですよね!?

ユーノス：むしろ、妹もこれで目が覚めるかと（笑）。

ＧＭ：「アタシ、体が自由に……邪悪なものの呪じゆ縛ばくから解かい放ほうされた、ですぅ……？」

セレネ：エメロードさん、本当にぶれないなぁ（笑）。

ＧＭ：さて、ここで他のメンバーが「エメリーがやられた以上、俺たちも前世とかいうのはもういいよなぁ」と降こう参さんしてきます（笑）。

セレネ：あっ、醒さめた（笑）。

フレア：そっか。それじゃあ、無理に戦わなくていいね。

ＧＭ：というわけで、高らかにゴングと拍手が鳴なり響ひびきます！　「白熱した戦いを制せいしたのは、エリンディルからやってきた〝コロローナ商会〟です！」

フレア：やったー、勝った～！

ＧＭ：試合終了とともに倒れたエメロードは担たん架かに乗せられ、医い務む室しつへと運ばれていきます。

フレア：そうだ、残りの人たちの設定が聞きたいです！　勝ったからいいですよね？

ＧＭ：ええ、ではお教えしましょう！　これが〝──という設定〟の一いち覧らんです！

セレネ：わくわく。




　というわけで、次のコラムをご覧いただきたい。




ユーノス：見てください、乗り気なのはアヴァロンポメロ？　だけですよこいつら（笑）。

フレア：羽根は段だんボールだったんだね～。きっと、段ボールの羽根をあそこまで輝かがやかせてたのは、設定を信じていたポメロの心意気だったんですよ。

ドル：心意気だけで段ボールの羽根を輝かせるとは、案外やるな……（笑）。

ＧＭ：以上、メンバーの前世でした（笑）。

ユーノス：キミたち、与あたえられた設定をただ演じればいいってもんじゃないですよ。

セレネ：ユーノスさんが言うと、何だか重いですね……（一同笑）。

フレア：でも、よくこういう設定思いつきましたね、たんどーさん（笑）。

ＧＭ：いやあ、実はナパールと嘆きの歌姫は読者投稿キャラでして。

フレア：ええええええええ～っ!?（一同爆笑）

ＧＭ：といったところで、一度シーンを切りましょう。
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◆Middle 03◆コロシアム売ばい却きやくの危き機き!?




　医い務む室しつにて兄妹きようだいの再さい会かいを喜んで（？）いたフレアたち。

　コロシアムの客入りに関しては、まずまずの手て応ごたえだったと感じていた。

　だが、問題はもっと大きなところにあるようで……。




ＧＭ：では、次のシーンです。無事に試合は終しゆう了りようし、皆みなさんが選手控ひかえ室しつに戻もどってきたところから始まります。

フレア：セレネちゃん、エメロードさん、大だい丈じよう夫ぶかな？　ちょっと様子を見たいかも。

セレネ：お姉ちゃんは優やさしいなぁ。それなら、わたしも一いつ緒しよについていくよ。

ユーノス：大丈夫だとは思いますが、一いち応おう見てきましょうかね。

ＧＭ：それでは、みなさんが医務室に向かうと、ベッドに寝ねかせられたエメロードがふと目を覚まします。「あ、皆さん……」

フレア：ごめんなさい、ついつい、あまりの設せつ定ていに本気になっちゃいました（笑）。

ＧＭ：「いえ、アタシも楽しかったですぅ」と、エメロードは朗ほがらかに笑います。

フレア：設定さえ絡からまなかったら、普ふ通つうにいい子なんですね。

ドル：エメロードさんや、先ほどはちょっと設定が重すぎたなぁ。少々分かりにくいから、次からはもう少し小出しにするといいぞ。そのほうが客受けがいい。

ＧＭ：「でも、こんなにあるんですよぉ！」と設定が書かき込こまれたノートを見せます。

フレア：びっしり書いてあるんですね（笑）。

ドル：次の試合まではここまで、その次の試合ではここまでと段だん階かいを踏ふむのじゃ。試合のたび、徐じよ々じよに設定が明かされていく方がお客の興きよう味みを惹ひく。

ＧＭ：「あ、そっかぁ。段階を経へていけばよかったんですねぇ～」

ドル：うむ、そのとおり。設定は全部公開して構かまわんが、順番に発表していくんじゃ。そんな感じで、他の連中にもキャラクター背はい景けいについてあれこれ指し導どうしておこう（笑）。

フレア：なんて親切な。

ＧＭ：と、そこに経けい営えいの資し料りようを持ったマチュアがやってきます。「ドルさん、ちょっとお話しがあるんですけど……」

ドル：むっ、何じゃ？

フレア：わたしたちも一緒で大丈夫ですか？

ＧＭ：「あ、はい！　もちろんです！」

ユーノス：ここには休んでいる人もいますから、場所を移い動どうしましょうか。

ＧＭ：「そうですね。では、こちらに」ということで、事じ務む所しよのほうへ移動となります。

ドル：さて、話を聞かせてもらおうかの。経営の話じゃろ？

ＧＭ：「はい。まず、お客さんの入りなんですが……いつもより多く入りました！」

ドル：おお、それはよかったじゃないか。

ＧＭ：「ありがとうございます。ですが、赤字の方はなかなか……」

ドル：まだ一試合やったばかり。できることは多く伸びしろは大きいぞ。宣せん伝でんをもっと積極的にするんじゃ。……などと色々アドバイスしよう。

ＧＭ：「わかりました。ちょっと改かい善ぜんしてみます」

ドル：手をつけられるところは早急に手をつける、よい心がけじゃな。

ＧＭ：そんな話をしていると、「ゲババババッ！　いやー、今回の試合は面おも白しろかったゲバ」とパチパチと拍はく手しゆが割わり込こんできます。

セレネ：ん？　誰だれか来たんですか？

ＧＭ：見てみると、銀ぎん髪ぱつをくるっとカールさせたフィルボルの男だん性せいがいます。背せは低いんですが、アクセサリーじゃらじゃらの、いかにも成金っぽい格かつ好こうをしていますね。

ユーノス：変なヤツ……。あと、〝ゲバ〟ってどんな語尾だよっ!?（笑）

ＧＭ：マチュアは「あっ、シルバードさん！」と姿し勢せいを正します。

フレア：シルバードさん、っていうんですね。
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ＧＭ：「で、今回の収しゆう益えきはどうでしたゲバ？　改善したゲバか？」とシルバードが嫌いやみったらしく訊きくと、マチュアは「それが……あの、まだ赤字で……」と答えます。

セレネ：……何となく関係を予想できた気がする（笑）。

ＧＭ：その答えを聞くや、シルバードは「では、仕方ないゲバ。月末には以上の資し産さんを手放すということで、ご了りよう承しようくださいねぇ」とどさっと資料を渡わたします。

セレネ：や、やっぱりこの展てん開かいかぁ……（笑）。

フレア：何か見覚えがある気がする（笑）。

ＧＭ：「おや、そちらはコロローナ商会の方ですね。先ほどは大だい活かつ躍やくでしたゲバ」

フレア：あの、あなたは借金取りさんですか？

ＧＭ：「いいえ、とんでもないゲバ！　私わたしは金貸しでゲバ。このコロシアムに融ゆう資しさせていただいておりますでゲバ」

ドル：同じだよっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：「ゲババババ！　私の仕事はお金をお貸しすることゲバ。まあ、貸した以上返済は当然ということゲバ」（ニヤリ）

ユーノス：…………。そうか！　〝ゲバ〟って、〝銭ゲバ〟の〝ゲバ〟か！

フレア：おおっ！（←ポンと手を打つ）

セレネ：感心してる場合じゃないよ、お姉ちゃん（笑）。

ユーノス：しかし、こいつの人格が端的に表われている語尾ですね（笑）。

セレネ：あの、シルバードさん。このままだと、このコロシアムはどうなるんですか？

ＧＭ：慇懃に礼をしながら彼は言います。「申し遅れました私はシルバード商会のシルバードと申すゲバ。以後、お見知りおきください。で、コロシアムは売却せざるを得ませんね。このまま赤字が膨ふくらみますと、ヘクスフォードへの負ふ担たんも大きくなりますゲバ」

フレア：売却……ですか。これから頑張ろうと言う時に……。

ＧＭ：するとマチュアが「そんな！　待ってください！　今月の感かん謝しや祭さい特別興こう行ぎようで巻まき返かえせますから！」と懸けん命めいに食い下がります。

セレネ：一応聞いておこう。感謝祭っていうのは？

ＧＭ：はい、エリンディルからアルディオンに入植してきた人々が、最初の収しゆう穫かくを神に感謝して祈いのりを捧ささげたことを記念するお祭りです。




感謝祭

　エリンディルからやってきた人々がアルディオン大陸に入植した際さい、最初の収穫を祝して神に感謝を捧ささげたことに由来する祭り。夕ゆう餉げに大猟と豊穣を象徴する七面鳥とアップルパイを用意し、神に感謝を捧げ、いただくなどしてお祝いする。




フレア：ふんふん、なるほど。お祭りと重なる時期のイベントだとお客さんも集まりやすいってことですね。それまでは待ってもらえるんですか？

ＧＭ：「どうでしょうねぇ。感謝祭特別興行がうまくいっても巻き返せるという保ほ証しようはありませんし、利子が滞とどこおってもよくないゲバ。正直もう待つ意味もない……と考えてるゲバ」とシルバードは差し押さえの札を見せびらかしながらうそぶきます。

セレネ：うーん。待ってもらえないと、どういうことになるんですか？

ＧＭ：財ざい政せい再さい建けんのため、シルバードが用意した整理団だん体たいの指導監かん督とくを受けることになります。

ユーノス：コロシアムが差し押さえされるとか？

ＧＭ：それだけではありません。このコロシアムの持ち主はどこだったか覚えていますか？

フレア：えーと。ヘクスフォードの町が、資金調達のために始めたんでしたっけ？

ＧＭ：そうです。シルバードが言うには、コロシアムの借金は莫大で、その返済を行なうにはコロシアムを運営していたヘクスフォードの町のインフラ……公共施設や、港湾管理や上下水道の権利なども差し押さえられてしまう、とのことです。

セレネ：えぇっ!?

ユーノス：それって、シルバードがこの町を事実上支し配はいするってことですよね。

ドル：念のため、帳簿などを確認したいのだが。

ＧＭ：すぐにマチュアが用意してくれますが、帳ちよう簿ぼを見る限かぎりコロシアムだけのピンチではすまない感じですね。どうやら、ヘクスフォード自体の財政が非ひ常じようにまずい状態です。

ドル：〝風雲児〟がいないうちに、えらいことになっているようじゃ。

フレア：うーん、とにかくコロシアムを売るのは待ってもらわなくちゃ！

セレネ：シルバードに聞きます。あなた、この町を支配してどうするつもりなんですか!?

ＧＭ：シルバードは笑って言います。「支配？　そんなことには興味はないゲバ！　私はあくまで債権も売り買いする商売人……」

セレネ：借金の権利を、誰かに売り買いするってことですか？

ＧＭ：「いかにも。レイウォールアライアンスさんや、ラングエンドさんあたりに話したところ、大変興味をお示しでした。良いお値段で買い上げてくれそうな感触があるゲバ」

セレネ＆ドル＆ユーノス：なにぃ────っ!?

フレア：〝れいうぉーるあらいあんす〟に〝らんぐえんど〟？

ドル：その二国はですな……（と国の解説をする）。




レイウォールアライアンスとラングエンド

　元レイウォール三二将ミック・ヴィルナーが近年立ち上げたレイウォールアライアンス。南方の独裁者モード・レドリックが率いるラングエンド。いずれも領土的野心が旺おう盛せいな軍事国家である。
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フレア：それじゃあせっかく独立したのにダイナシじゃないですか!?

ドル：まさに。そんな商談がまとまったら大おお事ごとじゃ。下手に渋ろうものなら、債権の回かい収しゆうを名目に軍が進しん駐ちゆうして来かねん。資産の差さし押おさえを名目に出兵というのは、よくある話じゃ。

フレア：それはいけないです！

ＧＭ：それでは、交こう渉しよう・説得をするのであれば、【精せい神しん】で判はん定ていをしてもらいましょう。《オピニオン》があれば、ダイスに＋１Ｄできますよ。

フレア：あっ！　持ってるよ！　よぉし、説得してみます！

セレネ：お姉ちゃんに振ふってもらって、駄目だったらわたしも判定してみるね。

ＧＭ：難なん易い度どは12としておきましょう。

フレア：３Ｄ＋８ですね。（ダイスを振ふる）15です！　わたしたちに任まかせてください！

ＧＭ：シルバードは少し考えてから、「……まあ、特別興行にあなた方が出場するというのであれば、巻き返せるかもしれませんゲバ」と言います。

フレア：じゃあ、待ってもらえるんですね!?

ＧＭ：「んー、でもこのコロシアム、宣伝不足ですし、有名な選手もいませんよ？　たとえ感謝祭特別興行を行なったとしても、赤字を解消できるとは思えないゲバ」

フレア：わたしたちには、コロシアムで培つちかったノウハウがあります。ご心配なく！

ＧＭ：「ほほう。それは頼たのもしいことでゲバ」

フレア：だから、感謝祭特別興行までに、絶ぜつ対たいに巻き返してみせます！

ＧＭ：横で聞いていたマチュアが、パァっと明るい表ひよう情じようになります。

セレネ：お姉ちゃんは、アルディオン大陸ではなかなか見ない戦い方をしますから、きっと集客力はあると思うんですよ。

ＧＭ：「確たしかに、それは期待できそうゲバ。その分だけ、私の利り益えきにもなりますからな」

フレア：そうですよねっ。

ＧＭ：「ゲババババ！　まっ、稼かせいでくれるというのならば、待ちましょう」

フレア：やったぁ！　ありがとうございます！

セレネ：感謝祭の興行で、赤字を解消すればいいんですよね。

ＧＭ：「ええ。その代わり、条件があるでゲバ」

フレア：条件……？

ＧＭ：「返せない場合は、コロシアムおよび資産の売却は私に仕切らせていただくのはこれまでどおりとして……」

フレア：……どおりとして？

ＧＭ：「不足分をあなた方に保証していただきたいゲバ」きらりとシルバードの目が光る。

フレア：……はい、やります！　その借金、わたしたちがなんとかします

セレネ：いいの、お姉ちゃん？　せっかく借金から解かい放ほうされたのに……。




　心配そうに姉に問うセレネ。

　当然だ。──以前ふたりは、相当な苦労をして莫大な借金を返済したのだから。

　しかし、フレアは笑顔で言い放った。




フレア：うん、いいの。お父さんが頑張って独立させた町なんだもん。娘のわたしたちが頑張る責任があるって思うから。

セレネ：……そうね。お父さんも、まだこの大陸にはいるだろうから、わたしたちがヘクスフォードを立て直したっていう話が広まれば……きっとまたこの地に戻ってくるかもしれないし……。わかった、お姉ちゃんの案に賛成します！

ドル：ううっ、あんなダメな父親のために……おふたりとも、なんと健気な！

フレア：気にしないでドルさん……。前向きじゃないと風雲児の娘はやってられない！（笑）　それに、わたしわかるんです……。

ドル：ほう、何がわかるのですか？

フレア：この本、きっとサブタイトルに「貧びん乏ぼう姉し妹まい」ってつくんだし！

一同：そんなオチかぁ────っ！（一同爆ばく笑しよう）

フレア：だって、わたしも編集者だから！




　さすがは妹尾さん。本書のサブタイトル参照である。




ＧＭ：「おお、すばらしいゲバ！　───それでは、期日までに一〇〇〇万Ｇの赤字を解かい決けつしてくれるということで！」と、パンッと手を打ちます。

フレア：い……。

一同：一〇〇〇万Ｇ……!?

ＧＭ：「ええ。そうですよ。おや？　言っておりませんでしたっけ？　ゲババババ♪」というシルバードに対し、マチュアは申もうし訳わけなさそうにしております。

フレア：ちなみに、その感謝祭っていつあるんですか？

ＧＭ：はっ、一週間後です。

セレネ：い……。

一同：一週間後ぉ───っ!?（一同爆笑）

ＧＭ：「では期待しておりますゲバ」とシルバードは去り、シーン終了となります。

フレア：あ、あはははははは……。




　かくして、一週間で一〇〇〇万Ｇの赤字解消というミッションを受けたコロローナ商会。

　自ら火の車に乗り込んでしまった四人の冒険者の運命は果たして……。







◆Middle 04◆コロシアム経営を立て直そう




　累るい積せきした赤字は、総そう額がく一〇〇〇万Ｇ───。

　それを、感謝祭特別興行で解消しなければならない。

　その期限はあと一週間。フレアたちは早さつ速そく、対策を練ることにした。




ＧＭ：さて、次のシーンは、コロシアムの改善会議となります。事務所にある会議室で、みなさんはテーブルにつき話し合いを行なっているところからですね。

ドル：現げん在ざいのコロシアムの状じよう況きようを確かく認にんしたりするわけじゃな。

ユーノス：選手情じよう報ほうとか設せつ備びの状じよう態たいとか、試合日につ程ていの資料を見せてもらいましょう。

ＧＭ：「イベントまで、今日を含めて一週間ほど。それまでにいろいろ対策をせねば、赤字解消どころか赤字が拡かく大だいしかねない状況です」と言いながらマチュアが資料を配ります。

セレネ：一週間か……結けつ構こうぎりぎりかもしれませんね。

ＧＭ：「……それなのに、宣伝もまともに打てていないんです」

フレア：宣伝できない理由とか、あるんですか？

ＧＭ：「ドルさんに指摘される以前から宣伝ポスターを貼はったり、ビラをまいたりぐらいのことはしていたんです。でも、なぜかすぐにポスターが破やぶられていたりするんですよ」

フレア：えっ、ポスターが破られてる!?

ＧＭ：「そうなんです。それに、試合前日に選手が急に怪け我がをしてしまったり、いきなり傭よう兵へいとして引ひき抜ぬかれてしまったりするんです……」

セレネ：それ、明らかにどこかから妨ぼう害がいされてますよね!?

フレア：あのー、誰だれかに恨うらみを買ってたりとか、そういう心当たりは？（笑）

ＧＭ：「ないですよ！　ううっ、モンスターバトルのために、せっかくモンスターを用意しても、檻おりの鍵かぎを壊こわされて逃にげられちゃうし……」
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セレネ：……い、いろいろツッコミどころがあるけど、うん、大変ですね……（笑）。

ＧＭ：「それもこれも、私の行ないが悪いせいなんでしょうか……」

セレネ：マチュアさんって、人を疑うたがうことを知らないの？（笑）

フレア：大丈夫です、マチュアさん。ちょっとついてないだけですよ！　きっと！

ＧＭ：「そうだといいんですが……。それにしても風雲児さん、いったいどこに行っちゃったんでしょう？　せっかく娘さんが来てくれたのに」

フレア：うーん、お父さんは娘と会う直前にも急にいなくなるから（笑）。

セレネ：お父さんの失しつ踪そうも、この妨害と関係あるのかな？

ＧＭ：話を聞いているかぎり、一連の不自然なことが起こり始めたタイミングで突とつ然ぜんいなくなっています。なので、経営ノウハウが継承されていません。

ドル：それはあやしいな（笑）。

セレネ：……お父さん、誰かに拉ら致ちられてたりしないよね……（笑）。

ＧＭ：その辺は、調ちよう査さすることで情報を得ることができるかもしれません。

セレネ：おっ、本当ですか！　よーし！　調査しよう、調査！

ＧＭ：とはいえ、やることは他にもたくさんありますよ。

フレア：コロシアムの宣伝とか、いろいろですね！

ＧＭ：そのとおり。ということで、感謝祭までの七日間、どれだけコロシアムを盛もり上あげられるかどうかをＦＳ判定で処しよ理りしていくことになります。

フレア：ＦＳ判定ですか。

ＧＭ：はい。ここで今回のシナリオの目玉、コロシアム運営ルールを説明しましょう。

フレア：おおっ！




●コロシアム運営ルール

ＧＭ：一日を１ラウンドとしたＦＳ判定を行ない、感謝祭の興行に向けてどれだけ赤字を解消できるかの運営面での努力をしていくことになます。七日間、行動を起こせるわけです。

フレア：ああ、コロシアム運営の判定になるんですね。

ＧＭ：感謝祭まで、一日にＰＣひとり一回アクションできます。三日目と七日目は会議、五日目は狩りのイベントがあります。ですので、何かできるのは実質４ラウンドと考えてください。このＦＳ判定が終わった翌日が、感謝祭特別興行当日になります。

フレア：ふむふむ。

ＧＭ：各ラウンドでやれることは次の３つです。




▼情報収集

　最初に調べられるのは以下の２項目。

　・赤字経営の実じつ態たい　難易度12　【精神】判定

　・風雲児の行方　　難易度14　【感知】もしくは【器用】判定

　※調査やイベントの進行次第で、調査できる項目は増えるかもしれない。




▼ＮＰＣヘッドハント

　有名ＮＰＣにコロシアムに参加してもらい、そのネームバリューで集客を増やす方法。

　参加候補のＮＰＣはＰ[image: ]のコラム参照。

　ヘッドハントしたＮＰＣに応じた「宣伝度」もしくは「注目度」を得ることができる。この「注目度」は収益に影響する。




▼宣伝活動──ＦＳ判定

　ＦＳ判定を行なう。これは宣伝活動の結果を現すものである。このＦＳ判定の進行値ちが、どれだけ感謝祭までに宣伝を打てたかを表わす「宣伝度」となる。宣伝度は収益に影響する。




ＧＭ：そして、最終的な収益は以下の式で計算します。




　宣伝度×注目度×客足係数×一万Ｇ＝最終収益




セレネ：（ＧＭの説明を聞いた後）……つまり、７ラウンドの期き限げんで宣伝活動などをしつつ、どれだけ観客を呼べたかで感謝祭までの収益が決まるんですね。

ＧＭ：そういうことです。

ドル：……で、さっきの式で一〇〇〇万Ｇ以上稼かせげれば赤字解消なんじゃな。

フレア：おお、なるほどー。

セレネ：この客足係数というのは？

ＧＭ：その日の天候などといった客足に影えい響きようする要よう因いんの数字です。ＧＭが３Ｄを振って、その数すう値ちを一〇分の一します。

ドル：最高一・八で、最低〇・三か。ここでダイス目悪かったら最悪じゃな（笑）。

ＧＭ：まあ、３Ｄの期き待たい値ちが一〇・五なので（笑）。

セレネ：下がっても大丈夫なように、他の部分で稼いでおくしかなさそう。

フレア：そうだね、どんどん宣伝しちゃおう。

ＧＭ：なお、三日目は特別マッチ編へん成せい企き画かく会議、七日目はメインイベント特別マッチ編成企画会議が入ることになります。

フレア：それはいったい？

ユーノス：聞くだに悪い予感しかしませんが（笑）。

ＧＭ：お客さんを沸わかせる、特別マッチを関係者で相談して決める会議に参加することになります。この日はＦＳ判定はできず、会議には全員出席です。そのかわり、企画した試合によって宣伝度や注目度が上がることがあります。

ドル：まあ、どういう試合を用意するかは重要だな。

ＧＭ：で、五日目も注目度を上げるために試合で目玉となる必要なモンスターを狩かりにいくことになります。

フレア：あー、大きくて強そうなモンスターがいると単純に見てみたくなりますもんね。

ＧＭ：そう、言うなれば動物園感覚とでも言いましょうか。

ドル：……というわけで、実じつ質しつＦＳ判定は４ラウンドというわけなんじゃな。

ＧＭ：はい、そういうことになります。

セレネ：その際に、一日に取れる行動は、「情報収集」、「ＮＰＣヘッドハント」、「宣伝度を上げるＦＳ判定」の三つってことですね？

ＧＭ：そうです。なお、「ＮＰＣヘッドハント」はメインプロセス一回分ですが、選手をスカウトしたり住民からヒントがもらえたりといったイベントが用意されています。協力してくれそうな人物の情報を、すでにマチュアが地ち域いきごとにリストアップしてます。

フレア：マチュアさん優ゆう秀しゆうですね。どんな人物がいるんですか？

ＧＭ：はい、こちらに表を用意しております（次の表を参照）。
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フレア：おおっ、いろんな人がいますよ！

ドル：ナーシアもいるな（笑）。
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セレネ：ていうかリディルもいるじゃないですか！　これ、わたしがわたしをスカウトしに行くことになるんですか!?（一同笑）
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ＧＭ：プレイヤー的にはそうですね（笑）。

セレネ：うーん、なんだろうこの感覚。

ＧＭ：で、他にもいろいろ擁ようしております。

セレネ：ほんとだ、ギデオンまでいる（笑）。
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フレア：この流る浪ろうの戦士……？　誰だろう？

ドル：ベルフトじゃなかろうか？

ＧＭ：はっ、そのとおりです（笑）。

セレネ：うそっ!?　本当にベルフトなんですか!?（笑）

ユーノス：……闘とう技ぎ場じようが壊こわれるんじゃないか？（笑）

フレア：そ、そんなに強いんですか!?

ドル：大陸最強ですからな。

ＧＭ：残りのふたりは読者投とう稿こうキャラです。

ドル：とりあえず、この中から四人ほどスカウトすれば安心じゃろうな。選手のスカウトはどうやってするんじゃ？

ＧＭ：選手に会って交渉することになります。基き本ほん的てきに判定が必要です。

ドル：なるほど、各選手候こう補ほの説得判定に使用する能のう力りよく値も書いてあるな。スカウトできるかどうかは判定次し第だいか。

ＧＭ：そういうことです。

フレア：だいたいわかりました！

ＧＭ：あとはまあ、実じつ際さいにやってみるのがわかりやすいと思います。それでは、次のシーンからコロシアム運営を開始しましょう！

一同：はーい！







◆Middle 05◆一日目（昼）・コロシアム運営




　コロシアムの抱かかえた赤字を解消するべく、動き出したコロローナ商会。

　果たして、一週間後の感謝祭で、赤字を解消できるのだろうか？




ＧＭ：さて、一日目です。ちなみに、前回の試合からじっくり休養を取れましたので、【ＨＰ】と【ＭＰ】は全ぜん快かいとなります。

フレア：やったー！　元気になった！

ＧＭ：なお、ここからは１アクション消費することで回かい復ふくできます。回復量は決まっていますので、ご注意ください。それでは、ＦＳ判定がスタートとなります。まず、第１ラウンド。ＦＳ判定の最初の能力値は【精神】、難易度は10です。

フレア：よ～し、やるぞやるぞ～っ！

ＧＭ：今回は特別に判定の順番は自由にしていただいて構かまいません。行動する人は宣せん言げんをしてください。




▼ユーノス──宣伝活動

ユーノス：では、ボクからやっていきましょう。ボクは【精神】が高いですから宣伝活動をしますよ。

ＧＭ：はい、判定をどうぞ。

ユーノス：宣伝の判定は……（ダイスを振る）よし、９だから達成値21！

ＧＭ：これはすごい。進行値が＋４されます。

フレア：すごーい！　ユーノスさんひとりで、いっぱい宣伝してきた！

ユーノス：ふっ、楽器ひとつでふたつの大陸を駆かけ抜ぬけましたからね。見よ、この技ぎ術じゆつを！

ＧＭ：で、進行値３でイベントが起こります。「宣伝活動の結果、町の人にも、感謝祭におけるコロシアムのイベントが知しれ渡わたる」とのこと。いいですね。

フレア：うんうんっ。

ユーノス：キミは感謝祭で、神々の戦いを見る！（笑）

ＧＭ：で、ユーノスの宣伝活動は終了ですね。




▼セレネ───情報収集

セレネ：じゃあ、次はわたしが情報収集をします。情報収集の項こう目もくは、どういうものがあるのかな？

ＧＭ：今のところ、次のふたつです。




・赤字経営の実じつ態たい　難易度12　【精神】判定

・風雲児の行方　　難易度14　【感知】もしくは【器用】判定




セレネ：うーん、赤字経営の実態もお父さんの行方も気になる（笑）。

ドル：早急に対策が必要なのは、赤字解消のほうだと思いますぞ。

セレネ：じゃあ「赤字経営の実態」を調べます。（ダイスを振る）……わーいクリティカル！

フレア：おおーっ！　セレネちゃん、すごーい！

ＧＭ：では、何者かがコロシアムの宣伝を妨害しているらしいことがわかります。感謝祭までに対たい処しよしないと、宣伝度がマイナス20されます。

ドル：なんじゃと～！（笑）

フレア：さすがセレネちゃんっ！　さっきも「怪あやしい」って言ってたもんねっ。

セレネ：だって、あからさまだったし……（笑）。

ＧＭ：そして、新たに次の情報項目がオープン！




・妨害について　難易度12　【知力】判定




ＧＭ：それから、この町にいるアランとローズマリーという恋こい人びとたちや、クライヴという青年が協力してくれそうだということも判はん明めいしました。
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セレネ：アランとローズマリーにクライヴ……『デスマーチ』に出てきたキャラですね。

ユーノス：そう、この町に住む町の未来を担になう若わか者ものたちですよ。




『デスマーチ』は、ユーノスのプレイヤーである田中信二たなか・しんじがＧＭ兼けん著ちよ者しやを務つとめ、ドルのプレイヤーである鈴吹太郞すずふき・たろうも参加している。

　ヘクスフォードは『デスマーチ』二巻の舞ぶ台たいにもなったのだ。




ＧＭ：で、アランはそのクライヴの弟分、ローズマリーはこの町と交こう易えきしていた商人の娘で、アランのところにお嫁よめにいきました。くわしくは『デスマーチ』参照ですね。

ドル：『デスマーチ』五巻でローズマリーは妊にん娠しんしていたな。もう子どもが生まれている頃じゃろう。

ＧＭ：なるほど、ちょうど生まれたぐらいでしょうかね？

フレア：生まれたてほやほやだ～。大変だけど幸せなときですね～。

セレネ：これでわたしの行動は終わりですね。




▼フレア───情報収集

フレア：じゃ、わたしはお父さんの行方を調べたいです。

ＧＭ：はい、情報収集ですね。風雲児の行方ゆくえについては、難易度14の【器用】または【感知】の判定となります。判定をどうぞ。

フレア：じゃあ、判定いきまーす。（ダイスを振る）７だから、19！　成功！

ＧＭ：では、以下のことがわかります。独立後も、コロシアムの運営や商売はうまくいっているので、風雲児が姿すがたを消す理由はまったくありません。

フレア：ふむふむ、確かに。

ＧＭ：……で、ヘクスフォードにあるグレアムの店によく顔を出すマウザーが、何か事情を知っているようです。
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ユーノス：マウザー!?

ドル：（素すに戻って）あいつ、まだこの町にいるのか（笑）。

フレア：マウザーってどんな人ですか？

ＧＭ：『デスマーチ』に登場した三下です。こちらも情報提てい供きよう者しやとしての登場ですので、あとで会いに行くことができます。




▼ドル───情報収集

ＧＭ：では、一日目最後はドルさんの行動になりますね。

ドル：おお、では「妨害について」を調べるぞ。（ダイスを振る）いかん、出目が４!?　達成値15じゃ。一応、成功しているが……？

ＧＭ：どうやら、夜になると宣伝ポスターをはがして回っている者がいるようです。

ユーノス：せ、せこい真似まねを～！（笑）

ドル：どんなやつなんじゃ？

ＧＭ：はがして回っているやつ本人については、まだよくわかっていません。ただ、そいつの近くで、眼がん帯たいの男と、不思議な筒つつの影かげが目もく撃げきされています。

フレア：不思議な……筒？

ユーノス：なんか、プレイヤー本人に心当たりがあるんですけど！（一同笑）

ドル：まったく許ゆるせんやつらじゃ！　その眼帯の男と筒がポスターはがしの犯はん人にんに違ちがいない！　絶対に探さがすぞ！（笑）

ＧＭ：というわけで、この夜にイベントがおきます。イベントシーンに移うつりましょう。




現在のコロシアム経営状態（一日目）

　宣伝度４　注目度０







◆Middle 06◆一日目（夜）・宣せん伝でん妨ぼう害がいの犯はん人にんを止めろ！




　真夜中に目もく撃げきされたという眼がん帯たいの男と不ふ思し議ぎな筒つつの情じよう報ほう……。

　コロシアムの宣伝活動を妨害しているのは、果たして彼かれらなのだろうか？




ＧＭ：さて、イベントシーンです。夜中にポスターをはがして回っているやつがいる、という情報を手に入れ、四人で張はり込こみをしています。

ドル：まったくとんでもないやつじゃ！　とっ捕つかまえてやるぞ！

フレア：そうですそうです。

ＧＭ：というわけで、皆みなさんは眼帯の男と不思議な筒が現あらわれるという通りで身を潜ひそめています。もう夜中なので人ひと気けはありません。

フレア：不思議な筒、気になりますよね。

セレネ：……想そう像ぞうすると、ちょっと面白いかも（笑）。

ＧＭ：そんな話をしていると……通りにあるポスターのところに複ふく数すうの人ひと影かげが見えます。覆ふく面めんをしたあやしげな数人の集しゆう団だんです。

フレア：……あれ、不思議な筒と眼帯の人じゃない？

ＧＭ：で、そいつらは周囲に誰だれもいないことを確かく認にんしてから、ポスターに手をかけます。

フレア：あっ！　不思議な筒じゃないけどポスターはがしの犯人たちですよ!?

ドル：うむ、止めなければ！

ＧＭ：それと同時に「待て、お前ら！」と、動くドラム缶かんと眼帯の男が飛び出してきます。ポスターをはがしているやつを止めていますよ。

フレア：やっぱり不思議な筒が出てきた！　っていうか、ドラム缶なんですね（笑）。

ドル：ぬっ！　貴き様さまらも仲間か！　宣伝の妨害をしおって！　許ゆるさんぞ！

ＧＭ：「おおっ？　な、何だ何だぁ？　おいドラン、こいつらと知り合いか？」と、眼帯の男がドラム缶に声をかけ、ドラム缶は「知らないナリ！」と答えます。

ドル：貴様らの悪事もここまでじゃ！　ワシのダイバダッタ流忍にん術じゆつでコテンパンにしてやるから覚かく悟ごせい！

ＧＭ：「なんの！　アルディオンの忍術も負けないナリよ！」（一同笑）

ドル：そして、風と大地のものすごい対決が繰くり広ひろげられるのじゃ。それはもう、演えん出しゆつでは語りきれないぐらいにな！（一同笑）




　ここで絵にも描かけないほどすごいニンジャ対決があった、と思っていただきたい。




ドル：……ふっ、ドラム缶め。貴様、やりおるな。

ＧＭ：「むぅっ、ご老人もなかなかやるナリね」と汗あせをぬぐいながらドラム缶……ドランは言うわけです。

フレア：汗かくんだ！（笑）

ＧＭ：「気分の問題ナリ」（一同笑）

セレネ：あの、その人たちは何者なんですか？

ＧＭ：「あん？　こいつらの仲間じゃねぇのか!?」と、ドルとドラム缶が絵にも描けない忍術合戦をしている隙すきに捕つかまえた連中を突つき出だして、眼帯の男……ギィが言います。

フレア：へ？　仲間？

ユーノス：違ちがいます！　我われ々われは、夢ゆめと希望を振ふりまく天使です！（一同笑）

ドル：お前が話すと面めん倒どうくさくなるから黙だまっとれ！（笑）

フレア：わたしたち、そのポスターのイベントを盛もり上あげようとがんばっているんです。

セレネ：何だったら、事じ務む局きよくに問い合わせていただければわかると思いますよ。

ＧＭ：「なんだ、それなら話は早い。こいつら、あんたらの邪じや魔ましてたぜ」

フレア：じゃあ……あなたたちはポスターはがしをしていたんじゃないんですね。

ＧＭ：「おう。むしろ、邪魔してたやつを探さがしてたんだ」とギィが言います。

フレア：そうだったんですか。目的は同じだったんですね～。

ドル：ところで、お前たちは何者だ？　ワシらはコロローナ商会と申すものたちじゃが。

ＧＭ：「俺おれはギィ。こいつはドランだ」と名乗ります。ドランは「ゆえあって、身分は明かせないナリ」と言いますが……。
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ユーノス：胸むねに燦さん然ぜんと輝かがやく〝将しよう軍ぐん〟の文字！（一同笑）

セレネ：（イラストを見せて）こんな感じの人だよ、お姉ちゃん（笑）。

フレア：本当だ～！　ドラム缶だけど、将軍なんですね～。




ギィとドラン

　田中信二が著ちよ者しやを務つとめる『デスマーチ』のＰＣ。眼帯の男が、犯罪結社〝王おう蛇じや会かい〟出身の盗とう賊ぞくギィ、しゃべるドラム缶がエクスマキナにして将軍のドラン。ふたりとも、フェリタニア合がつ衆しゆう国こくのギルド〝エンジェルファイヤー〟のギルドメンバーである。




セレネ：それで、ギィさんたちは、どうして宣伝活動を邪魔する人たちを追いかけてたんですか？　ヘクスフォードの人ってわけでもなさそうですし……。

ＧＭ：「俺たちは、この町でバルムンク・ノヴァが活動していると聞いて来たのさ」

ドル：そのポスターをはがしていた男どもは、バルムンク・ノヴァなのか？

ＧＭ：はい、そのとおりです。エキストラですが。

フレア：バルムンク・ノヴァって？

ドル：おお、そうじゃった。ワシらは知らないんじゃった（笑）。そいつらは何者なんだ？

ＧＭ：「そいつはな……ちょっと説明すると長くなるんだが」と言うと、ドランが「ギィ、いいナリか？　相手は一いつ般ぱん人じんナリ」と制せい止しします。

ドル：大だい丈じよう夫ぶ。ワシらは15レベル、ちょっとぐらい巻まき込こまれても平気じゃ（一同笑）。

セレネ：メタ的な発言が……（笑）。

フレア：わたしたちエリンディルから来たばかりで。くわしく教えてもらえますか？

ＧＭ：「15レベルなら、話してやってもいいか」ということで、バルムンク・ノヴァについて、くわしい話を聞くことができます（笑）。

フレア：ありがとうございます！

ＧＭ：バルムンク・ノヴァというのは、このアルディオン大陸で暗あん躍やくしているやつらです。単たん純じゆんに、悪いやつらだと思っていただければ問題ありません。

フレア：なるほど～。

ＧＭ：いろいろ経緯があって説明するのは難しいんですが、今はフレアさんがわかりやすいよう、そのように説明しておきます。

フレア：わかりました。

ＧＭ：で、このバルムンク・ノヴァという組織は、いろいろ陰謀を企ててきて、そのたびにギィとドランたちが阻止してきたりと、何かと因縁があるのです。

フレア：でも、なんでそんな組織がコロシアムの運営を邪魔するんでしょう？

ＧＭ：「その理由はこいつらを締しめ上あげていろいろ聞くしかねえと思ってるんだが……ともかく、コロシアムはこういう危あぶない連中に狙ねらわれてるんだ。感謝祭の興こう行ぎようはやめておいたほうがいいかもな。安全は保ほ障しようできねぇぜ？」とギィはアドバイスをしてくれます。

セレネ：言われてみれば、確かにそうなんだけど……。

フレア：……でもね、やっぱり、やめるわけにはいかないんです。

ＧＭ：「ま、そんなことだろうと思ったさ」

フレア：お気き遣づかい、ありがとうございます。

ＧＭ：「いいってことよ。それよりも気をつけな。こいつら、あの手この手でゴルドレイ商会の資し産さんを取とり戻もどそうとしているようだぞ」

フレア：ゴルドレイ商会？

ユーノス：ゴルドレイ商会というのは、レイウォールの大商人ゴルドレイに率ひきいられていた大商会のことです。ゴルドレイもバルムンク・ノヴァの前身であるバルムンクの一員だったんですよ。今は、レディ・ゴルドレイが後を継いでいます。
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ＧＭ：「おお、そこの兄ちゃん、くわしいな」（笑）

ドル：おお、知っておるのか、ユーノスよ。

ユーノス：「ここで説明のために語っておけ」と、『デスマーチ』の著者である、ボクの中の人が言っていたんです（一同笑）。

フレア：さすがですね（笑）。

ＧＭ：というわけで、二日目から「ゴルドレイ商会について」という情報を調べられるようになりました。難なん易い度ど12の【知力】または【感知】での判はん定ていが必要です。

フレア：うぅむ、次から次へと謎なぞの勢力が……！

ドル：どうやら、そのゴルドレイ商会があやしいようじゃな。

ユーノス：もしかして、シルバードが関係しているんですかね？　〝シルバー〟と〝ゴールド〟だとなんとなく関係ありそうですよ？（一同笑）

ＧＭ：「一いち応おう忠ちゆう告こくはしたからな。くれぐれも気をつけろよ」と言い残して、ギィとドランは捕つかまえたバルムンク・ノヴァを引っ立てていきます。

ドル：ともかく、ポスターをはがしていたやつらが捕まってよかったぞ。

フレア：この調子でがんばりましょう！

ＧＭ：といったところで、一日目のイベントが終しゆう了りようとなります。







◆Middle 07◆二日目・コロシアム運営その二




　宣伝妨害をしてきたのは、バルムンク・ノヴァの元ゴルドレイ商会という組そ織しきらしい。

　フレアたちは、宣伝活動を続けつつ、ゴルドレイ商会について調ちよう査さをすることにした。




ＧＭ：それでは、二日目になりました。現げん在ざい、進しん行こう値ちは４まで進んでおります。

フレア：さてさて、どれを進めましょうかね～？

ユーノス：現在の宣伝活動の難易度は12、ここは一回ボクがやっておきましょう。

フレア：おおっ、お願いしますっ！




▼ユーノス───宣伝活動

ユーノス：ビラを撒まきますよ～♪　たぁ！　（ダイスを振ふる）10、達成値22！

フレア：おおーっ！（拍はく手しゆ）

ＧＭ：すごい、またもや４進みますね。

フレア：何だか、ユーノスさんの歌、受けがすごくいいですね！

ユーノス：おお、この反はん応のう、ここはまさに神に選ばれた地か！

フレア：今まで、反応してもらえませんでしたもんね！

ユーノス：そ、そんなことはないですよ!?（一同笑）

ＧＭ：さて、進行値は８まで上じよう昇しようしましたが、進行値６の時点でイベントが発生します。「さらに周知するため、足を使って町中にポスターやチラシをばら撒かなければいけなくなりそうだ」です。難易度10の【敏びん捷しよう】判定に変へん更こうとなりました。

ユーノス：ぜーはー、ぜー、はー……足だけじゃなくて、翼つばさも使いましたが……こ、これ以上ビラを撒くには、【敏捷】さが必要みたいですね！（笑）

ＧＭ：そういうことです（笑）。さて、次は誰がいきますか？




▼セレネ───情報収しゆう集しゆう

セレネ：では、わたしがゴルドレイ商会を調べます。（ダイスを振る）７だから、21で成功！

ＧＭ：お見事です。「ゴルドレイ商会について」は、以下の情報がわかります。




ゴルドレイ商会について

　一代にして財ざいを成したゴルドレイが築きずき上あげた商会。ヘクスフォードに支し店てんを出していた。ゴルドレイは、ヘクスフォードの商人たちの対立をあおり諍いさかいを起こしていたが、その計画がエンジェルファイヤーによって頓とん挫ざ、ゴルドレイも死し亡ぼうした。

　元ゴルドレイ商会の一員には、シルバードという人物がいた。




セレネ：やっぱり出てきたね、シルバード！

ＧＭ：さて、ゴルドレイ商会の情報をすべて調べ終えたので、以い降こうは「シルバードについて」を調査できるようになりました。

フレア：これで五つ目の項こう目もくだね。じわじわわかってきたよ！

ドル：アクセサリーやら何やらつけてるのは、ゴルドレイを真似まねて、箔はくをつけようとしているんじゃろうな。

ＧＭ：なお、「シルバードについて」の情報収集は難易度15の【知力】または【感知】の判定となります。と、こんなところで次に移りましょう。




▼フレア───アランとローズマリーに会う

ＧＭ：では、次はフレアさんの番ですね。

フレア：わたし、町の人に会いに行ってこようと思います。じゃあ、アランさんとローズマリーさんのご夫ふう婦ふにしましょう。

セレネ：それがいいかも。お姉ちゃんは人当たりもいいし、きっとみんな警戒しないで話してくれるよ。

ドル：ちなみに、もう一方のクライヴは二枚まい目めの独どく身しん男だん性せいですぞ（笑）。

フレア：うーん、イケメンはひとりいても意味がないからなぁ～……（一同笑）。

ＧＭ：そ、そうなんですか？

ユーノス：昔はアランとクライヴでつるんでたんですけどね。クライヴは黒くろ髪かみで不良っぽくて、アランが茶ちや髪ぱつの真ま面じ目めそうな男の人です。

フレア：（ガタッと立ち上がり）素す晴ばらしいじゃないですかっ!!（一同笑）

セレネ：お姉ちゃん、どうどう（笑）。

フレア：……はっ、す、すみません、つい落ち着きをなくしました（着席する）。

ＧＭ：フレアさんが変わっていなくて安心しました（笑）。

フレア：とにかく、そのご夫婦と会ってみますよ。

ユーノス：幸せなリア充じゆうを見ても平気ならば、いいかと思います（笑）。

フレア：大丈夫です！　リア充を見ても別にイラッとしたりしませんから！（一同笑）

ＧＭ：了解しました（笑）。




　フレアは、アランとローズマリーのもとを訪たずねることにした。

　親の反対があったが、それを乗のり越こえたふたりとあって夫ふう婦ふ仲なかはすこぶるよいとのこと。

　生まれたばかりの赤あかん坊ぼうを抱だき、今が幸せの絶ぜつ頂ちようのようであった。




ＧＭ：というわけで、アランとローズマリーのところにやってきました。アランとローズマリーは、生まれたばかりの子どもを抱だっこして微笑ほほえんでます。

フレア：わー、幸せそうですね～っ。

ＧＭ：「……あなた、わたし幸せすぎて怖こわいわ」「大丈夫さ、僕ぼくがついているから」とか、そんなことをやっているわけですよ（一同笑）。

フレア：ん～、リア充見ても平気だと思ったけど……何か、こう……ねっ（一同笑）。

ドル：こいつら、そこまでバカップルだったか!?（笑）

ユーノス：い、いや、そんなふたりじゃなかったはず……！（笑）

ＧＭ：ほら、親の反対を押おし切きって幸せになりましたからね。いまだ蜜みつ月げつなんですよ（笑）。

ユーノス：結けつ婚こんした当時はいざ知らず、まだ盛もり上あがってるのかこいつら……（笑）。

フレア：こんにちは～、幸せそうですねぇ～。

ＧＭ：そうすると、「あっ、コロローナ商会の方ですよね！」「お噂うわさは聞いていますよ」という感じで、ふたりは快こころよくフレアを迎むかえ入いれてくれます。

フレア：わぁ～、こんな離はなれたところの人も知ってるんだ。何だかうれしいですね！

ユーノス：ふっふっふ、宣伝の効こう果かですよっ！

ＧＭ：アランは「何とかへクスフォードを盛り上げてくださいよ」と言ったりします。

フレア：任まかせてください！　ほ～ら、グラディエーターは鎧よろいも着ていないのに、こんなに丈夫っ！　がんがんっ！（一同笑）

セレネ：お姉ちゃんは自分の頑がん丈じようさを宣伝するのに余よ念ねんがない（笑）。

ＧＭ：「おお、なるほど！　これはすごい！」と大受けです（笑）。

フレア：ありがとうございまーす（笑）。

ＧＭ：するとローズマリーが「私わたしも、何かお手伝いできればいいんですが」と言います。

フレア：いえいえ、そんなお気を遣わず。

ＧＭ：「そうですか？　でも、私強い選手の候こう補ほに心当たりがあるの。人手が足らないという話を聞いているから、もしよければ紹しよう介かいしましょうか？」

フレア：おお～っ！　それはうれしいです！　ありがとうございます～！

ＧＭ：「それじゃあ早さつ速そく、手紙を送っておきますね」

フレア：はいっ！　よろしくお願いしますっ！

ドル：なるほど、ここではひとり、選手がボーナスとして雇やとえるんだな。

ユーノス：ローズマリーの知り合いの選手候補なんて、ひとりしかいないんじゃ……（笑）。

ＧＭ：というわけで、ローズマリーの友人である〝ライオン仮か面めん少女〟という凄すご腕うでの剣けん士しをスカウトできました（一同爆ばく笑しよう）。

フレア：ライオン仮面少女!?

ユーノス：ラ、ライオンの仮面かぶってるのか……!!（笑）

フレア：すごいなぁ。ライオン仮面って響ひびきだけでお客さんは盛り上がりそうですよ！

セレネ：あの、その子って赤い髪かみなんじゃ……（笑）。

ＧＭ：はい、ゆえあって正体は言えませんが、大きな剣けんを振ふり回まわす赤い髪の戦士です（笑）。

セレネ：やっぱり、アキナじゃないですか（笑）。




アキナ・ブルックス

『デスマーチ』シリーズのＰＣ。エンジェルファイヤーのギルドマスターで、現在はフェリタニア合衆国軍の総そう司し令れい官かん。ライオンの仮面をつけて参戦するのは、かつてライオン天狗という謎なぞの剣士に教えを受けた影えい響きようであろう。
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ＧＭ：いろいろ偉えらい立場になったので、顔を隠かくしての参戦です。ちなみに、ライオン仮面少女は注目度が＋10される選手です。

フレア：へぇーっ！　でも確かに、大たい剣けん振り回すライオン仮面なら目立ちますね！

ＧＭ：しかし、正体を隠しての参加ですので、宣伝度がマイナス２されます。

フレア：この時点で引かれちゃうんですか？

ＧＭ：はい。スカウトされて即そく参加しますので、数すう値ちは今の段だん階かいで反はん映えいします。ただし、進行値が下がっても、イベントは変更ありません。

セレネ：えっと、進行値が２点下がるから、現在６まで落ちちゃうんだね。

ユーノス：注目度が上昇したからよしとしましょう。宣伝度は、またボクが稼かせぎますから！

フレア：それにしても、本当にアルディオン大陸ってすごいなぁ～！　ドラム缶がしゃべったり、ライオン仮面の女の子がいたり！

ユーノス：ええ、この大陸は、いろいろと突とつ拍ぴよう子しもない大陸ですよ（笑）。

ＧＭ：さて、アランとローズマリーの情報は以上となります。ふたりとも「応おう援えんしてるわ」「がんばれよ！」と言ってくれますよ。

フレア：ありがとうございました！　アランさんもローズマリーさんも、いい人たちだったなぁ～。よーし、ますますがんばらなくちゃね！




▼ドル───マウザーに会う

ＧＭ：最後はドルの行動です。

ドル：ワシはマウザーのところに行こう。旦だん那な様の情報を知っているということだからな。

ＧＭ：おっ、わかりました。では、ドルは場末の酒場に入ってきました。ちびちび酒を飲んでいる、三下っぽい顔をしたマウザーを見つけます。

ドル：おっ、ではワシが「あいつがマウザーか」と思って近ちか寄よろうとすると、すでに眼帯の男が近寄っていて「よぉ、マウザー。久ひさしぶりじゃねぇか」と言っているのだ。

ＧＭ：「げ、げぇっ!?　だ、旦那ぁ!?」（一同笑）

ユーノス：ああ、ギィが駆かけつけているんですね（笑）。

ＧＭ：プレイヤー一いつ緒しよですからね。いいでしょう。

ドル：（ギィになって）「お前、まだゴルドレイの下で働いてるんじゃねぇだろうなぁ？」

ＧＭ：「いや、きっぱり足を洗あらいましたよ！」（笑）

ドル：……と、そんな話をしているわけだ（笑）。そういう会話をしているところに、ワシが近寄る。おお、眼帯男のギィではないか。

ＧＭ：「おお、あんたか。まるで他人とは思えねぇや」（一同笑）

ユーノス：そりゃ、プレイヤーは同じですからね（笑）。

ドル：ところで、マウザーさんや。ワシはあんたの名前を聞いて来たんじゃよ。なあ、風ふう雲うん児じについて教えてくれんかのう？　……そう言って、金貨を何なん枚まいか握にぎらせよう。

ＧＭ：「あ、ああ。実はな……」と、マウザーは声をひそめます。




「……偶ぐう然ぜん見ちまったんだよ。風雲児が、怪あやしい連中に連れ去られるのをな」

　さらにきょろきょろとあたりを見回し、マウザーは続ける。

「風雲児をさらった相手……ありゃ、シルバードの部下だったと思うぜ」




ドル：なんと、シルバードに捕まっているのか！　なるほどな……。

フレア：お父さん、拉ら致ちされちゃったのっ!?

セレネ：お、お父さぁ～んっ!?　普ふ通つうに捕つかまるわけないのに（笑）。

ドル：旦だん那な様さまのことだ、町の人間を人ひと質じちにされて捕まってしまったのじゃろうな。

フレア：そっか……お父さんだもん、それならしょうがないね。

ＧＭ：「こ、これ以上はちょっと勘かん弁べんしてくれや……俺も命が惜おしいもんでね」

ドル：そうか。いやあ、ありがとう。一いつ杯ぱいおごってやろう。

ＧＭ：「おお、ありがてぇ」

ドル：もちろん、あんたから聞いたってことはだまっておくからのう。

ＧＭ：「そうしてくれると助かるぜ」と言ったところで、ギィが「シルバードねぇ……どうもあいつは臭くせぇな」と言います。

ドル：ああ、そうじゃな。お前さんたちも、警戒は怠おこたらんほうがよいじゃろう。

ＧＭ：「わかってるさ。あんたらも、注意しな」……といったところで、マウザーからの情報は以上となります。

ユーノス：これで、シルバードが風雲児失しつ踪そうに関かかわっていることが判はん明めいしましたね。

ドル：ワシはとりあえず帰って、旦那様拉致事じ件けんのことをお嬢様たちに報ほう告こくしよう。

フレア：なるほど～、いろんなことやってますねぇ。ずいぶん堅けん実じつな悪あく党とうです。

ドル：確かに、ポスターはがしは堅実ですな（笑）。

フレア：地道にやってますね！　地に足が着いてます（笑）。

ユーノス：この情報が本当なら、ポスター剥はがしから代表者の誘ゆう拐かいまで、ありとあらゆる手を使って全力でつぶしにかかっている、ということですね!!（一同笑）

セレネ：みみっちい犯はん罪ざいから大きな犯罪まで、本当に何でもありですね（笑）。

ドル：さすがは元ゴルドレイ商会、そこにこだわりはないって感じじゃな（笑）。

セレネ：ともあれ、残りのシルバードについて調べれば、ゴルドレイ商会関係はクリアだね。

フレア：あとは宣伝をがんばれば、何とかなりそうだね！　よし、気合い入れていくぞー！

ＧＭ：といったところで、二日目は終了となります。

フレア：よし！

セレネ：三日目は、特別マッチ編へん成せい会議でしたっけ？

ＧＭ：はい、次のシーンで会議の仕方を説明しましょう。

セレネ：はい、なんだかわくわくします（笑）。




現在のコロシアム経けい営えい状じよう態たい（二日目）

　宣伝度６　注目度10







◆Middle 08◆三日目・特別マッチ編成会議




　コロシアムのメインイベントといえば、さまざまな条じよう件けん下かで行なわれる試合である。

　試合内ない容ようがそのまま宣伝となる。客の興きよう味みを引くような、いい案をひねり出すのだ。




ＧＭ：では、三日目は特別マッチ編成企画会議が入ります。感謝祭興行までの間に人々の興味を惹くための試合を行なう予定なんですが、その内容を決める会議の場が持たれます。場所はコロシアムの事じ務む室しつ、商工会の人や、シルバードも出席しての会議が行なわれますよ。

セレネ：えー、あの人も出席するの？（←嫌そう）

ＧＭ：一応、出資者ではありますので（笑）。

セレネ：そ、そうかぁ。

ドル：ところで、ライオン仮面少女の話はワシらの耳にも入っているんじゃろう。

ＧＭ：はい。「何でも、ライオンの仮か面めんをかぶった、でかい剣の女の子が来るんだそうだ」「これは受けるんじゃないか？」といったことで、会議の場でも話題になってますね。

ユーノス：「あたしは誰だれの挑ちよう戦せんでも受けますっ！」って感じだったんでしょうね（笑）。

ＧＭ：さて、ここで特別マッチ編成企画会議のルールについて説明しましょう。

フレア：実じつ際さいに会議をするわけじゃないんですね。

ＧＭ：ええ、実際に会議をしたら結けつ構こう長くなりますからね（笑）。会議の結果、どんな特別マッチが組まれるかを表を振ふって決めるんです。

フレア：あっ、表を振るんですね。なるほど～。

ＧＭ：で、会議は次の手順で進みます。基き本ほん的てきに、〝ワード〟という試合内容を表わした単語を、次の順でチャートを振って選出して行くことになります。




１．ワードの決定

　１Ｄを三回振って、どの順でワードチャートを振っていくかを決定する。

　定められた順にＡ、Ｂ、Ｃのチャートから１Ｄを振ってそれぞれワードを選出する。

　このとき同じワードがそろった場合は、ひとつのワードとしてまとめられる。




２．宣伝度と注目度の決定

　ワードには宣伝度と注目度が設せつ定ていされている。また、使用されたワードどおりのマッチが組まれ、そのうちひとつがＰＣたちの宣伝試合となる。




３．ダメージなどの適てき用よう

　決定した試合にダメージを受けるワードが含ふくまれていた場合、ＰＣに適用される。




ＧＭ：で、ワードチャートはこちらになります（表を取り出す）。
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セレネ：わっ、細かい！（笑）

ＧＭ：たとえば、「真しん剣けん」「滅めつ殺さつ」「灼しやく熱ねつ」のワードが出ると、「真剣滅殺灼熱マッチ」という名前になります。この表を振って、特別マッチをひとり一試合提案してもらいます。

フレア：特別マッチのタイトルと内容が決められるんですね！　これは面おも白しろそう！

ＧＭ：ワードの注目度と宣伝度は、たまにマイナスになるものも含まれています。特とく殊しゆ効こう果かを持ったワードもありますが、実際に振ってもらえばわかると思います。

セレネ：ほんとだ、いろんな効果がある（笑）。

ユーノス：これ、会議なのにダメージ受ける効果がありますよ!?（笑）

ドル：おい、何故会議でダメージをくらうんじゃ!?（爆笑）

ＧＭ：ああ、それは皆さんにリハーサルをしてもらうからですね。

セレネ：ダメージ受けちゃうようなリハーサルするんですか!?（笑）

ＧＭ：ここアルディオンは戦乱の地です。試合のリハーサルも実戦指向なんですよ。

フレア：あっ、なるほど！

セレネ：お姉ちゃん、それ騙されてるからっ！（一同笑）

フレア：……あっ、本当だ！　よく考えると普通じゃない。危うく騙されるところだった！

ＧＭ：別に、騙しているわけではないんですが……（笑）。

ドル：騙すつもりはないが、ＧＭの発想がちょっとおかしいだけじゃ（笑）。

ＧＭ：そ、そんなことはないですよ？（笑）　ともかく、ここでは皆さんにひとりずつ試合内容を提てい案あんしてもらって、最後にどの案を採さい用ようするかを決めてもらいます。

ドル：ふむ、これは一度やってみたほうがわかりやすいな。ならば、ワシからいこう。

ＧＭ：は、了解しました。




▼ドルの提案

ＧＭ：ではまず、ダイスを三回振ってください。シルバードが、「さあ、お手並み拝見といくゲバよ」と、ドルの提案をうながします。

ドル：うむ。（ダイスを振る）２、３、６じゃ。

ＧＭ：２はＢ、３はＣ、６は、Ｂ＋Ｃですね。

ドル：つまり……〝Ｂ＋Ｃ＋Ｂ＋Ｃマッチ〟になるのか？

ＧＭ：そのとおりです。というわけで、ワードチャート順に振っていきましょう。

ドル：わかった、まずはＢチャートからで……。




　この結果、そろったワードは……。




一同：〝トラップ一発逆ぎやく転てん極ごつ寒かん笑ってはいけないマッチ〟!!（笑）

フレア：な、何だかすごそうですよ!?（笑）

ユーノス：いったいどんな試合になるのか……（笑）。

ＧＭ：それをこれから説明してもらいます。説明できないと、この案は没ぼつになります（笑）。

ユーノス：なにっ、急に会議っぽくなりましたよ!?

フレア：ドルさん、この試合はどんな内容なんですか？　早く説明してくださいっ!?

ドル：ワシが考えたんじゃないんで、説明しようがありません!?（一同笑）

ＧＭ：ダイスを振った結果ですが、この場ではドルさんが提案した案なんですよ。会議に同席しているシルバードも「おやおや？　自分で提案しておいて説明できないゲバか～？」と嫌みったらしく追及してきますよ。

ドル：だからダイス目に言えっ!!（一同笑）

ＧＭ：ちなみに、制限時間は一分。

ドル：ちょっ、待て待てっ！（笑）

フレア：ええ～、制限時間あるんですか!?

ＧＭ：はい、カウントダウンは始まっております。58、57、56……。

ドル：あー、これはあれじゃ！　すごく寒い闘技場で、トラップ解かい除じよに失敗するたびに一いち枚まいずつ服を脱ぬがなければならない。だが、決して笑ってはいけない……という試合じゃ（笑）。

ユーノス：そして一発逆転のチャンスもある、と！

ドル：そ、そうじゃ！　いかにも客が入りそうな試合じゃろう？

フレア：なるほど～。ドルさん、なかなか盛もり込こんできましたねっ。

ＧＭ：会議の場も「おお、面白いんじゃないですかねえ？」「我々、アルディオン出身者にはなかった着眼点だ」「さすがはコロシアムの本場から来ただけのことはある」と、反応は上々ですね。シルバードも、会場の空気に押され「……皆さんがそういうなら、アリなんじゃないゲバかねえ」と承諾する方向です。

ドル：よし！

セレネ：これで、没にはならないですね。宣伝度と注目度が決まるんですよね？

ＧＭ：はい。ちなみに、ワードと選手の相あい性しようも関係してきます。スカウトしている選手を参照して、最終的に決定してください。

セレネ：ええと……（チャートを見て）ドルさんの考えたタイトルは、宣伝度＋５、注目度が＋８のイベントになってますね。

ドル：おお、まあまあですな。

ＧＭ：その代わり、この案が採用されると皆さんに５Ｄの魔ま法ほうダメージが入ります（笑）。

ユーノス：ぶっ、さっそくですか（笑）。

ＧＭ：とまあ、こんな感じで決まっていきます。では、次行ってみましょう。




▼ユーノスの提案

ユーノス：では、今度はボクが振ってみましょう！

フレア：お願いしますよ、ユーノスさん！




　で、振ってみたところ……。




ユーノス：えー、結果は……〝マッド拳〟電撃滅殺マッチ！（一同笑）

セレネ：なんですかそれ!?

ドル：そもそも、〝マッド拳〟ってなんじゃ！（爆笑）

ユーノス：ギルド名決定チャートを振ることになっちゃったんですよ！　ボクの方が意味を訊きたいくらいだ！

セレネ：でも、すごくバイオレンスな感じだね。

フレア：ユーノスさん、夢と希望とかけ離はなれてますよ！（一同爆笑）

ユーノス：うーん、ボクの中にこんな衝しよう動どうが潜ひそんでいるとは……。

セレネ：えっと、ユーノスさんの提案したものは、宣伝度が＋２、注目度が＋10になりますが……全員が難易度14の【感知】判定に成功しないと、マイナス２になっちゃいますよ？

ユーノス：そ、それはなかなか難むずかしそうではありますね。

ＧＭ：で、これはどんな内容の試合なんですか？

ユーノス：……ええと、これはきっと〝マッド拳〟というギルドと、有刺鉄線を張り巡らせて電撃を流しあって滅殺し合う試合なんですよ！

セレネ：やっぱりバイオレンスじゃないですか！（一同笑）

ＧＭ：いわゆる、デスマッチというヤツですね。

フレア：それに、〝マッド拳〟ってどんなギルドなんですか？

ユーノス：ボクに訊かれてもわかんないですよっ!?（一同笑）

フレア：ええええ～!?

ドル：ワシもそうだった（笑）。自分でもわからんうちに試合の内容が決まるのじゃ。

ＧＭ：でも、わからないのなら仕方ありませんね、この案は没にすることに……。

ユーノス：ああああ～、待った!!　そう、〝マッド拳〟とは……「マッド拳さん」というこのギルドのギルドマスターにちなんだ名だったんですよ！

ドル：誰だよ！（一同笑）

フレア：人名だったんだ、マッド拳さん（笑）。

ＧＭ：「はて？　そんな選手、今までいたゲバか」とシルバードが言うと、主席者は顔を見合わせて「さ、さあ？」という表情をします（笑）。

ユーノス：いないなら今から名乗らせればいいんです！

セレネ：ああ、リングネームみたいなものですね。

ユーノス：そうそう、エリンディル東方で修行してきた凄腕の拳法家という設定にして、マスクも被ってもらいましょう。

ドル：確かに、悪役として通用しそうじゃな（笑）。

ＧＭ：んー、まあいいでしょう。没にはならず、案として通りました。

ユーノス：ふう……。でも、意外と油断なりませんよ、この会議……。

フレア：でも、なんだか楽しくなってきましたよ（笑）。

ＧＭ：じゃあ、フレアさんもやってみます？

フレア：はいはーい、やります！




▼フレアの提案

ＧＭ：では、フレアさん。いってみましょうか。

セレネ：お姉ちゃんの案に期待。わくわく（笑）。

フレア：はーい、振りまーす。




　ダイスを振った結果、フレアが提案した案は……。




フレア：〝滅殺極寒笑ってはいけない電撃爆破マッチ〟！（一同爆笑）

ＧＭ：これはまた壮絶なデスマッチですね……（笑）。

フレア：最後には断だん然ぜん爆破ですよっ！

セレネ：こ、濃ゆいなあ……でも、お姉ちゃんだから許される気がする（笑）。

ユーノス：許されないですよ!?（一同笑）

ＧＭ：しかし、すごい内容の試合だ……というか、こんな試合誰が出るんだ？

ユーノス：殺して冷やして爆破して……。

ドル：追おい討うちでさらに電撃を流す！（笑）

ＧＭ：しかも、笑ってはいけないという鬼おにのような仕様（笑）。

ドル：まあ、この試合内容で笑えるヤツはおらんだろう。

フレア：やっぱり、刺し激げき的てきなのが受けると思うんですっ！（力説）

ＧＭ：そ、そうですか（笑）。

セレネ：試合内容は、説明しなくてもいいですよね？

ＧＭ：ええ、まあ。思いつくかぎり過激にしたって感じですね。周囲の反応も「な、なるほど」「うーん、エリンディルではここまでするのか……」とフレアの提案を驚愕を持って受け入れています。シルバードも「なら、それにするゲバか？」と言ったりしています。

フレア：（我われに返って）……でも、これ馬ば鹿かっぽいよぉ～!?（一同笑）

セレネ：いや、でもお姉ちゃん、これ結構すごいかも！　宣伝度が＋12、注目度が＋15もされてるよ！　今までで一番高いんじゃない？

フレア：あっ、ほんとだ！（笑）

ユーノス：……ただし、リハーサルで受けるダメージも大きいですよ（笑）。

フレア：とりあえず、セレネちゃんのを見てから決めよう！（笑）

セレネ：そうだね。




▼セレネの提案

ＧＭ：最後に、セレネさんの提案をしてもらいましょう。ではどうぞ。

セレネ：はーい。よいしょ！　（ダイスを振る）あっ、これはシンプルになりそうですね。Ａ＋Ｂ＋Ａの順です。




　そして、その結果は……。




セレネ：こ、これは（笑）。

ＧＭ：さっ、報告をどうぞ。

セレネ：（恥ずかしげに）ええと……〝電撃ダンジョンお色気マッチ〟です！（一同笑）

一同：お色気きた──────っ!?

フレア：お、おお……違ちがった角度から来た！

ドル：セ、セレネお嬢様が、お色気を提案するとは……!?（一同笑）

セレネ：仕方ないんです！　出ちゃったんだから！（笑）

ＧＭ：実は、「お色気」は注目度が10もあるホットなワードです（笑）。

フレア：あ、やっぱり～（笑）。

ＧＭ：ただし、女じよ性せい選手をスカウトしていない場合、注目度は０になりますが……すでにライオン仮面少女がいるので大丈夫ですね。

ユーノス：つまり、ライオン仮面少女がお色気な格かつ好こうをしてくれると？

セレネ：それ、効果あるんですか？（一同笑）

ＧＭ：仮面を被かぶっていると効果を得られないとは書かなかったので、あるとします（笑）。

ドル：そもそもどんな試合なんじゃ、〝電撃ダンジョンお色気マッチ〟は？

セレネ：たぶん、水着でダンジョンをうろうろして、ときどき電撃でビリビリされるっていう試合なんじゃないですか？

ＧＭ：シルバードや商工会の幹かん部ぶも「おお！　なかなかキャッチーな試合ゲバねえ！」「なるほど、それがエリンディル流のやり方なんですね！」と身を乗り出します（笑）。

ユーノス：おい、親父おやじども！（爆笑）

フレア：お色気だと、皆さん食いつきがいいんですね。

セレネ：でも悲しい！　何が悲しいって、提案したわたしにお色気がないってことが一番悲しいっ……!!（笑）

フレア：そんなことないよ、セレネちゃんは魅力いっぱいだよ！

セレネ：お姉ちゃんにはかなわないもん！（笑）

ＧＭ：なお、こちらは宣伝度マイナス１、注目度＋18です。

フレア：注目度、すごい上がるね！

セレネ：うん、＋18されるね（一同笑）。

フレア：さっすがセレネちゃん！　企き画かく力りよくがしっかりしてるね！

ユーノス：お見それしました（笑）。

セレネ：何ともいたたまれない気持ちになるんだけど……まぁ、お姉ちゃんがいるから大丈夫……かな？（笑）




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて、最後にみなさんが挑いどむ試合をどれにするか、決めてもらいましょう。

ドル：総そう合ごうして見た結果、フレアお嬢様の提案した試合が、もっとも注目度も宣伝度も上がりますな。ならば、フレアお嬢様の案を採用するのがいいかと。

セレネ：わたしも、お姉ちゃんの案がいいと思うな。

ユーノス：ボクも異い論ろんはありません。大いにやりましょう！

フレア：でも、わたしのはすごく大変そうですよ……？（笑）

ＧＭ：激はげしいですからね（笑）。

ドル：どのくらいのダメージを食らうんじゃ？

ＧＭ：「爆破」は７Ｄの物理ダメージ、「電撃」「極ごつ寒かん」が５Ｄの魔法ダメージです。60点前後のダメージが出ますね。ちなみに、この場合《プロテクション》は使用不ふ可かとします。

ユーノス：ぐおっ、それはきつい……！（笑）

ＧＭ：ただし、ダメージはそれぞれの防御力を適用できますよ。

セレネ：それなら、まだ何とかなるかも。

フレア：じゃあ……いろいろ会議をした結果、「過か激げきさを売りにしよう！」って方向になりました（笑）。

ＧＭ：これにて会議は終了です。お疲つかれ様さまでした！

一同：わ～、ぱちぱち～。

ＧＭ：……それでは、フレア提案の地じ獄ごくのデスマッチのリハーサルです！

フレア：ああ、実際これをわたしたちがやるんでしたね！

セレネ：……やだな～。ダメージ怖い……（笑）。

ＧＭ：「じゃ、リハーサルお願いしまーす。会場へ移動してくださーい」と、皆さんを係の人が案内します。

フレア：はーい。

ＧＭ：会場にやってくると、さっそく「爆破」の物理ダメージからリハーサルが始まります。

セレネ：ちょっ、いきなり!?

ＧＭ：というわけで、爆破っ！　ぼかーん！

ドル：ぎゃー！（笑）

ＧＭ：（ダイスを振る）うっ、24点!?　これじゃあフレアに通らない……。

フレア：うん、鎧よろいは着てないけど、かきーんですよ！

セレネ：あ、わたしも21点も防ぼう御ぎよ力りよくがあるから、３点しか通らない。

ドル：ワシも物理防御力は12点ある。12点食らうぞ。

セレネ：ちなみに、ユーノスさんの防御力は？

ユーノス：はっはっは、物理防御が９点しかないので、15点ダメージですよ（一同笑）。

ＧＭ：しかし、フレアが硬かてぇ……はっ!?　だからこそこんな過激な提案をしたのか！

フレア：いけるいける！　これぐらいいける！　次もどーんとこーい！

ＧＭ：くっ、ならば次は「電撃」と「極寒」！　10Ｄの魔法ダメージ！（ダイスを振る）




　今度はダイス目が走り、与あたえたダメージは42点。ユーノスには27点、ドルには36点、セレネには21点と順調にダメージを与え、ごっそり【ＨＰ】を減へらすことに成功する。

　ただひとり、フレアだけは……。




フレア：わたしは魔法防御力が30点だから、12点だけ通っちゃいます。何だか、言いだしっぺのわたしだけがぴんぴんしてますね（一同笑）。

ＧＭ：うぐぐ、フレアが無む敵てきすぎる……（笑）。

ドル：ワシらは、結構ボロボロだというのに（笑）。

ユーノス：フレアさん、自分が大丈夫だからいけると思ったんじゃないですかね（笑）。

フレア：うん！　いける、いけるよっ！（笑）

ドル：フレアお嬢様、き、厳きびしいですぞ……（笑）。

ユーノス：ううっ……こ、これは、腰こしに来る……ボロボロ（笑）。

フレア：（爽さわやかな笑え顔がおで）いい宣伝になってよかったねぇ～（一同笑）。

ＧＭ：というわけで、リハーサルの直後、〝滅殺極寒笑ってはいけない電撃爆破マッチ〟が行なわれ、感謝祭興行への期待が高まります。注目度、宣伝度ともに一気に上昇です。

一同：おおっ！

フレア：きっと、ライオン仮面少女さんやエメリーさんがこの試合で戦ったんですね（笑）。




　フレア提案の〝滅殺極寒笑ってはいけない電撃爆破マッチ〟は大きな評判となった。

　感謝祭には、これ以上の催もよおしが用意されるだろうと民みん衆しゆうの期待は高まっていく。

　結果、宣伝度が18、注目度は25まで上昇した。




ドル：おお、結構進んだのう。これならば別なことに集中ができそうじゃな。

フレア：やった～、すごいたくさん来てくれたよ～！

ＧＭ：マチュアも「こんなに宣伝できるとは！」と驚おどろくほどの盛せい況きようぶりでした。

ユーノス：そ、そうですよね……きらーん（笑）。

ドル：その代わり、フレアお嬢じようさま以外はわりとダメージを受けておるからな。

フレア：わたし、ピンピンしてます。

ＧＭ：実際に試合に出たエメロードとライオン仮面少女もボロボロでしょう（笑）。

フレア：ああっ!?　で、でも皆さんに喜んでもらうためですからっ！

セレネ：あとでお礼言っておこう……（笑）。

ＧＭ：……とまあ、盛り上がりを見せたところで、三日目は終了となります（笑）。




現在のコロシアム経けい営えい状態（三日目）

　宣伝度18　注目度25







◆Middle 09◆四日目・コロシアム運営その三




　フレアの考えた宣伝試合は大成功に終わった。だが、宣伝活動はこれからが本番だ。

　ゴルドレイ商会にいたというシルバードのことも、調べなければならない。

　感謝祭まで、あと三日───。




ＧＭ：さて、四日目となりました。決まった人から、行動の宣せん言げんをお願いします。

ユーノス：宣伝度がかなり上がっていますよね？　イベントで何か変わったりします？

ＧＭ：はい、「どんどんポスターを刷すり増ましして宣伝しよう」ということで、【器用】に変へん更こうとなります。難なん易い度どは15です。

ユーノス：おお、難易度が急きゆう激げきに上がりましたね。

ドル：これはフレアお嬢じよう様さまがやったほうがいいでしょうな。

ユーノス：そうですね、フレアさんは【器用】が高いですから。

フレア：わたしが刷っては貼はって、刷っては貼はってをすればいいんだね！

セレネ：うん、お姉ちゃんはポスター貼りをお願いね。

フレア：うん！　バリバリやるよ～！

ＧＭ：じゃあ、それぞれの判定をしていきましょう。




▼フレア───宣伝活動

ＧＭ：では、フレアさんからどうぞ。

フレア：はーい。えいっ！（ダイスを振ふる）……うわっ、ぎ、ぎりぎり！（笑）　３しか出なかったから、15ぴったりです。

ＧＭ：それですと、進行値ちは１しか上じよう昇しようしませんね。

フレア：ふ、振り直しする？

ドル：いやいや、よいと思いますぞ。進行値は結けつ構こう上がっておりますからな。

フレア：みんなごめんっ、うまく貼れなかったよぅ～！

セレネ：お姉ちゃんも疲つかれてるんだよね……（笑）。

ドル：昨日のリハーサルの疲れが残っているのでしょうな。

フレア：おっかしいなぁ～。意外と疲れてたのかなぁ？

ＧＭ：さて、これで進行値は19に上昇しました。

フレア：じゃあ、わたしの宣伝活動終わり！




▼セレネ───情報収集

セレネ：よし、次はわたしが情報収集を片かた付づけちゃおう。残っている項目は？

ＧＭ：「シルバードについて」ですね。

セレネ：はい、というわけで「シルバードについて」を調べます。うりゃっ！（ダイスを振る）……ぴったり20で成功です。

ＧＭ：おお、では以下の情報がわかります。




シルバードについて

　バルムンク・ノヴァの一員で、ふたつ名は〝債権クレジットクレーム〟。

　どこからか貸かし金きんを調達してはそれを貸し付け、利子で儲もうけたり、債権を売買している。

　現げん在ざいは、コロシアムの赤字を拡かく大だいさせるため、さまざまなヘクスフォードの資し産さんを差さし押おさえている。その目的は、資産を買い取り、ヘクスフォードの支し配はい権けんを奪うばうこと。最終的に、ヘクスフォードをバルムンク・ノヴァの拠きよ点てんにしようとしている。




フレア：コロシアムの赤字を大きくして、町ごと買い取る気なんですね。

ドル：そのために、ポスターはがしなんて地味なこともちゃんとやるのか（笑）。

フレア：地に足つけてますね！（笑）

セレネ：それにしても……やっぱり、バルムンク・ノヴァだったんだ。

ドル：ゴルドレイの部下だったわけだしな。こんな経歴で、バルムンク・ノヴァの一員ではないと考える方がおかしいじゃろう。

ＧＭ：シルバードはゴルドレイを師し匠しようとして仰あおぎ、心しん酔すいしていたようです。

ユーノス：ボクが言うのもなんですが、あんなヤツに心酔していたんですか（笑）。

ＧＭ：妨害者を突き止めたので宣伝度マイナス20はなくなりました。「強いのは債権だゲバ！」と常つね々づね言っており、借金を利用して敵てきを追おい詰つめることを得意としています。

フレア：いかにもな悪者じゃないですかっ！

セレネ：〝債権〟っていうふたつ名なのか、嫌いやだなぁ（笑）。

フレア：わたしたち、常々借金とは縁えんがあるねぇ。

セレネ：そうだねぇ……（笑）。




　しみじみと頷きあうコロローナ姉し妹まいであった。




ＧＭ：さて、シルバードについては以上です。情報項目はこれですべて開かれました。

セレネ：これで、わたしの行動は終了ですね。




▼ユーノス───クライヴに会いに行く

ユーノス：では、ボクは情報にも出てきたクライヴさんに会いにいきましょう。

フレア：そういえば、クライヴさんってどんな人なんですか？　黒くろ髪かみで不良っぽくて、イケメンで独どく身しん男だん性せいだってことはわかったんですけど……（一同笑）。

ユーノス：彼かれはもともとレイウォール派はで、メルトランドの人間が嫌きらいだったんですが、『デスマーチ』で起きた事じ件けんのあと、少し考え方が変わったんですよ。

ＧＭ：今回の独どく立りつにあたって、「レイウォールもメルトランドも関係ない、俺おれたちはヘクスフォード人だ」という考えになったようです。きっと風雲児を尊そん敬けいしていると思いますよ。

ユーノス：基き本ほん的てきに真ま面じ目めで、受けた恩おん義ぎを忘わすれない、義ぎ理り堅がたいやつなんですよ。

フレア：なるほど、いい人なんですね！

ＧＭ：はい、いい人です（笑）。

ドル：確かに、ここはユーノスが会いにいくのが一番じゃな。なんせ、プレイヤーのかわたなが作ったＮＰＣだからな（笑）。

ユーノス：そういうことなので、ぜひ行きたいところですが……地に足がついていないボクが行っても、話がかみ合わないんですよねぇ。どうしましょう？（一同笑）




　そんなことを訊きかれましても（笑）。




ドル：なら、ワシが行くか？

ユーノス：いやいや、やはり行きましょう！　まだかみ合わないと決まったわけじゃない！

ＧＭ：では、クライヴが働いている港にユーノスがやって来ました。船から荷下ろしをする若い衆を指揮して働いているクライヴがいます。

ユーノス：ふわりと降おり立たちながら言いましょう。爽さわやかな風に吹ふかれ、この港で人々のために働くキミのことを、ひとつ歌って差し上げますよ～。

ＧＭ：「なんだ、あんた？　歌だったら、夜の酒場で歌いな。ここは働く場所だ」

ユーノス：たまには、仕事の疲れをコロシアムにでも来て癒いやしてみてはどうでしょう？

ＧＭ：「……あんた、感謝祭を盛もり上あげようとしているコロローナ商会の人なのか？」

ユーノス：そのとおり！　マチュアさんという、この町を盛り上げようとしている少女の苦く境きようを聞き、義ぎによって助すけ太刀だちをしようとしている天使とその仲間たちさ！（一同笑）

セレネ：相変わらず、ユーノスさんは言うことがふわふわしてますね……（笑）。

ＧＭ：「マチュアか……あいつ、がんばってるよな。訳わけのわからんヤツが来ても、嫌な顔ひとつせずにさ」（一同笑）

フレア：そうですよね、マチュアさんはがんばってます。

ドル：うむ、ユーノスとエメロードのふたりを抱かかえておるのに嫌な顔ひとつせん（笑）。

ユーノス：（気にせず）そう、闘とう技ぎ場じようには続々と名のある戦士たちが集まっている。だが、中でも一いち押おしなのが……フレアとセレネ姉妹に率ひきいられたコロローナ商会！

ＧＭ：「おお、聞いたことあるぜ、エリンディルの有名選手なんだってな」

ユーノス：「ええ、マチュアさんも努力していますから大変よい試合になると思いますよ」

ＧＭ：「そうか。なら俺もマチュアのために、一ひと肌はだ脱ぬいでやろうじゃないか」

ユーノス：おっ、もしかして何かボーナスがあるイベントだったりします？

ＧＭ：はい、クライヴが協力してくれた結果、注目度が＋５されます。

一同：おおっ！

ユーノス：じゃあ、ここで若わかいやつらが「クライヴさん！　今度のチケットは、クライヴさんのおごりっすね！」と言ったりするんですね。

ＧＭ：ええ、クライヴは「まったく、しょうがねぇなあ」と苦笑します。

ユーノス：すばらしい！　キミは本当にいい人ですねぇ。

ＧＭ：「せっかくの感謝祭だからな。それに、みんなにも娯ご楽らくは必要だろう。娯楽があって、この町が活気づけば、人の流れもできて金のめぐりもよくなるだろう」

ユーノス：まったくもってそのとおり。では、マチュアさんに話を通して、特別興行のいい席のチケットを、キミに優先して回すよう仲ちゆう介かいしてあげようじゃないか。

ＧＭ：「おう、助かるぜ。それじゃあ、ここにいる船乗りたちにも宣伝しておこう」

ユーノス：キミの協力に感かん謝しやを。ぽろりーん♪

セレネ：……これで、現在の、宣伝度が19、注目度が30……かけると[image: ]ですね。

ドル：あと約五〇〇万Ｇか。宣伝度と注目度、両方とも30はほしいところじゃな。




▼ドル───ＮＰＣヘッドハンティング

ＧＭ：最後はドルの行動です。どうしますか？

ドル：うむ、ワシは選手のスカウトに行こう。そうだな、「ピアニィを連れてくるのが一番いい」と自分で言っていたとおり、リージュを狙ねらおう（笑）。

[image: ]

フレア：有名人に似にているならスカウトしたほうがいいですよ！

ドル：そして顔に仮か面めんをかぶせよう。ピアニィ陛へい下かは行方ゆくえ不明のままだから「行方不明のあの人物でしょうか！」という広告が打てるぞ。

フレア：それは注目度ばっちりですね！

セレネ：わたしの中のリージュさんが、「仮面だけでいいんですか？　目め隠かくししても撃うてますよ！」って言ってます（笑）。

フレア：目隠しして!?　すごいっ！（笑）

ドル：おおっ！　それだ！　縛しばったユーノスの頭の上に林りん檎ごをのせ、リージュが目隠しをしたまま林檎を撃うち抜ぬくのじゃ！　これは受けるぞ！

ユーノス：きっちり心しん臓ぞうを撃ち抜かれると思うんですけどねっ!?（一同笑）




　ありそうで怖こわいです。




ドル：よし、リージュをスカウトしよう。

ＧＭ：了りよう解かいしました。ビルベリにある領りよう主しゆの館やかたに向かうと、ピアニィそっくりの少女、リージュが出で迎むかえてくれます。「ええと、どちらさまでしょう～？」

ドル：ワシは、ヘクスフォードにあるコロシアムの関係者じゃ。感謝祭で行なう特別興行の試合に出てくれる選手を探さがしておるのですが……。

ＧＭ：「コロシアムっていろんな戦せん闘とうができるところですよね？」と目を輝かがやかせます（笑）。

ドル：うむ、そのとおりですじゃ（笑）。

ＧＭ：「あたしが選手として、ですか？」ということで、難易度10の【感知】判定を行なってください。

ドル：（ダイスを振る）８、達成値17じゃ！

ＧＭ：おお、超ちよう余よ裕ゆうですね。リージュはにこにこしながら「はい！　ぜひやらせてください～！」とうなずきます。

[image: ]

フレア：やった！　すごい人が来る～！　楽しみになってきた！

ドル：うむ、よかった。……ちなみに、こちらはあくまでも模も擬ぎ戦せんですからな？（笑）

ＧＭ：「は～い。殺さなければいいんですよね？」（一同爆ばく笑しよう）

ユーノス：ちょっ!?　さっそく物ぶつ騒そうなこと言ってますよ！

セレネ：きっと、ヒルダは渋しぶい顔をしますね（笑）。「申もうし訳わけないが、あまりビルベリの名を売ることは考えていないんだ」って。

[image: ]

ＧＭ：確たしかにリージュの容よう貌ぼうは各国から注目されていますからね。

ドル：ヒルダさんや、ご安心ください。ちゃんと仮面をかぶって顔を隠しますから。名前ですが、ビルベリ仮面とかにします？（笑）

セレネ：それだとビルベリの名が売れちゃいますよ（笑）。

ドル：それでは……殺意仮面ならどうじゃ!!（一同笑）

フレア：殺意仮面!?　か、かっこいい～!!

ＧＭ：……かっこいいんですかね？（笑）

ユーノス：それだとライオン仮面少女とかぶりますから……いっそ、マスク・ド・殺意というのはどうでしょう？

一同：マスク・ド・殺意っ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）

フレア：急にお洒落しやれな感じに！　すてきっ！

ＧＭ：……お洒落なんですかね？（笑）

セレネ：（リージュになって）「は～い、マスク・ド・殺意ですね。わかりました～」（笑）

ＧＭ：ヒルダも「……ま、まあ、顔と名前さえ出さなければ……」と言ってくれます（笑）。

フレア：納なつ得とくしてくれてよかったー（笑）。

ＧＭ：リージュは喜んで選手になってくれました。注目度は＋５、宣伝度も＋５されます。

セレネ：おおっ、進行値が結構動きますね。現在、宣伝度が24、注目度が35です。

フレア：マスク・ド・殺意、強し！

ＧＭ：ＦＳ判定は21以い降こう、難易度は３ずつ上がっていきます。判定は【精せい神しん】16になります。

ドル：16か……今後は、選手をスカウトして宣伝度を上げていかないと駄だ目めそうじゃ。

ユーノス：さっきはビラを貼りまくったわけですが、どんなイベントになりますか？

ＧＭ：「ここからは最後のがんばりだ、思いはきっと届とどく！」……ということで気持ちをこめて宣伝活動を行なう、というイメージです。

ユーノス：なるほど、わかりました。ららら～♪　ビラを貼って～、ビラを貼って～♪

セレネ：一いつ軒けん一軒にチラシを渡わたしに行ったりするんですね。

ユーノス：「うちはそういうのいいですから！」「いや、そんなことをおっしゃらず！」なんてやり取りをするわけです（一同笑）。

ドル：押おし売うりみたいになっとるぞ。

フレア：あはは（笑）。

ＧＭ：といったところで、四日目が終しゆう了りようします。




現在のコロシアム経けい営えい状じよう態たい（四日目）

　宣伝度24　注目度35







◆Middle 10◆五日目・モンスターハント




　せっかく強い選手がいるなら、モンスターバトルを入れてみよう───。

　話し合いの最中に出た案をきっかけにして、モンスターハントに出かけたフレアたち。

　どうせならば、強いモンスターを捕つかまえたいところである。




ＧＭ：というわけで、五日目はモンスターバトル用のモンスターを狩かりに行くことになりました。話し合いで出たモンスターバトルの案が、商工会のかたがたに大受けしたためです。

ドル：ライオン仮面少女やマスク・ド・殺意に、モンスターと戦ってもらったりすれば、対人とはまた違ちがった面おも白しろさが出るからな。

セレネ：それで、モンスターを捕まえるのにはどうすればいいんですか？

ＧＭ：まず、捕まえられるモンスターは次の三体です。




・ブラスドラゴン　　　注目度30　　捕獲目標値90

・城じよう門もん型がたゴーレム　　　注目度25　　捕獲目標値75

・ペリュトン　　　　　注目度21　　捕獲目標値63
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[image: ]




フレア：ふむふむ、このどれかを選んで捕まえるんですね。

ＧＭ：そのとおりです。捕まえるためには、ＰＣ全員の得意な能のう力りよく値ちで判定し、その合計が対象のレベルの三倍を超こえる必要があります。

ユーノス：目もく標ひよう値ちはブラスドラゴンが90、城門ゴーレムが75、ペリュトンが63ですね。

ＧＭ：はい、そのようになります。なお、判定に失敗した場合、捕ほ獲かくに失敗することになり、このシーンでボーナスを得られなくなります。

セレネ：確かく実じつに捕まえられるのを狙ねらうか、高いやつにするか……。

ドル：一番低いのでいいと思いますぞ。あと二日ほど残っておりますし、なにぶん特別マッチの宣伝効こう果かが効きいている……（一同笑）。

セレネ：じゃあ、確実に成功できるペリュトンを狙ねらいましょう。

ＧＭ：わかりました。それでは、自分が一番得意な能力値で判定してください。なお、クリティカルの場合は達成値20とします。

フレア：よーし！　捕まえろーっ！




　それぞれが得意な分野ということで、フレアは【器用】、ドルとセレネは【知力】、ユーノスは【精神】での判定となった。

　その結果、フレアとドルが続けて19点、セレネは《ファミリア》の効果も合わせて21という高い数すう値ちを出し、万が一のためにフェイトを残していたユーノスは、フェイトを使わずに安心して判定することとなった。




ユーノス：よっ！　（ダイスを振る）６なので、達成値18！

ドル：よしよし、よくやった。

ＧＭ：さて、合計いくつになりましたでしょうか？

セレネ：えーと……これで77です！

ＧＭ：すばらしい、余よ裕ゆうでペリュトンを捕獲できました。注目度21獲かく得とくです！

フレア：おおーっ。注目度、結構上がりましたね！

セレネ：これで注目度が56で、宣伝度が24だよ。掛かけ算ざんすれば１３４４になるから……今のままでも一〇〇〇万Ｇはクリアしてるね。

ドル：ですが、客足係数もありますし、油ゆ断だんはできませんぞ。

セレネ：そうですね。

フレア：でも、だんだん評ひよう判ばんが上がってきてますよ！　よーし、ラストスパートです。




＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：さて、ここでちょっとイベントを挟はさみましょう。みなさんがモンスターハントから帰ってくると……シルバードが訪ねてきます。

フレア：シルバードさんが？

ＧＭ：シルバードは、順調なみなさんの様子を見て「コロシアムも大いににぎわっていいるゲバね。宣伝も順調なご様子。これならば、赤字も解かい消しようできそうでゲバねえ？」。

フレア：ええ、そうですね。おかげさまで！

セレネ：それで、いったい何のご用よう件けんでしょう？

ＧＭ：「ええ、コロシアムの宣伝活動に、ぜひ私わたしも協力したいと思うゲバ。コロローナ商会と対戦するにふさわしい選手を連れてきたゲバよ」

フレア：おおーっ。

セレネ：ど、どんな人ですか？

ＧＭ：三角の頭ず巾きんをかぶった四人組で、パッと見た限かぎり顔は分かりません。

ドル：……前も三角の頭巾かぶったやつが出てこなかったか？（笑）

セレネ：ドリルっぽい三角……？（笑）

ＧＭ：「きょーっ、きょっきょっ！」と首をコキコキさせながら笑います（一同笑）。

フレア：何その笑い声!?　またキャラが強そうな！

セレネ：……ああ、またヘンなキャラだよ（一同笑）。




　それは、きっと気のせいです。




ＧＭ：「当日に一試合、彼らと戦ってみてはいかがでゲバ？　盛もり上あがると思うゲバよ」と、連れてきたシルバードもかなり自信満々です。

フレア：いやぁ、協力的でありがたいですねぇ～。

セレネ：（ぼそっと）……まあ、お姉ちゃんがいる限り、うちのチームが勝つけどね。

ユーノス：そうですとも！　我われ々われには、コロシアムを制せいした英えい雄ゆうの姉し妹まいがいますからね！

ＧＭ：「ほほう？　すごい自信でゲバな」

フレア：わたしたち、チームを組んで長いですからね。絆きずなの強さが違ちがいます！

ＧＭ：「ほう、なるほど。これはなかなか楽しい試合になりそうでゲバ」

ドル：ところで、シルバードさんや。

ＧＭ：「うん？　何でゲバ？」

ドル：風雲児の行方ゆくえについて、何かご存ぞんじありませんかな？

ＧＭ：「いやぁ、私にもさっぱりゲバ。いったいどこへ行ってしまったのやら」

セレネ：……明らかにごまかしてるよね。

フレア：うん。怪あやしいねぇ。

セレネ：……ＧＭ、《インサイト》を使って、シルバードの言っていることがうそかどうか、判はん断だんすることはできますか？

ＧＭ：おお、ナイス判断ですね。もちろん、できますよ。セレネはフレアとの冒ぼう険けんの間に、相手の嘘うそを見み抜ぬく目を得たようですね（笑）。

フレア：わたしがあんまり人を疑うたがったりしないからなぁ。片かた方ほうが疑わないと、だまされっぱなし姉妹になっちゃう（笑）。

セレネ：純じゆん粋すいなお姉ちゃんを守るためだもん、これぐらいのことは当然です！

ドル：セレネお嬢様は【精神】も高い。お願いしますぞ。

セレネ：任せてくださいっ。

ＧＭ：では、難易度は20としましょう。相手も一ひと筋すじ縄なわではいきませんからね。

セレネ：それだと出目しだいかも……（ダイスを振る）きゃーっ!?　３Ｄで６!?　し、失敗しちゃった！　ええい、フェイト使って振ふり直しますっ！　出だし惜おしみしていられるか！

ＧＭ：判断がすばやい、さすがセレネさん（笑）。

ユーノス：おっと、ここは《カノン》を使いましょう。セレネさんの判定に＋１Ｄ～♪

セレネ：ありがとう、ユーノスさん！　（ダイスを振る）よし、達成値27で成功！

ＧＭ：では、風雲児の行方を尋たずねられたシルバードは、「知らないでゲバよぉ……」と言いつつも、よく見ると脂あぶら汗あせをかいていたり、目が泳いでいたりしています。

セレネ：……それ、本当ですか？

ＧＭ：「ほ、本当でゲバ」

ドル：連れ去られるところを見た、という目もく撃げき情じよう報ほうもあるんですが？　じろり。

ＧＭ：「あ、ああ、いやぁ、よく誤ご解かいされるゲバよ」

フレア：誤解？

ＧＭ：「私を恨うらんでいる人間はたくさんいるゲバ。悪意のある噂うわさには悩なやまされるゲバ」

フレア：そっか～、なるほど。疑われやすいのも大変ですね。

ＧＭ：「ええ！　大変でゲバ、大変でゲバとも！」

フレア：（満面の笑えみで）シルバードさん、誤解されそうなお顔ですもんね。

ＧＭ：「ぐっ……!?」

セレネ：……い、いけない、お姉ちゃんは純粋に言っているのかもしれないけど、嫌みにしか聞こえないのが面白い！（一同笑）

ＧＭ：そ、そうね（笑）。

フレア：わたしは真ま面じ目めに言ってますよ？

ＧＭ：「それでは、私はこの辺で失礼するでゲバ。いやあ、当日が楽しみでゲバ。ゲッバッバッバ！」と笑いながら、三角頭巾たちを引き連れて立ち去ります。

セレネ：……（無言で怒りを蓄積している）

フレア：行っちゃったね……。

セレネ：かーっ！　何あれ！　宣せん戦せん布ふ告こくのつもりなの!?　ほんと面つらの皮厚あついんだから！　人のお父さんさらっておいて何よっ！　塩でも撒まいてやれ！　ぱっぱっ！

フレア：セレネちゃんが怒おこってる！（笑）

ドル：それにしても、何やら危あぶなそうなチームでしたな。

ユーノス：ええ、あの笑い声はともかく……（一同笑）。あのオーラ、只ただ者ものではなさそうでした。用心するに越こしたことはないでしょう。

ＧＭ：はっ、相手が強そうな演えん出しゆつをありがとうございます（笑）。

フレア：大丈夫ですよ！　わたしたちなら、絶ぜつ対たい勝てますって！

ユーノス：フレアさんが言うと、本当になりそうなのが不思議ですねぇ。

ドル：それが、フレアお嬢様の持つ力なんじゃろうさ。

ＧＭ：いい話にまとまったところで、五日目のイベントは終了となります（笑）。




現在のコロシアムの経営状じよう態たい（五日目）

　宣伝度24　注目度56







◆Middle 11◆六日目・コロシアム運営その四




　ヘクスフォードの町は現在、コロシアムで行なわれる試合の話で持ちきりだ。

　試合を盛もり上あげるのは選手の役目。フレアたちは、選手のスカウトに奔ほん走そうする。




ＧＭ：さて、ついに六日目となりました。感謝祭まで、残すところあと二日です。

セレネ：注目度と宣伝度は十分ですから、あとは選手のスカウトをしましょう。今のところ、ライオン仮面少女とリージュが来てるんですよね。

ＧＭ：はい、現在はそのふたりだけです。

ユーノス：全員でスカウトに行けば、最大で六人集まることになりますね。

フレア：わたしは【器用】か【筋きん力りよく】で判定できる人がいいなぁ。

ＧＭ：そうなると、リディルのスカウトが【筋力】の判定となります。バウエストンという領りよう地ちの領主様で、レイウォールの王様の従姉妹いとこなんですよ。

フレア：えっ!?　それじゃあ、貴き族ぞく様なんですか!?

セレネ：ですよ。

ＧＭ：ちなみに、リディルは藤ふじ井いさんのＰＣです（笑）。

フレア：おおっ、それは誘さそわなくちゃ！（笑）




▼フレア───ＮＰＣヘッドハンティング

ＧＭ：じゃあ、リディルをスカウトできるかどうかの判定を先にやっちゃいましょう。難易度15の【筋力】判定です。

フレア：えいっ！（ダイスを振る）お、６だ。16で成功です！

ＧＭ：おお、成功しましたね。……さて藤井さん、あとはお願いします（一同笑）。

セレネ：えぇーっ!?

ユーノス：丸投げしたぞ！（笑）

ＧＭ：いやあ、せっかくリディルのプレイヤーがいるのですから、俺が演出するよりやはりご本人にやっていただいたほうが（笑）。

セレネ：あうぅ、わ、わかりました。面おも白しろそうですし、やってみます（笑）。

ＧＭ：はっ、ありがとうございます（笑）。

フレア：うーん、どんな風にして説得したのかなぁ？

セレネ→リディル：【筋力】での判定ですから、実力を確たしかめるために、剣けんと棍こんで殴なぐり合ったんだと思いますよ（一同笑）。

ＧＭ：では、その辺を演出していきましょうか。




＊　　　＊　　　＊




フレア：じゃあ、わたしとリディルさんでお手合わせしてわかり合ったということで。ふう～、なかなかやりますね、リディルさん。

リディル：いえいえ、そちらこそ。楽しい試合でした。

ＧＭ：美少女ふたりが殴り合ってわかり合うとは、何という少年漫まん画が的てき展てん開かい（笑）。

ユーノス：美少女なのに少年漫画とはこれいかに（笑）。

フレア：リディルさんって意外と武ぶ闘とう派はなんですね。見た目とぜんぜん印象が違ちがうなぁ。

ＧＭ：ええ、外見は可か憐れんでかわいいですが、腹はらは結構黒いんですよ。

リディル：たんどーさん、何か言いました？（にこにこ）

ＧＭ：い、いえ、何も……（←目を逸そらしつつ）。

フレア：それにしても、何だかわたしたち、女の子ばっかり集めてますね～！（笑）

ユーノス：言われて見れば、確かにそうですねぇ（笑）。

ドル：逆ぎやくに、リディルのところは男所帯だからなぁ（笑）。

リディル：ええ、そうなんです。白はく髪はつのロマンスグレーな老人軍ぐん師しと、黒くろ髪かみ眼鏡めがねの生真面目きまじめ軍人と、ちゃらんぽらんな犬系けい男子が部下なんですよ（笑）。

ＧＭ：黒髪眼鏡のカルロスが「はぁ……また変な客が訪たずねてきた……」と嘆なげいたり、犬系男子のバヤンが「なぁに言ってるんだよ！」とか言ったりするわけですね（笑）。

リディル：カルロスの肩かたとか抱だいちゃいますねぇ、バヤンさんなら（笑）。
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フレア：きゅぴーんっ！

一同：反はん応のうした!?

フレア：素す敵てきなおふたりですね!!　リディルさんと意気投合しちゃいそうです！（一同笑）

ＧＭ：「は、放はなせ！　別に自分は貴き様さまと友達じゃない！」「水みず臭くさいじゃねぇか～、俺とお前の仲だろ～？」と、そんなことをやっているわけです（笑）。

リディル：うんうん、たんどーさんはわかっていらっしゃる……！（笑）

フレア：前は残念なＢＬしか出さなかったのに！

ＧＭ：ははは、「男子三日会わざれば刮かつ目もくして見よ」と言うではありませんか。

フレア：さすがですっ!!（一同爆笑）




　お褒ほめにいただき恐きよう縮しゆくです。




リディル：……そうだ、わたしじゃなくてふたりにチームを組ませるのはどうですか？

フレア：おおっ!?　いいんですか!?

ＧＭ：では、「で、殿でん下か!?　何をおっしゃいますか!?」とカルロスが慌ててますが、バヤンは「いいじゃん、面白そうじゃねーか！　いいよいいよ、かわいいお嬢じようさんの頼たのみだし、手伝ってやろうぜ！」とにこにこしています。

フレア：本当ですか!?　コロシアムには、ストーリーとキャラクターが不ふ可か欠けつなんですよ。みなさんまとめて来てくださると、非ひ常じように、非常～にっ！　ありがたいです！（一同笑）

ドル：力説しておる（笑）。

リディル：ええ、お話しはわかりました。最初のお話しとは異ことなってしまうかもしれませんが、そちらが許きよ可かを出してくれれば、わたしの部下を選手として派は遣けんしましょう（にこにこ）。

ＧＭ：リディルさん、うれしそうですね（笑）。

リディル：もちろんうれしいですよ！　あぁ～、わたしも見に行きたいなぁ～……。

ドル：すると、白髪の軍師はこう言うのだ。「リディル様、せっかくだから観戦に行ってくるとよいと思うぞ。留る守す番ばんはワシがしよう」

リディル：えっ、いいんですか？

ドル：（グレイになって）「何、構かまわんさ。たまには羽を伸のばしてもいいだろう」

リディル：す、すみません、グレイさん。お土産みやげ買ってきますからね！

ＧＭ：本当に盛もり上あがってますねぇ（一同笑）。

リディル：は、すみませんでした！　つい楽しくて……（笑）。

フレア：すっかりリディルさんと意気投合しちゃいました（笑）。

ＧＭ：ということで、リディルの部下であるバヤンとカルロスのコンビが、選手として参加します。グレイさんはお留守番です（笑）。
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ドル：うむ、ワシはそれでいいのだよ（←グレイのプレイヤー）。

フレア：……はっ！　帰りがすっかり遅おそくなってしまった！　急いで帰らなくちゃ！　リディルさん、ありがとうございました！

リディル：いいえ、こちらこそありがとうございました。あなたはとってもいい人ですね、いつでもここにいらしてください（笑）。

フレア：もちろんです！　またこのおふたりを見に来ますねっ！（笑）

ＧＭ：藤井さんも、ありがとうございました。

リディル→セレネ：はにゃ～、楽しかった～（笑）。本当にこのふたりが出ることになるとは思わなかったけど……（笑）。

ＧＭ：非常に面白い提てい案あんでしたので、採さい用ようさせていただきました（笑）。さて、ボーナスですが、このチームは宣伝度が３、注目度が７となっています。

セレネ：おお、やっぱり、リディルが有名だからかな。

ＧＭ：ちなみに、「爆ばく破は」と「電でん撃げき」のワードがあるごとに注目度が＋２です。

フレア：おおーっ!!　あのふたりが爆破されたり、ビリビリされたりするんですね！（笑）




▼ユーノス───ＮＰＣヘッドハンティング

ＧＭ：……さて、フレアの行動が終了し、他の人の行動になります。

ユーノス：ふーむ……ここはせっかくですし、ボクがベルフトのスカウトを試みましょう！

フレア：ああ、お願いします、ユーノスさん！

ＧＭ：では、ベルフトに会えるかどうか判定しましょう。【幸運】の難易度16です。

ユーノス：フェイト１点って判定しますよ。一か八か、行けると信じて勝負っ！（ダイスを振る）す、すごい駄目だった……。出目が１、１、２……（笑）。

ドル：やるな、ユーノス！　ぜんぜん駄目じゃ（一同笑）。

ＧＭ：では、噂を聞いて行ったものの、本人に会うことはできませんでした（笑）。

ユーノス：そうだ、こうしましょう。妖よう魔まも出る危き険けん地帯で道に迷まよってしまったボクは、偶ぐう然ぜん出会った謎なぞの大男に助けられ、人里に送ってもらうんです（一同笑）。

ＧＭ：しかし、名を訊たずねても教えてはもらえないんですね（笑）。

ドル：よかったな、ベルフトに会えて。演出だけど（一同笑）。

ユーノス：仕方がないので、『○○山にて原人ベルフトを目撃！』とか、そういうよくわからない記事を書いてみました（笑）。

セレネ：何だかＵＭＡ未確認動物みたいな扱あつかいですね……（一同笑）。

ユーノス：というわけで、ボクの行動はこれで終了です。残念。




▼ドル───ＮＰＣヘッドハンティング

ＧＭ：さて、次はドルですね。

ドル：うむ。ワシはせっかくじゃから、投稿キャラクターを選んでみよう。このドゥンケルというヤツじゃ。




ドゥンケル（18歳さい／男／ヒューリン　投とう稿こう者しや：平野芳典さん）

　騒さわがしく元気いっぱいの熱血男子。しかし、冷れい徹てつな表ひよう情じようをすることがある。ナックルガードに道着という格かつ好こうで大陸をさすらうストリートファイター。その正体は、クラウド・シャドウの密みつ偵ていである。
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ユーノス：ほう、密偵ですか。

ＧＭ：まあ、密偵という正体はＰＣには明かされませんが。

ドル：強いヤツと戦うストリートファイターなら、申し分ないじゃろ。

ＧＭ：「おお、俺に戦えっていうなら実力を見せてみな！」というわけで、難易度14の【敏びん捷しよう】判定をお願いします。

ドル：【敏捷】は得意じゃ。ニンジャだからな！　反はん復ぷく横飛びで勝負じゃ！（一同笑）

フレア：反復横飛び!?（笑）

ユーノス：一分間に何回往おう復ふくできたかで勝負を競きそう……んでしょう、たぶん（笑）。

ＧＭ：「望むところだ！」ということで、判定をどうぞ（笑）。

ドル：とうっ！　（ダイスを振る）うむ、17で成功じゃ！　ワシの勝ちじゃな！

ＧＭ：「さ、さすがニンジャだ……参った！」ということで、ドルのスカウトに応おうじ、参加してくれます。注目度は＋１Ｄですので……（ダイスを振る）４。宣伝度は２です。

セレネ：これで宣伝度が30、注目度が67です。

ＧＭ：これは高い！　かなりいける数字ですね。

フレア：やったぁ～！




▼セレネ───ＮＰＣヘッドハンティング

ＧＭ：最後はセレネの行動です。

セレネ：わたしもせっかくですし、投稿キャラクターさんから選ぼうと思います。じゃ、このアイシア・クラーリンさんをスカウトしてみましょう。




アイシア・クラーリン（17歳／女／ヒューリン　投稿者：[image: ]Ｐさん）

　茶ちや髪ぱつショートヘアのどこにでもいそうな女の子。初めての冒険で筋力が上がる木の実を食べた結果、木の実中毒となっていつも木の実を食べている。天然な性せい格かくだが、怒っているときはにっこり微笑ほほえむ。回かい避ひを重じゆう視ししたニンジャで、武ぶ器きは短たん剣けん。
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セレネ：こういう、素す早ばやいタイプもいた方がいいと思うんです。

ドル：なるほど。ワシと同じニンジャですからな。

セレネ：（ダイスを振る）達成値は10、よ、よかった……成功しました。

ＧＭ：すばらしい。では、無事にスカウトすることができました。このキャラクターの宣伝度は０、注目度は＋４となっています。

ユーノス：とすると、宣伝度が30、注目度が71になりますね。

セレネ：これはうまくいきそう。計算してみると……２１３０！

ＧＭ：ぶーっ!?（笑）　返へん済さい分ぶんどころか、大幅な黒字まで出そうな勢い!?（笑）

フレア：よーし、ラストスパートだね！　がんばろう！

一同：おーっ！




現在のコロシアム経営状態（六日目）

　宣伝度30　　　注目度71







◆Middle 12◆囚とらわれの風雲児




　彼は静かに座すわり込こんでいた───。

　案じるのは、娘むすめたちのこと。そしてヘクスフォードの町のこと。

　だが、それも中ちゆう断だんせざるを得なかった。彼を閉とじ込こめた張ちよう本ほん人にんがやってきたのだ。




ＧＭ：さて、七日目を始める前にマスターシーンが入ります。

フレア：おおっ、何が始まるのかな？

ＧＭ：まず、薄うす暗ぐらい部屋の中に、何者かを引き連れたシルバードが入ってきます。

ドル：シルバードというからには、例の三角頭巾のやつらかな？

ＧＭ：まさにそのとおりです。「まさか、あの姉妹があそこまでがんばるとはな」「ふむ。このままだと、赤字を解消してしまうのではないか？」と三角頭巾が話しているわけです。

フレア：ふふーん、余裕ですよ！

セレネ：このまま一気に解消しちゃうよ（笑）。

ＧＭ：シルバードも「このままコロシアムの赤字を抱えて破は綻たんするかと思ったが、案外がんばるものでゲバ」と言っています。

フレア：これが風雲児力です！

ＧＭ：「もはや人が集まってしまうことは防ふせぎようがないでゲバ。ならば、人が集まったところで大きな悲ひ劇げきが起きればいいでゲバ」そしてシルバードがにやり、と笑い、鉄てつ格ごう子しの前で足を止める。

セレネ：鉄格子……？

ＧＭ：そう。どうやらこの部屋は牢ろう屋やになっているらしく、シルバードが止まった場所の向こうに、誰だれかが囚われています。

フレア：えっ!?

セレネ：も、もしかして……お父さん!?




「キミの娘たちはがんばりすぎたんでゲバ、風雲児くん──」

　格子越ごしに、シルバードとその男の視し線せんが交こう錯さくした。

　囚われの身であるというのに、その目から光は消えていない。

　さすがは、クラン＝ベルの風雲児と呼よばれた男であった。




フレア：やっぱりお父さんだ！

セレネ：お、お父さん、何か言い返すかな!?

ユーノス：そう言えば、直ちよく接せつ会話する場面はシリーズでも描えがかれてなかった（笑）。

セレネ：わたしの幼おさない頃ころの回想シーンでしゃべったくらいです。




「……ほう？　コロローナ姉妹は負けない、とでも言いたそうでゲバね」

　あえてシルバードは笑みを深めてみせた。




セレネ：あああ、最後までしゃべらない演出ー!?（一同爆笑）

ＧＭ：はっはっはっ。

フレア：たんどーさん、引ひっ張ぱりすぎですよ！




「だが、果たしてこの〝債権クレジットクレーム〟のシルバードに、キミの娘たちが勝てるゲバかねえ？」

　絶対の自信と共に、シルバードは言い放った。

　高らかに笑い声と靴くつ音おとを響ひびかせ、シルバードは去っていった。




ＧＭ：……と、シルバードが牢ろうの前から去ったところでマスターシーンが終了します。

フレア：むーっ、絶対勝つぞ！

セレネ：そうだね、さっさと勝って、お父さんを助け出そう！







◆Middle 13◆七日目・メインイベント特別マッチ編成企画会議




　いよいよ翌よく日じつに迫せまった感謝祭。大おお勢ぜいの人が心待ちにしてくれている。

　だからこそ、その期待に応こたえられるような試合内ない容ようにしなければならないだろう。

　メインイベントの特別マッチを企画する会議は白熱の予感を漂ただよわせていた……。




ＧＭ：いよいよ七日目、メインイベント特別マッチ編成企画会議が行なわれます。

一同：わーっ。

ＧＭ：この会議では、感謝祭特別興行でのメインイベントの試合内容を決めていくことになります。もちろん、メインイベンターはコロローナ商会です。

セレネ：そうなりますよね～。

フレア：わたしはやりますよ、どんな相手でも！

ＧＭ：シルバードも何食わぬ顔で参加しており、商工会の皆さんも「いやぁ、この間は盛り上がりましたからね！」「今度はどうします？」「やっぱりお色気ですよ！」「お色気は惜おしかったですよ！」と手て応ごたえを感じて和気あいあいとしています。

ユーノス：こいつらに危き機き感はないのか（笑）。

ＧＭ：わりと順調に赤字解消できそうな見み込こみですからねー。

セレネ：商工会の皆みなさんに、エリンディル大陸の方々と同じにおいを感じます（笑）。

ＧＭ：さて、メインイベントの特別マッチですが、これは三日目の会議と同じ方法で決めます。ただ、皆さんで順々に振ふっていって、ひとつの試合を提案する形となります。

ドル：前はひとりひとり提案したが、今回はコロローナ商会の総そう意いになるんじゃな。

ＧＭ：そういうことです。ちなみに、今回はリハーサルはないのでダメージを受けるワードがあっても気にしなくていいです。さあ、皆さん順々に振っていってください。

セレネ：どうなるかな？　わくわく♪




　そして、ダイスを振っていった結果───。




一同：〝極ごつ寒かん笑ってはいけない飛び入り歓かん迎げい灼しやく熱ねつ現げん金きんつかみ取りマッチ〟！（爆笑）

セレネ：何ですかこれ～!?

ドル：こ、これはひどい……。

フレア：現金つかみ取りで、飛び入り歓迎なんですね!?（笑）。

ＧＭ：「飛び入り歓迎」と「現金つかみ取り」がそろうと宣伝度が２上がりますよ！

フレア：なんですと～！（一同笑）

ユーノス：「現金つかみ取りだと!?」「よっしゃ！　俺も出るぜー！」となるんですね？

ＧＭ：まさに（笑）。なお、「現金つかみ取り」があると、目もく標ひよう金きん額がくにプラス一〇〇万Ｇされますが……まあ、今のところ問題なさそうですね（笑）。

セレネ：あるとうれしいワードってことですね（笑）。

ＧＭ：ここで変更したいワードがあれば、今回は【精神】判定で振り直しができます。

フレア：変更できるんですか？　うーん、変えるとしたら「笑ってはいけない」かな？

ドル：確かに、いまいち合っていないですな。

ＧＭ：了解しました。では、ここで「いや！　〝笑ってはいけない〟は譲れないゲバ！」と、シルバードが主しゆ張ちようします。

フレア：あっ、会議だから反対意見もあるんですね！

ＧＭ：ええ、会議らしいでしょ？　これは説得となりますので、判定には《オピニオン》の効果が有ゆう効こうですよ。判定で15以上です。

セレネ：そっか、シルバードを言いくるめなくちゃいけないんだ（笑）。

ＧＭ：そういうことです。「ここは、断固これでいくゲバよ！」

フレア：楽しいイベントですから、「笑ってはいけない」は駄目ですよ！　みんなで笑ってお金をつかみ取ったほうがいいです！　（ダイスを振る）あら、低いなぁ。16です。

ＧＭ：それでも成功ですね。フレアの説得で、会議の空気も変わってきました。「くっ、仕方がないゲバ……」とシルバードは主張を引っ込めます。Ｃの項目を振り直せます。

フレア：はい、いきまーす。（ダイスを振る）３……「飛び入り歓迎」ですね。かぶりました。

ＧＭ：かぶった場合は、ワードはひとつに統とう合ごうされます。「ここを削けずって『飛び入り歓迎』だけにしましょう」「要よう素そは減へるけど、いいかな」ということになりました。

ユーノス：〝極寒飛び入り歓迎灼熱現金つかみ取りマッチ〟……悪くないですね。

ＧＭ：もう一度【精神】判定に成功すれば、もう一押しできますよ。

ドル：うーむ、飛び入り歓迎の場合、極寒灼熱は危険じゃないか？（笑）

ユーノス：戦い慣なれた人たちはまだしも、飛び入りだと一いつ般ぱん人じんも参加しますからねぇ（笑）。

セレネ：じゃあ、「灼熱」を振り直すことにしましょう。

ＧＭ：それでは、あらためて【精神】判定をどうぞ。

セレネ：次はわたしが振りますね。《オピニオン》も持ってるから、３Ｄ＋12で判定です。

ドル：おお、さすがはセレネお嬢様だ。【精神】判定ならば何でもござれ、ですな。

セレネ：（ダイスを振る）うっ、目が微び妙みよう……それでも達成値19！

ＧＭ：すばらしい。「やっぱりコロローナ姉し妹まいの言うことは聞いておかないとな」という流れになり、意見を押おし切きることができました。

セレネ：それじゃあ、「灼熱」を振り直し……（ダイスを振る）えい、４！

ユーノス：４だと……「トラップ」ですね。

ＧＭ：……〝極寒飛び入り歓迎トラップ現金つかみ取りマッチ！〟　これだとまだ実じつ現げん可か能のうな感じですね（笑）。

フレア：これなら大だい丈じよう夫ぶそうだね。字のバランスもいいし！

ＧＭ：さて、それでは宣伝度と注目度を合計してみましょうか。実は、「トラップ」のワードは難易度18のトラップ探たん知ちに成功するたびに宣伝度＋１です。

ドル：何、今度は判定に左右されるのか（笑）。

ユーノス：ふふふ、ボクは得意ですよ！




　……結局、トラップ探知の難易度18は難むずかしく、成功したのはユーノスひとりだけだった。

　宣伝度は＋１のみにとどまったが、注目度は＋13と大きく上昇した。




ＧＭ：……さて、これで七日間のコロシアム経営は終了です。翌日はいよいよ感謝祭です。

フレア：あっ、じゃあその前にひとついいですか？

ＧＭ：おっ、なんでしょう。

フレア：わたし、マチュアさんとお話ししたいんです。どうしてコロシアムをこんなに大切に思っているのか、聞いてみたいから。

セレネ：そうだね、わたしも聞いてみたい。

ＧＭ：わかりました、じゃあ次はマチュアと話すシーンにしましょう。







◆Middle 14◆七日目（夜）・コロシアムに賭けた夢




　いよいよ、明日は感謝祭である。

　この七日間、フレアとセレネにはやれるだけのことはやったという自信がある。

　夜更け過ぎ、ふたりはマチュアとともにコロシアムへの想いを語ることとなった。




ＧＭ：では、特別マッチ編成企画会議が終わった夜です。明日の試合に備え、選手たちも続々とヘクスフォードへやってきました。

フレア：そっか、明日はお祭りですもんね！　前日から盛り上がりますよね。

ＧＭ：ええ、感謝祭名物のアップルパイと七面鳥も用意されております（笑）。

フレア：わお♪

セレネ：盛り上がってきたなぁ。わくわく♪

ＧＭ：そんな中、マチュアは通路や観客席といったコロシアムの細かいところまで、ひとりで掃除に励んでいます。

セレネ：マチュアさんひとりでお掃除しているんですか？

フレア：だったら、お手伝いしなくちゃ！

ＧＭ：するとマチュアは「あっ、いいんですよ！　おふたりは大切な選手なんですから！　今日は試合に備え、ゆっくり休んでいてください」と慌てて止めます。

セレネ：でも、ひとりでコロシアムのお掃除なんて大変じゃないですか？

フレア：そうですよ、結構広いし。

ＧＭ：「いえ、掃除はもう大体終わっているんです。これは、気持ちの整理の問題でして」

ユーノス：ああ、自分でも何かしないといられなく気持ちになったんですね。

セレネ：その気持ち、わかるなぁ。

ＧＭ：「皆さん一生懸命ですから、私もこうしてできることをしようと思ったんです」

フレア：でも、マチュアさんだって一生懸命じゃないですか。

セレネ：そうですよ。赤字にも負けず、コロシアム存続のためにこれまでずっとがんばってきたじゃないですか。

フレア：がんばり屋さんですよね。

ＧＭ：「そ、そんなことはないです。私は、コロシアムが好きなだけです」

フレア：あっ、コロシアムを好きっていってもらえると、なんだかわたしも嬉しい（笑）。

セレネ：そうだね、コロシアムで戦ったエリンディル出身者としては。お父さんが迷惑かけちゃったのは申し訳ない気持ちになるけど（笑）。

ＧＭ：「そ、そんなことはないです！　風雲児さんのおかげです！」

フレア：でも、マチュアさんはどうしてコロシアムが好きなんですか？

ＧＭ：「それは……コロシアムから、夢をもらったからです」

ユーノス：おお、なんだかいい話になりそうな空気ですよ！

フレア：……夢？

ＧＭ：「はい、この大陸はおふたりもご存じのように戦争が絶えません。そんな時代だったから、初めはみんなもコロシアムっていうものが理解できなかったんです。戦いなんて、見飽きていましたから……」

セレネ：あっ、そうだよねぇ。どこでも戦争してるしねぇ。

ＧＭ：「でも、戦ったあとに選手たちがお互いの健闘を讃たたえ合い、みんなもそれに拍手を送る、そんな光景に感動したんです。憎しみ合って、戦争しているこの時代に……」

フレア：ああ、わたしたちもそういうことあったね！

セレネ：そうだね、コロシアムで戦った相手も、みんな大切な仲間になってくれたもんね。

ＧＭ：「これって、すばらしいことだと思うんです」




　戦乱に明け暮れるアルディオン大陸───。

　国々は覇権を巡って争い、いがみ合いが続く。

　だが、そんな時代でも……いや、だからこそ───。

　戦い合う者たちがお互いを讃え合い、仲良くなれる場があってもいいのではないか。




セレネ：そっか。わたしたちもコロシアムっていろいろ大変なこともあったけど、借金も返せたし仲間もたくさんできたし、いいこともたくさんあったもんね。

ＧＭ：「はい、風雲児さんには町の独立だけでなく、このコロシアムによって明るい希望もいただいたんです。だから、大切にしていこうと……」

フレア：駄目なお父さんだと思っていたけど、ちゃんといいこともしていたんだね（笑）。

セレネ：うん、そうだね（笑）。

フレア：でも、ありがとうマチュアさん。

ＧＭ：「そんな、とんでもない！　お礼をいわなければならないのはわたしの方ですよ」

フレア：ううん、海を越えた先にこんなにコロシアムを愛してくれる人がいたなんて、わたしはすごく嬉しいから！

セレネ：お姉ちゃん、グラディエーターだもんね。

フレア：だから、わたしも明日の感謝祭特別興行はなんとしても成功させたいです。

セレネ：うん、わたしもお姉ちゃんと同じ気持ちだよ！

ＧＭ：「ありがとうございます。フレアさん、セレネさん！」

フレア：じゃあ、明日はがんばるぞー！

セレネ：おー！

ＧＭ：というところで、夜は更ふけていきます。シーン終了となります。







◆Middle 15◆感謝祭特別興行！




　帝てい紀き八一五年一〇月、収穫を神に感謝する感謝祭が始まった───。

　ヘクスフォードのコロローナ記念コロシアムで開かい催さいされる特別興こう行ぎようは、アルディオンでも大きな話題となっていた。戦せん乱らんが続くアルディオンだが……いや、だからこそ人々は夢ゆめを見ようと列をなしてやってくるのだった。




ＧＭ：では、感謝祭当日となります。シーンを描写する前に、収益を計算しましょう。最終的な注目度、宣伝度を教えてください。

セレネ：はい、今の宣伝度が41、注目度が82。これをかけると……３６１２になります。

ＧＭ：なんと！　めちゃくちゃ儲もうかってる（笑）。

フレア：おお～っ！　大だい評ひよう判ばんじゃないですか！

ドル：あとは当日の客足じゃな。どこまで伸のびるか楽しみじゃ。

ＧＭ：そうですね。それではいよいよ、客足係数を出してみましょう。

フレア：お願いしま～す！

ＧＭ：（ダイスを振る）……おおっ、12！　……客足係数は一・二となりました。

セレネ：じゃあ、最終的な収益は……四〇三四・四……四〇三四万四〇〇〇Ｇの収しゆう益えきです！

一同：おおお～っ！

ＧＭ：目標収益の四倍以上を叩き出しましたね。さすがコロローナ商会……。

セレネ：これもお姉ちゃんの宣伝効果のおかげ！

ＧＭ：ヘクスフォードの町には、感謝祭特別興行を一目見ようと、アルディオン中から大勢のお客さんが集まってきています。

セレネ：キャンセル待ちとか、立ち見の人とかもいっぱいいそうですね。

フレア：すごいねぇ！　大だい盛せい況きようだねぇ～！

セレネ：これは財ざい政せいが潤うるおいそうだなぁ。

ＧＭ：そりゃもう経済効果抜ばつ群ぐんですよ！（笑）　地元にも活気が戻もどってきたようです。宿屋は常に満室、お土産は飛ぶように売れ、過か去こ最高にして最大の賑にぎわいを見せています。

フレア＆セレネ：やったー!!

ＧＭ：宣伝を聞いて来た人は、「ライオン仮面少女って強いらしいぞ」「ピアニィが出るってのは本当か!?」と、非常に盛り上がっております。

ドル：まあ、正せい確かくにはマスク・ド・殺意じゃがな（一同笑）。

フレア：今、眼鏡くんもわんこくんも一いつ緒しよに戦ってるんですよね！　いいなぁ～（笑）。

セレネ：お姉ちゃんが提案した特別マッチで爆破されたり電撃くらってたりするんだよ。

ＧＭ：……さて、みなさんがその様子を眺ながめていると、マチュアがやってきます。超ちよう満まん員いんのコロシアムを見て、「すごい……こんなにお客さんが！」と喜んでいます。

ドル：これでヘクスフォードの知名度も上がるじゃろう。コロシアムの経営も安泰じゃ。

フレア：よかったですね、マチュアさん。

ＧＭ：「これも皆さんのおかげです。本当にありがとうございます！」

フレア：えへへ、こんなに喜んでもらえて、わたしもうれしいなぁ。

ユーノス：ところでマチュアさん、何かボクたちにご用事でも？

ＧＭ：「あっ、そうでした！　メインイベントの相手が決まりました。お相手はシルバードさんが招待したあの四人組です」

フレア：あっ、あの三角頭巾たちか！

セレネ：……うん。いろんな意味で、決着をつけなくちゃね。

フレア：うん、マチュアさん、その試合、ぜひやらせてください！

ＧＭ：「ありがとうございます！　よろしくお願いします！」

フレア：じゃ、行ってきます！

ＧＭ：というわけで、ここで休きゆう憩けいを挟みましてクライマックスになります。

フレア：でも、このまま最後まで戦って終わりになるなんてことは……。

セレネ：うん、きっとないと思うよ（笑）。

ＧＭ：何が待ち受けているか、それは次のシーンのお楽しみ。







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax 01◆メインイベントに潜ひそむ罠わな




　感謝祭特別興こう行ぎようは、大だい盛せい況きようであった。

　いよいよメインイベントが迫せまり、試合会場へ向かうコロローナ商会。

　そのとき、通路に待ちかまえているふたり組の姿すがたがあった。




ＧＭ：それではクライマックスです。コロシアムの会場に向かう石作りの通路を、コツーンコツーンと足音を響かせながら歩いていくと……ふたり組が待ちかまえています。

フレア：おや？

セレネ：もしかして、ギィさんとドランさん？

ＧＭ：そのとおりです。ギィが「ちと厄やつ介かいなことになったぜ」と渋しぶい顔で声をかけてきます。

フレア：厄介なこと？

ドル：厄介なことなら慣なれておるぞ（笑）。

ＧＭ：「例の運うん営えいを妨ぼう害がいしていたバルムンク・ノヴァの連中を締しめ上あげてわかったんだけどな、ヤツら経けい営えい妨害の方ほう針しんを実力行使に変へん更こうしたようだぜ」

フレア：実力行使というと……？

ＧＭ：「ああ、コロシアムの観客席に爆ばく弾だんを仕し掛かけたらしい───」

一同：なんだって～～～!?

ユーノス：ついにそこまで！

セレネ：観客席が爆ばく発はつってことになれば、興行が成功しようが関係ないですしね。

ＧＭ：ドランが「爆弾は、遠えん隔かく操そう作さ型がたで合図があれば爆発するらしいナリ。だから、今から観客を避ひ難なんさせても爆発させられるナリ」と説明します。

ドル：時じ限げん式しきではないのじゃな。

ＧＭ：「親玉のシルバードがコロシアムの観かん覧らん席せきにいるナリ。メインイベントの決着がついて会場が盛もり上あがった瞬しゆん間かんに爆発させるっていう計画ナリ」

ユーノス：そんなタイミングで爆ばく破はされたら、お客さんも大だい混こん乱らんですよ！

セレネ：きっと、それが狙ねらいなんですよ。うう、許せない！

ＧＭ：ギィが「俺おれたちは今から観客席の爆弾を探さがして解除するつもりだ」と言います。

ドル：さすが、フェリタニア合がつ衆しゆう国こくが誇ほこる爆弾解体のプロフェッショナル。『デスマーチ』でも、何度となくやっているからのう（笑）。

ユーノス：そういえばそうですね（笑）。

ＧＭ：「俺も、爆弾解体には自信がある。だが、さすがに時間は必要だ。そこであんたたちに頼たのみがある。……この試合、俺たちが爆弾を解除するまでなるべく長引かせてほしい」

ユーノス：なるほど、爆破のタイミングは試合が決着した瞬間だから……その決着を引ひき延のばせってことですか。

ＧＭ：「そのとおりだ。具体的には、２ラウンドのクリンナップまで。２ラウンド以内に負けてもいけないし、勝ってもいけない」

ドル：ふむ……。なかなか難むずかしそうな条じよう件けんじゃ。すぐに負けないというのはいいとして、すんなり勝ってはいけないわけですからな。今までにない条件ですぞ。

セレネ：でも、この町の人たちのためにやらなきゃいけないよ、お姉ちゃん！

フレア：そうだね、セレネちゃん！　わかりました、やります！

ＧＭ：「それじゃあ、よろしく頼たのむナリよ」と、ふたりは観客席の方に向かっていきます。

セレネ：お願いします、おふたりとも。

フレア：よーし、わたしたちもがんばるぞ！

セレネ：うん！

ＧＭ：では、コロローナ商会が記念コロシアムの競技エリアに足を踏み入れると、大だい歓かん声せいが皆さんを迎むかえてくれます。

ユーノス：さすが、風雲児の娘むすめたち。大人気ですね。

セレネ：向こうは、やっぱりあの三角頭ず巾きんの四人組が待ちかまえているの？

ＧＭ：はい。すでに会場で待ちかまえております。

セレネ：今度は、どういう連中なんだろう？

ＧＭ：「ふっふっふっ。このときを待ちかねていたぞ、コロローナ商会───」そう言って、四人は一いつ斉せいに頭巾を脱ぬいで素す顔がおを露あらわにします！

一同：おおっ！




「我わが名はドリル！」「パイルバンカー！」「……シャベル」「ピッケルだよ☆」

　頭巾をはぎ取って素顔を見せたのは、四人のエクスマキナ。

　いずれも、土木工事用の器具を武ぶ器きとして構かまえた者たちだった。




ＧＭ：「我われら、バルムンク・ノヴァ土木建けん設せつ部隊！」

フレア：えええええっ、土木建設部門の皆みなさんなんですか!?（一同爆ばく笑しよう）

セレネ：また、濃こゆい感じのが……。

ＧＭ：ちなみに、ドリルはリーダー格かくの青年、パイルバンカーは紅こう一いつ点てんの美女、シャベルは寡か黙もくな巨きよ漢かん、ピッケルはあどけなさの残る少年となっております。

ドル：ちゃんと四人分キャラクターが設せつ定ていされておるんじゃな（笑）。

フレア：コロシアム向きですよ、この人たち（笑）。

ＧＭ：で、そんな会場の様子を、シルバードが満足げにＶＩＰ席から観かん覧らんしているのです。「フッフッフッ、せいぜい試合を盛もり上あげて客の気を惹ひいてもらうでゲバ」と。

ドル：おのれ～。その一方で、ギィとドランが爆弾を探さがしておるんじゃな。

ＧＭ：はい。「頼むぜ、コロローナ商会」と呟つぶやきながら、懸けん命めいに爆弾を探しています。

フレア：こっちもがんばらないと！

ＧＭ：それでは、マチュアがメインイベントのアナウンスを始めます。

フレア：おお、マチュアさんなんだ。




「感謝祭を祝う紳しん士し淑しゆく女じよの皆さん！　お待たせしました。これよりメインイベント、〝極寒飛び入り歓迎トラップ現金つかみ取りマッチ〟を行ないます！」

　マチュアのアナウンスが響ひびくと、観客席からより一いつ層そう大きな歓かん声せいが上がった。




一同：わ～！

セレネ：七日目の会議で決めたタイトルだけど、やはり相当トンデモな感じですね（笑）。

ＧＭ：では〝極寒飛び入り歓迎トラップ現金つかみ取りマッチ〟のルールを説明します！

フレア：えっ、ダイスを振ふって決めたのにちゃんとルールが用意されてるんですか？

ＧＭ：……いろいろ想定して用意しておいたのです。で、さっきの休きゆう憩けいの間に必死こいて試合になるようデータを調整したわけです（笑）。

セレネ：ご苦労様です（笑）。

ＧＭ：まず、「極寒」について。これは、あまりの寒さのため、コロシアムにいるキャラクターは「タイミング：パッシブ、アイテム」以外のスキルを使用できなくなります。

セレネ：それは厳きびしい！

ＧＭ：しかし、セットアップで30点ＭＰロスを受けることを選べば、この効こう果かを受けることはありません。寒さを気合いで吹き飛ばすってことですが、逆に四六時中緊張状態になるので、30点と多くの【ＭＰ】を失うことになります。

セレネ：うう、そっちもきついよ。

ユーノス：うむむ、長引くと【ＭＰ】がどんどんなくなっていく仕し掛かけですよ……。

ＧＭ：そして「現金つかみ取り」ですが、会場には一〇〇万Ｇの現金が用意されており、これが二五万Ｇの山に分けられています。で、メジャーアクションを消費することで１Ｄ万Ｇ分をつかみ取ることができます。

フレア：本当につかみ取りなんですね（笑）。

ＧＭ：ちなみに、つかみ取った現金は選手のものにできます。

フレア：でも、わたしたち今はお金を稼かせぐ必要ないし。

セレネ：そうだね、積極的につかみ取りしなくてもいいんだよね。そこが昔と違ちがう（笑）。

ＧＭ：そして「トラップ」ですが、現金が一万Ｇ減へるごとにすべてのキャラクターが行なうダメージロールに＋１される仕掛けが用意されています。

ユーノス：なんと！　現金が奪うばわれれば奪われるだけダメージが上がる!?

ドル：全部で一〇〇万Ｇあるから、最高＋[image: ]までいくぞ。こりゃたまらん！（爆笑）

ＧＭ：最後に「飛び入り歓迎」ですが……この現金を狙った観客が会場に飛び入りします。

フレア：ああ、やっぱり～！（一同笑）

ドル：つまり、金に目がくらんだ飛び入り客が現金をつかみ取ればつかみ取るほど、トラップの効果でダメージがどんどん上がっていくのか！

セレネ：ああ、お金に飢えているお客さんのせいでわたしたちが死んじゃう！（一同笑）

ＧＭ：ちなみに飛び入り客はモブです。隙すきあらばメジャーアクションで現金をつかみ取ろうとしますが、キャラクターがいるスクウェアにエンゲージすることはありません。

ドル：つまり、ワシらが現金の山にエンゲージしていると、飛び入り客は現金をつかみ取りすることができんというわけか。この試合、わりと戦せん略りやくが必要じゃ（笑）。

ユーノス：まさか、こんな試合になろうとは……（笑）。

ＧＭ：では、〝極寒飛び入り歓迎トラップ現金つかみ取りマッチ〟、試合開始です！




●第１ラウンド

ＧＭ：試合開始前の戦闘配置はこうなってます（戦闘配置図参照）。

フレア：お客さんが飛とび込こんできた！

ＧＭ：試合開始とともに、現金をつかみ取ろうとする観客が会場に飛び込んできます。

ユーノス：我われ々われも金に苦労しましたからね。あまり他人ひと事ごとのように見えません（笑）。

ＧＭ：「パパ～あのお金取って～」「よーしパパがんばるぞ～！」「俺は掴むぜ、あのビッグマネー！」とか、夢ゆめと希望に目を輝かがやかせたお客さんのモブが、四グループ飛び込んできます。

ユーノス：その目の輝きは、夢と希望の輝きじゃないだろう!?（一同爆笑）

ドル：欲よく望ぼうの輝きじゃな。

セレネ：夢と希望に満ちた目は、あんなにギラギラしないと思う（笑）。

ドル：……この試合、子こ供どもの教育によくないな。人間の浅ましさに溢あふれておる（笑）。

フレア：大丈夫！　この試合でわたしたちが勝って、子供たちに教えればいいんですよ。お金よりも大切なものがあるってことを！

ユーノス：無理矢理いい話にした!?（笑）

セレネ：どんな時も前向きなのが、お姉ちゃんのいいところ♪　頑がん張ばらなきゃ！

ＧＭ：では、第１ラウンドのセットアップに移うつります。




▼行こう動どう値ち

　シャベル、ドリル、パイルバンカー　　25

　ドル　　　　　　　　　　　　　　　　23

　ピッケル　　　　　　　　　　　　　　23

　ユーノス　　　　　　　　　　　　　　19

　セレネ　　　　　　　　　　　　　　　14

　フレア　　　　　　　　　　　　　　　９

　観客×４　　　　　　　　　　　　　　５

[image: ]




ＧＭ：まずは、猛もう烈れつな寒さが吹き荒れます。ばふーと、吹雪にさらされる皆さん。ここで30点のＭＰロスをするくらい気合いを入れないと、スキルが使えなくなりますよ？

フレア：き、気合いを入れて耐えます！

ＧＭ：おお、なるほど。皆さん気合いを入れるのですね。そして、シャベルから行動です。

セレネ：さて、いったいどんなことをしてくるのか……。

ＧＭ：寡か黙もくそうなシャベルが、おもむろに口を開きます───。

ドル：おお、前口上かなにかか？




「…………シャベルが、しゃべ～る」




一同：………………は？

ＧＭ：えっと、「シャベルがしゃべ～る」です。

ドル：オヤジギャグかよっ！（一同爆笑）

ユーノス：これがたんどーセンス！（笑）

フレア：たんどーさん、相変わらずなんですね！




　はい、相変わらずです。




ユーノス：オヤジギャク言ってないで真ま面じ目めにやりなさい！

ＧＭ：あっ、いえ。これオリジナルエネミースキルの演えん出しゆつです。《寒いギャグ》と言いまして、寒いギャグを放ち、場を凍こおらせるのです。

フレア：えええええ～!?（一同笑）

セレネ：た、ただでさえ「極寒」で寒いのに（笑）。

ＧＭ：場面（選せん択たく）の対象に、難なん易い度ど15の【精せい神しん】判はん定ていを行なわせます。失敗すると、バッドステータスの［放心］を受けます。

ユーノス：……つまり寒いギャグを聞いて、ポカーンとしてしまうと？

ＧＭ：はい（笑）。

フレア：それじゃ振ふりまーす。（ダイスを振る）あっ、14。失敗しちゃった！

ＧＭ：おおっ、じゃあフレアさんはこのギャグを面おも白しろいと思う！（一同笑）

フレア：いいえ、《インデュア》で［放心］を打ち消します！　シャベルさん、今何か言いましたか？　「シャベルがしゃべ～る」って、どういう意味なんでしょうか？

ＧＭ：……くっ、俺はまたギャグを自分で解かい説せつせねばならんのかっ!?（一同笑）

ユーノス：その調子ですフレアさん！　『ブレイド』でできたトラウマをえぐるのです！

フレア：あっ、「ホ～ックックッ」ですよね！　あれ面白かったですよたんどーさんっ！

ＧＭ：やめてくださいよっ!?（一同爆笑）




　ＧＭの心の傷きずについては、『ブレイド』一巻かんをお読みいただきたい。




セレネ：（ダイスを振る）あたしは22で抵てい抗こうに成功。聞き流します（笑）。

ユーノス：（ダイスを振る）ボクは23で成功。フッ、美形はギャグで笑わないのです。

ドル：【精神】は５なので失敗しそうじゃなー。（ダイスを振る）おっ、16で成功したぞ！

ＧＭ：うおっ、誰ひとりとして笑わない！　シャベルは肩かたを落としてションボリします。

ユーノス：「シャベルがしゃべ～る」でウケが取れると思ってたんですか!?（笑）

ドル：では、ワシが笑ってやろうじゃないか。「おお、面白い、面白いぞ。笑ったおかげで、体が温まったわい。モフッモフッモフッ」（一同笑）

セレネ：ドルさん、オヤジギャグが好きなんですか？（笑）

ドル：ワシもそこそこの年ねん齢れいじゃからなー。

セレネ：オヤジだからオヤジギャグに反はん応のうしてしまうんですね（笑）。

ＧＭ：次はドリルが《司し令れい塔とう》を使用。このラウンドの間、シャベル、パイルバンカー、ピッケルのすべての判定に＋５。「私わたしの指し示じにしたがい、能のう率りつよく仕掛けていくのだ！」

ユーノス：ドリルは《司令塔》を持っているのか、厄介ですね。

セレネ：それじゃ、ドリルさんから潰つぶしていきましょう（ニコニコ）。

ＧＭ：その発言に身の危き険けんを感じ、ドリルが冷ひや汗あせをかきました（笑）。

セレネ：大だい丈じよう夫ぶ、戦せん闘とう不ふ能のうにするだけですよ。怯おびえないでください♪（ニコニコ）

ＧＭ：ぜんぜん安心できないんですが……。

フレア：セレネちゃんがニコニコしてるのに、なんか怖こわい……（笑）。

セレネ：だって、お父さんを拉ら致ちした一味だし、許ゆるせないもん！

ドル：確かにそうですな。しかも、爆ばく弾だんまで仕掛けておる。

ＧＭ：そしてパイルバンカーですが、特になし。

ドル：ならワシじゃな。ワシ自身は特にない。

ＧＭ：次はピッケルですが、特に何もしません。

ユーノス：では、ボクの番ですね。《クイックソング》で《エチュード》を使用します。（ダイスを振る）発動成功。このシーンの間、攻こう撃げきのダメージが＋15点されます。さあ、ボクの番が終わったところで《陣じん形けい》を。

フレア：はい、《陣形》です！




　この《陣形》でフレアはドリルたちのエンゲージへ突とつ入にゆう。

　残りの三人は、それぞれ現金の山Ａ、Ｃ、Ｄへと移い動どうする。

　フレアがドリルたちを抑おさえつつ、他の三人が現金を観客から守る形となる。




ドル：ワシらが現金の山にエンゲージしておれば、観客は寄よってこないんだったな？

ＧＭ：そうです。じりっじりっ、と間合いを詰つめつつ隙すきをうかがってます。

ドル：ふっふっふっ、そう簡かん単たんに渡わたしはせんぞ？（笑）

ＧＭ：次は、セレネのセットアップ。

セレネ：《エンサイクロペディア》でエネミー識しき別べつをしましょう。対象はピッケルくんで。（ダイスを振る）ダイス目がよくない……達成値は18です。

ＧＭ：残念ながら、識別値には届とどきませんでした。

セレネ：ですよねー。このレベルなら20ぐらいないと、識別値を抜ぬけないでしょうし。

フレア：最後はわたしですけど、特にありません。

[image: ]

ＧＭ：では、イニシアチブプロセスに移ります。なにもなければシャベルから。

フレア：次はどんなギャグを言ってくれるんでしょうか？　わくわく。

ＧＭ：……ギャグを期待されるのは非ひ常じようにプレッシャーなんですが（笑）。シャベルはムーブアクションで離り脱だつして、この誰だれもいない現金の山のスクウェアへ移動。メジャーアクションは、オリジナルスキルの《シャベル掘ほり》を使います。

フレア：それ、どんなスキルなんですか？

ＧＭ：そのスクウェアの現金の山から、３Ｄ万Ｇ取っていきます。「えいほ、えいほ！」と、ざくざくシャベルで金貨を回収していきます。

ドル：ワシらの三倍持っていくのか！

セレネ：地味にむかつくスキルですね（笑）。

ＧＭ：というわけで、ざっくざっく金貨を掘ります。（ダイスを振る）ダイス目８、現金を８万Ｇ持っていきました。ダメージ＋８点です。

ユーノス：次はパイルバンカーですね。

ＧＭ：パイルバンカーは、目の前のフレアを殴なぐる。ムーブとマイナーはなし。メジャーアクションで、オリジナルスキルの《杭くい打うち》で白兵攻撃を行ないます。

セレネ：……お姉ちゃんを傷きずつけたら、ただじゃおきませんよ？

ＧＭ：こ、怖っ!?　パイルバンカーは気け圧おされつつも攻撃（笑）。……命中は27です。

フレア：（ダイスを振る）ダイス目は９。13で回かい避ひ失敗です。

ＧＭ：（ダイスを振る）＋８点も含ふくめて、[image: ]点の物理ダメージ！　ダメージが通ったら、［スリップ］を受けますよ？　杭で打ち付けて転てん倒とうさせるのです。

セレネ：《プロテクション》！　（ダイスを振る）56点軽けい減げんです。

フレア：《ウェポンガード》で13点軽減。［スリップ］は《インデュア》で打ち消します。これで【ＨＰ】が[image: ]点になっちゃいました。

ＧＭ：全然効きいてない。〝ドガガッ〟大きな杭を打ちこまれても、フレアは小揺ゆるぎもしない……。「なんて粘り強い足腰だ……」

フレア：ふふん♪　あ、ここで《フューリーブラッド》を使用しておきます。

ＧＭ：続いてドリル。コイツもフレアを攻撃しよう。マイナーで《ドリル傷きず》。この攻撃でこの攻撃で受けたダメージは、スキルやアイテムで【ＨＰ】を回かい復ふくできなくなります。

フレア：ええっ、回復できないのはちょっと怖いですよ!?

セレネ：その効果って、解かい除じよできるんですか？

ＧＭ：マイナーアクションを使用して解除できます。さらにメジャーアクションで《ドリルアタック》を使用し、白兵攻撃。ドリルがうなりを〝ギュイイイイン！〟と上げて、フレアに襲おそいかかります！　（ダイスを振る）達成値22！

フレア：（ダイスを振る）９で失敗！

ＧＭ：（ダイスを振る）[image: ]点の貫かん通つうダメージです。

ユーノス：貫通ダメージなのか。さすがドリル！

セレネ：《プロテクション》です！　（ダイスを振る）58点軽減します。

フレア：ありがとうセレネちゃん！　71点ダメージを受けました。残り【ＨＰ】63点。

ドル：さて、ワシの番なんじゃが……。全員倒たおしてしまっては、いかんのじゃよな？

セレネ：そうですね。爆弾のことがありますから、全員倒すのはまずいです。

ドル：（マップを眺ながめて）あえて、シャベルひとりを狙ねらってみるのも手か……。

ユーノス：シャベルを倒すと、観客たちがそこの現金の山へ群むらがることになるのでは？

ドル：そうじゃな、「うおおおっ、寄よ越こせー！」と群がってくるじゃろうな（笑）。

ＧＭ：人間の欲望というものを見せつけられますね！

セレネ：あ、浅ましい……（笑）。

フレア：お金に貴き賤せんはないんです！　わたしはコロシアムでそのことを学びました。

ＧＭ：「さすが、フレア！　いいこと言うぜー!!」と、観客が沸わき立たちます。

ユーノス：いや、あなたたちはちょっと自重しましょうよ！（一同笑）

セレネ：現金をつかみ取りしながら言ってるし（笑）。

ドル：やれやれ。とりあえず、全力で範はん囲い攻撃してみようか。

セレネ：それがいいと思います！

ドル：ムーブアクションは《ランニングセット》《エンハンススペル》。マイナーアクションが《マジックブラスト》、メジャーアクションは《ダブルキャスト》で《ランドフィッシャー》を二回。ドリル、ピッケル、パイルバンカーに攻撃じゃ！（ダイスを振る）まず命中は29。だだだだ～っと地割れが襲うのじゃ。

ＧＭ：（ダイスを振る）……うわ、全員失敗です！

ドル：（ダイスを振る）ダメージなんだが、ちょっと低いのう。せっかくだから《ソアスポット》で振り直す。（ダイスを振る）[image: ]ジャストに、お金の分を足して[image: ]点の〈地〉属ぞく性せい魔ま法ほうダメージ。さらに《パラライズチェイン》で強化された［スタン］じゃよ。

ＧＭ：ぐっ、けっこう痛いたい！　しかも、［スタン］まで受けた！

ドル：では、二回目。エリンディル式《ランドフィッシャー》じゃ！　（ダイスを振る）……よし、クリティカル！

ＧＭ：［スタン］でリアクションがマイナス２Ｄ。おかげで全員回避できない！

ユーノス：よし、ドルさんへ《ディスコード》。（ダイスを振る）ダメージを21点上乗せです。

ドル：（ダイスを振る）ユーノスの支し援えんを合わせると、[image: ]点の魔法ダメージじゃ！

ＧＭ：あ、それは耐たえられない。三人ともドルの魔ま術じゆつに呑のみ込こまれてダウンしました。

一同：ええ────ッ!?

フレア：ほ、本当に倒たおれちゃったの!?

ＧＭ：ええ、完全に、間ま違ちがいなく、倒れました。観客たちは「お、このまま勝負がつくのか!?」と盛り上がっています。

ドル：ま、まさかこんなに脆もろいとは……。

フレア：シャベルさんを倒しちゃったら勝ちだけど……爆弾が爆発しちゃいますよ!?

ドル：ですな。うかつに攻撃するわけにはいかなくなりましたぞ。

ユーノス：それなら、次はボクの番ですが、待機して、様子を見ましょう（笑）。

セレネ：わたしは、フレアお姉ちゃんの【ＨＰ】を回復させます。メジャーアクションで《ヒール》。（ダイスを振る）ああ、クリティカルしました！

ドル：セレネお嬢様は、フレアお嬢様への愛に満ちあふれていらっしゃいますな（笑）。

セレネ：（ダイスを振る）75点回復です。「お姉ちゃんの肌はだに傷をつけるなんて」と敵てきに対して憤ふん慨がいしてます（笑）。

フレア：セレネちゃん、ありがとう！

ＧＭ：でも、ドリル傷のダメージは回復しませんからね？　次はフレアの番です。

フレア：シャベルさんを攻撃するわけにはいかないよね。どうしたらいいかなぁ……？

ドル：現金をつかみ取りに行くという手がありますぞ。

ユーノス：お金を取りに行くなら、シャベルと同じエンゲージに行って、相手の移動を妨害したほうがよさそうですね。

フレア：わかりました。では、ムーブアクションでシャベルと同じエンゲージに移動して、マイナーアクションは、《ドリル傷》で受けた効果を消します。メジャーアクションは、コロシアムを盛もり上あげるためにあえて現金を拾います。

ドル：「お前に金は渡わたさない！」ってことじゃな（笑）。

ユーノス：このままだと、風雲児の娘たちはお金にがめついという印象を持たれますよ。

フレア：違ちがいます違います、お金のためじゃありません！

セレネ：お姉ちゃんがつかみ取とった現金は、慈じ善ぜん事業に全ぜん額がく回すんです！（笑）

ＧＭ：では、現金をいくらつかみ取とれたかを決めましょう。１Ｄを振ってください。

フレア：（ダイスを振る）５、なので五万Ｇですね。セレネちゃんの言うとおり「このお金寄き付ふします！」とつかみ取ったお金を掲かかげて宣言します！

ユーノス：（アナウンサーになって）「事前情じよう報ほうによりますと、フレアさんがつかみ取ったお金は、慈善団だん体たいに寄付されるとのことです！」

フレア：このお金、大切に使ってね！

ＧＭ：子供たちも喜んでますよ。いやあ、思いがけずいい話になりましたね（笑）。

ドル：さすがフレアお嬢様じゃ（笑）。

ＧＭ：次は【行動値】５の観客たちですが、現金の山にはＰＣたちが張はり付ついているので動けず、まごまごしています。まさか、現金の山をひとつもフリーにしないとは（笑）。

ドル：下手に現金を取られると、それで試合が終わってしまうかもしれんからのう。

ユーノス：すみませんね、みなさんにこのお金をあげるわけにはいかないんです。




　最後に待機していたユーノスが、《ウィング》で飛行状じよう態たいになり、観客のブーイングを受けつつ、自分のスクウェアにある現金の山から二万Ｇを獲得した。以上で第１ラウンド終了である。ちなみに現金によるダメージの加算は現在15点となった。




●第２ラウンド

[image: ]

ＧＭ：では、第２ラウンドのセットアッププロセスです。

ドル：まずは、ドランとギィが爆弾を探しているカットインが入るんだな。「ちっ、どこだ!?」「ギィ、こっちナリ～！」って（笑）。

セレネ：きっと、爆弾を解除するためのＦＳ判定中なんでしょうね（笑）。

ユーノス：あのふたりの得意分野ですし、任まかせておけば安心ですよ。

ＧＭ：さて、セットアップに入る前に、ＭＰロスを受けるかどうか。

ドル：受けるしかないですな。スキルを使用できないのは、キツすぎるのじゃ。

フレア：はい、そうします！

ＧＭ：さて、セットアップの最初はシャベルですけど、《シャベルがしゃべ～る》は戦闘中一回限りなので、今セットアップでできることがありません。

フレア：あれはシャベルさん渾こん身しんのギャグだったんですね！（一同爆笑）

ＧＭ：は、はい……。

ドル：温かい目で見守ってやろう。「あれほどのギャグはそうあるまい……」（笑）

ＧＭ：わかってくれる人がいて、シャベルはほっこりします（笑）。

ドル：次はワシのセットアッププロセスじゃが、特に何もない。

ユーノス：ボクはシャベルを《タウント》で挑ちよう発はつ。「キミにはギャグを言う才さい能のうがないようですね！　さあ、ボクに殴なぐりかかってくるがいい！」　（ダイスを振る）13です。

ＧＭ：（ダイスを振る）おっ、14で抵抗に成功しました。「俺は自分で言ったギャグでも笑わない、不ふ屈くつの精神を手に入れたのだ。そう簡単に、挑発になど乗らない……」

ユーノス：くっ、シャベルの金貨を掘ほりたいという精神が、こんなに固いとは！

フレア：……シャベルさんの目的って、お金を掘ることでしたっけ？（笑）

セレネ：さて、次のわたしは《エンサイクロペディア》でシャベルさんを調べます。（ダイスを振る）ぎゃー!?　また低い!!　達成値19です……。

ＧＭ：さすがに、それじゃわかりませんね。

セレネ：うう、ごめんなさい。お姉ちゃん……。

フレア：ダイス目だから、しょうがないよセレネちゃん。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセスに移ります。まずはシャベルからですが……待機します。

ドル：ふむ……。今シャベルに待機されると、こちらは手の出しようがないぞ。爆弾が見つかっておらんからな。ワシらはシャベルを倒すわけにはいかんし。

セレネ：あっ、それを狙って待機なんだ。

ドル：……ここはどうしようもない。ムーブはなし。マイナーでハイＭＰポーションを使用。（ダイスを振る）11点回復。そうじゃな、メジャーアクションは現金をつかみ取りしよう。（ダイスを振る）おお、五万Ｇ拾った。

セレネ：（メモを取りながら）これで、ダメージが20点上乗せになりましたね。

ドル：ワシも、得た現金はチャリティに回すのじゃ（笑）。




　ユーノスは待機。続くセレネはフレアに《ヒール》を使用し【ＨＰ】を完全回復させた。

　そして、フレアはハイＭＰポーションを使用しつつ、ふたたび現金を漁あさり、４万Ｇ獲かく得とく。これでこの場にいる全員のダメージが＋24に。




ＧＭ：これで行動はひとまわりして、待機していたユーノスさんの行動です。

ユーノス：やることないですね……。シルバードの様子でもうかがってみますか。

ＧＭ：なるほど……（少し考え）なら、難易度15の【感知】判定をどうぞ。

ユーノス：（ダイスを振る）お、ダイス目がよかった。達成値19で成功！

ＧＭ：それじゃ、スイッチを押おすタイミングを見計らって、イライラしているシルバードが見えます。「ここか……いや、まだだ。もう少し……ヤツらはまだ奥おくの手てを残している。ゲバババ！　ヤツらの特訓を信じてやらねばゲバ」

ユーノス：ふむ。爆弾に関しては、まだ大丈夫そうですが、問題は〝奥の手〟か……。

フレア：奥の手って、何なんでしょうね？

ドル：ちょっと想そう像ぞうがつかんが、おそらく、次のラウンドからが本番じゃの。

ＧＭ：最後に、待機していたシャベル。メジャーアクションで、《シャベル掘り》。（ダイスを振る）出目は11。この現金の山に残っていた八万Ｇ全部ゲット。これで、現金の山Ｂ消えましたね。

セレネ：そして、現金によるダメージ増ぞう加かが、32点になりました。

ドル：無む視しできん値あたいになってきたのう。

ＧＭ：これで全員行動済ずみになったのでクリンナッププロセスへ。

フレア：ここでドランさんたちが爆弾を解除してくれるんですよね！

ＧＭ：はい。「よっしゃ、解除成功だ！」とギィが言うと、客席から合図が送られます。ドランの頭がぷしっと開いて、解除成功を告げる信号弾だんが発はつ射しやされます。

フレア：ああ、ドランさんにはそんな機き能のうが！（一同笑）

セレネ：やった。お姉ちゃん、次から全力で戦えるよ！

フレア：うん、頑がん張ばろうセレネちゃん！




●第３ラウンド

ＧＭ：では第３ラウンド。まずはセットアップ。さて、「極ごつ寒かん」の効果はどうしますかね？

ドル：やはり、30点のＭＰロスを選ぶしかないですな。

フレア：じゃあ、それで。

セレネ：もう、シャベルを倒たおせばわたしたちの勝ちですからね。

ＧＭ：それでは、ただひとり残っているシャベルから。セットアップを使用して、オリジナルのギルドサポート《四身合体》を使用します。

一同：《四身合体》!?




「みんな、起き上がるんだ！」

　シャベルの声に、倒たおれたはずのドリル、パイルバンカー、ピッケルが立ち上がる。

「いくぞ、我らの奥の手……四身合体！」

『承しよう認にんっ!!』

　四人がそろって叫さけびを上げ、高々と飛び上がっていく。

　空中で四人が形を変え、くっつき、ひとつの巨きよ大だいな人型となって、大地へ降おり立たった。

　巨大な人型はポーズを決めながら、四人の声が混まじり合った声で叫さけぶ。

「完成、建設巨きよ神しん────ンッ!!」




一同：合体した───っ!?（爆笑）

ユーノス：なるほど、こういう〝はたらくきかい〟は合体するものですからね。招しよう待たいした子供たちも大喜びでしょう！

セレネ：子供たち、こういうの大好きですもんね～。

フレア：思わず合体シーンに見入って、攻撃できなかった（笑）。

ＧＭ：あ、そうそう。ドリルは頭部と背せ中なかのブースター部分に、シャベルが胸きよう部ぶと左さ腕わん部分およびシールドに、パイルバンカーは腹ふく部ぶと右う腕わん部および右腕に持つ杭くい打うち銃じゆう、ピッケルは下半身になってます。

[image: ]

フレア：お～、すごいですねぇ！

セレネ：最終的には合体してしまうから、三人までは倒たおされても平気だったんですね。

ＧＭ：そのとおりです。というわけで、マップから四人が除じよ外がいされ、シャベルのいたスクウェアに建設巨神が登場。【行こう動どう値ち】は13。

ドル：しかし、建設巨神か。これ、ギデオンが合体に混まざっていればちょっと惜おしいネーミングになったな（笑）。

ＧＭ：ああ、『建設巨神ギデオン』に！　スペースゲッタウェイ・ギデオ～ン♪

セレネ：なんですかそれ！（一同笑）

ＧＭ：古いアニメの話でして……。では、あらためて【行動値】はこうなります。




▼行動値

　ドル　　　　　　23

　ユーノス　　　　19

　セレネ　　　　　14

　建設巨神　　　　13

　フレア　　　　　９
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ドル：やはり、ワシのセットアップからじゃな。よし、ギルドサポートを使おう。

フレア：《限げん界かい突とつ破ぱ》ですね、使いましょう！

ユーノス：次はボク。《タウント》で建設巨神を挑発してみよう。「図ずう体たいがでかいあなたに何ができるんですか？　やーい、唐変木～!!」　（ダイスを振る）19です。

ＧＭ：「なんだとう!?」（ダイスを振る）……18っ！　大だい激げき怒どしそうになりましたが、［逆ぎやく上じよう］を《バッドステータス無む効こう》で打ち消します。

ユーノス：くっ……効ききませんでしたか。どーでもいいが、〝大激怒〟はネタが違うでしょ!?（笑）

ＧＭ：「この建設巨神、そんな安い挑発にはひっかからん！」

ユーノス：巨神がナンボのモノですか！　ボクは天使ですよ!?

フレア：ユーノスさんが張はり合あってる（笑）。

ドル：ワシからすれば、どっちもどっちじゃな（笑）。

セレネ：建設巨神に《エンサイクロペディア》。（ダイスを振る）出目が悪い！　19です。

ＧＭ：残念ながら、識別値に届きませんでした。

セレネ：ああああ!?　ごめんなさ────いっ!?

ドル：セレネお嬢様、お気になさらず。こればっかりは運ですし。

セレネ：ううう……この戦闘、本当にダイス目が悪い……。

フレア：ドンマイだよ、セレネちゃん。あ、わたしは特に何もしません。

ＧＭ：では、イニシアチブプロセス。建設巨神はオリジナルスキルの《四人の頭ず脳のう》を使用します。直ちにメインプロセスを行なうことができ、行動しても行動済になりません。

ユーノス：それは《インタラプト》で打ち消し！　矢を射いかけて動きを止めます。

ＧＭ：ユーノスの《インタラプト》を《インタラプト》で打ち消し。《四人の頭脳》を押おし通とおします！　つぶてを飛ばして矢を折ります。

ユーノス：くそう、ボクの矢が！

ＧＭ：《四人の頭脳》を使い、メインプロセス。ムーブアクションで《四身一体》、カバー不能の攻撃。マイナーは《照しよう準じゆん》してから、メジャーで《ファイナルパイルビーム》！

ドル：パイル（杭くい）なのかビームなのか、どっちかにせんか！（笑）

ＧＭ：「対象：場面（選択）」の特とく殊しゆ攻撃です。なのでＰＣ全員と、シーンに登場している観客を攻撃します！

一同：何だって──っ!?

ドル：観客も攻撃するのかっ！

セレネ：《カバーリング》できないんじゃ、観客が死んじゃう！

フレア：建設巨神、悪いヤツじゃないですか！（怒おこっている）

ユーノス：そんなことはさせません！　《インターフィアレンス》で打ち消します！

ＧＭ：では命中判定をしましょう。（ダイスを振る）お……クリティカル！

セレネ：たんどーさ───んっ!?（一同爆笑）

フレア：そんな、たんどーさんがクリティカルなんて！

ＧＭ：これが俺の本当のダイス目！

ドル：それは《ニゲイト》でクリティカルを打ち消しじゃ。ユーノスが勝てん!!

ＧＭ：《ニゲイト》の効果を受けたので、クリティカルが打ち消されて達成値36です。

ユーノス：それなら大丈夫。《インターフィアレンス》《アンプロンプチュ》！　さらにフェイトを２点使用!!　（ダイスを振る）……よし、40！　やめるんです、あなたたちを見つめる子供たちを撃うとうとするのですか！

ＧＭ：「……はっ!?」四身合体した、かっこいいロボをキラキラした瞳ひとみで見つめる子供たちの視線に気づく建設巨神！（一同笑）

ユーノス：見なさい、あの純じゆん真しんな瞳を。ここで建設巨神のテーマを奏かなでます。ららら～♪




　ユーノスがリュートを取り出し、かっこいいテーマ曲を歌い上げる。

　子供たちは、瞳を輝かがやかせて一いつ緒しよに歌う。

　それは、〝はたらくきかい〟に対する純じゆん粋すいな憧あこがれだった。




ＧＭ：「……できない！　あの子たちを撃つなんてできない!?」（一同爆笑）

ドル：いきなり改心するのか！

ユーノス：あなたたちに憧れ、かっこいいと思う純真な子供たちを撃てるはずがない！

ＧＭ：非ひ道どうなバルムンク・ノヴァといえど、純真なまなざしには勝てなかった……（笑）。

フレア：大人たちはギラギラして現金つかみ取りしてるのにね！（一同爆笑）

ユーノス：いやまったく！

セレネ：ものすごい対たい比ひだよね（笑）。

ＧＭ：んー、攻撃失敗でこの行動は終了。次は、ドルのメインプロセスです。

ドル：ムーブアクションで《ランニングセット》＋《エンハンススペル》、マイナーアクションが《ブーストマジック》じゃ。メジャーアクションは《ダブルキャスト》を使いたいのじゃが、さっきからの影えい響きようで【ＭＰ】が足りなくなる。《祝福》を使ってほしい。

フレア：わかりました。では、《祝福》を使います！

ドル：ありがとうございます。これで《ダブルキャスト》で《ランドフィッシャー》を二回使うのじゃ。一発目は《リゼントメント》を使って、さらに《ホーミングヒット》も使うぞ。

ＧＭ：リアクション不ふ可かですか！




《ダブルキャスト》によって、ドルの魔法攻撃が連続で放たれ、おまけに一発目は《ホーミングヒット》の効果でリアクション不可となり、《リゼントメント》でダメージにキャラクターレベル×10……つまり、[image: ]点が上乗せされるのだ。




ドル：《リゼントメント》も使ったし、外したくないからの。（ダイスを振る）命中はクリティカルせず、24じゃ。

ＧＭ：こっちは何もできない。ダメージをください。

ドル：（ダイスを振る）おお、ダイス目がいい！　《ソアスポット》が必要ないくらい。

フレア：今まで我が慢まんして溜ため込こんでいた分が爆発したんですね～（笑）。

ドル：そうかもしれませんな（笑）。会場の「トラップ」の効果も合わせて[image: ]点の〈地〉属性の魔法ダメージ。ダメージが通ったら、スタンもいくぞ。

ＧＭ：そ、それは痛い！　スタンは《バッドステータス無効》で打ち消しです。

ドル：二発目、《バリアントマジック》を使用する。命中判定には、フェイトを２点使用。

（ダイスを振る）命中は30じゃ。

ＧＭ：これは……。いや、普ふ通つうに回避するよりも確かく率りつは高い。リアクションで《スコップリフレクション》を使用します！

ユーノス：名前からしてなんとなく予想はできるけど……リアクションに成功すると、攻撃を行なったキャラクター自身に攻撃が命中するとかですか？

ＧＭ：はい、そのとおりです。

ドル：何て面めん倒どうなスキルを持っているんじゃ!?

ＧＭ：それでも判定が３Ｄ＋10なので、クリティカル以外は成功しないんですけどね。（ダイスを振る）……さすがに無理か、クリティカルせず！

ドル：ふぅ……。（ダイスを振る）今度は１がいっぱい。出目が悪い。《ソアスポット》でダメージを振り直し。（ダイスを振る）出目が63、[image: ]点の〈地〉属性の魔法ダメージじゃ。

ＧＭ：合体したばかりなのに、いきなり【ＨＰ】が四分の一以上、消しとんだ!!

ユーノス：ボクの番ですが、待機します。

セレネ：次はわたし。今回は攻撃に回りますよ。ムーブアクションとマイナーアクションはなし。メジャーアクションで《ホーリーライト》。（ダイスを振る）……クリティカルです。

ユーノス：さすがです、セレネさん（笑）。

ＧＭ：回避は……クリティカルは出ない！　ダメージをください。

セレネ：（ダイスを振る）[image: ]点の魔法、貫通ダメージです。

ＧＭ：聖せいなる光が建設巨神を貫つらぬく！　……しかし、そんなにダメージ出るんですか！　畳たたみかけるようにドルとセレネの魔法を受けてよろめきますが、さすがにまだ倒たおれない。

セレネ：さすが、合体しただけありますね。

ＧＭ：次は、建設巨神のメインプロセス。《四人の頭脳》と《ファイナルパイルビーム》はもう使えないので、マイナーで《照準》、メジャーで《ドリルコンビネーション》。頭部のドリルで、白兵攻撃を二回行ないます。対象はフレア！

セレネ：何ですって!?　お姉ちゃんに酷ひどいことしたら無事に帰さないですよ？

ＧＭ：……背せ筋すじに冷たいものが走りますが、動きは止めない！　（ダイスを振る）一回目の命中判定は26です。ぎゅいいいんとドリルがうなる！

フレア：無理～。（ダイスを振る）13で回避失敗です！

ＧＭ：（ダイスを振る）[image: ]点の貫かん通つうダメージ。

セレネ：お姉ちゃんを守る！　《プロテクション》。（ダイスを振る）ダメージ46点軽減です。

フレア：ダメージを81点受けました。次は耐たえきれない！

ＧＭ：では、二発目がきますよ。（ダイスを振る）達成値は28です。

フレア：これで回避できれば……。（ダイスを振る）ダメ！　16で回避失敗!!

ＧＭ：はっはっはっ、フレア討うち取とったりぃ!!　（ダイスを振る）……あ、あれ？　ダイス目が低い!?　[image: ]点の貫通ダメージです！

フレア：あ、それだったら《プロテクション》をもらえれば、耐えられそう♪

セレネ：じゃあ、《プロテクション》使います。お姉ちゃんは私が守る……！　（ダイスを振る）61点軽減、どう？　お姉ちゃん。

フレア：ありがとう!!　68点ダメージで残り【ＨＰ】が25点。攻撃を耐え切れたよ♪

セレネ：よかったぁ！

ＧＭ：なん……だと……!?

フレア：《フューリーブラッド》……いえ、ここは《ソウルバスター》を使用。ドリルを受けながら剣けんで攻撃して、建設巨神さんに68点のＨＰロスを与あたえます！

ユーノス：ふふふ。フレアさんを殴なぐっておいて、ただで済すむと思ってはいけませんよ。

ＧＭ：たしかにただでは済まなかった……！　がつんと剣を受けて、頭がひしゃげます！

フレア：次はわたしの番。あなたたちも戦うために生まれてきたのなら、最後まで全力で戦い合いましょう！　正々堂々と勝負して、子供たちに夢を与あたえましょう！

ＧＭ：建設巨神は胸むねを打たれます。「そ、そうだ。俺たちも最初の頃ころは子供たちのためを思って、がんばって働いていた。だが、ゴルドレイ商会が俺たちの仕事を……！」

フレア：ああ、仕事を奪われてバルムンク・ノヴァの手先になったんですね！

ドル：こいつらにはそんな過か去こがあったのか（笑）。

ＧＭ：今、成り行きでそうなりました（一同笑）。

フレア：だから、全力でいきます！　ムーブアクションで《ファストセット》＋《スマッシュ》、マイナーが《フルスイング》、メジャーアクションで《ストラグルクラッシュ》！

ＧＭ：二回攻撃が来るのか……！

フレア：一いち撃げき目。フェイト２点使用。８Ｄで行きます。（ダイスを振る）出目27ですね……。

セレネ：たぶん、それなら問題なく命中すると思うけど。

フレア：……いや、フェイトで振り直して、クリティカルを狙ねらうよ！

セレネ：そうだね、それがいいよ、お姉ちゃん！

フレア：（ダイスを振る）ああ～、残念！　クリティカルしなかった。命中は38です!!

ＧＭ：回避はクリティカルのみ。（ダイスを振る）ぶっ、ファンブル!?（一同爆笑）

フレア：やっぱり、たんどーさんだぁ～！　お帰りなさい♪

ＧＭ：た、ただいま……（笑）。

セレネ：じゃあ、お姉ちゃんに《ディバインフォース》。ダメージを75点上乗せだよ！

フレア：セレネちゃんの支援を受けて……（ダイスを振る）[image: ]点の物理ダメージです！

ＧＭ：強きよう烈れつな一撃を受けて、火花が飛び散り、フレームが歪ゆがみます。が、まだ立ってる！

フレア：二回目。フェイトを１点使用。さらに、《ボルテクスアタック》を乗せます!!

ユーノス：フレアさんに《カノン》を使用。ここは当ててください!!

フレア：（ダイスを振る）出目が悪いので、フェイトを１点使って振り直します……。（ダイスを振る）クリティカルしましたっ！（一同拍はく手しゆ）

ＧＭ：これはまずい!!　確率は低いが……こっちの方が盛もり上あがるはず。《ピッケルカウンター》！　攻撃をかわしつつ、ピッケルが変形した脚きやく部ぶでキック！　成功すれば攻撃を失敗させつつ、75点のＨＰロスを与えます！

ユーノス：おお、建設巨神も戦士の心を取とり戻もどしたかのような戦いぶりです。

ＧＭ：「見ていてくれ、子供たち！　私たちはいま汚きたない自分を捨すて、戦士として試合に挑いどむぞ!!」……こい、クリティカルっ!!　（ダイスを振る）……こ、これは。




　ＧＭが振ったダイス目は１、１、５であった。




セレネ：……こ、ここまで盛り上げておいて（笑）。

ユーノス：《ディスコード》を使います。フレアさんのダメージを５Ｄ増加させます。（ダイスを振る）14点上乗せです。

フレア：《フェイバリットマニューバ》！　（ダイスを振る）これで[image: ]点の物理ダメージ。《バーストスラッシュ》も発動していますから、【物理防ぼう御ぎよ力りよく】は０で計算してくださいね！

ＧＭ：うおっ、[image: ]点丸々もらいました！　反はん撃げきしようとした脚部が半ばほどまで剣で断たち切きられ、スパークします。では、待機していたユーノスの……。

ユーノス：いえ、ボクの番が回ってくる前に、イニシアチブプロセスが発生しますよね？

ＧＭ：（嫌いやな予感がして）…………そ、そうですね。

ユーノス：そのイニシアチブプロセスで、《アデンダム》で、メインプロセスを行ないます。

ＧＭ：………な、何故なぜこのタイミングで？

ユーノス：ふふ。《アデンダム》で《ジョイフルジョイフル》を使うと、フレアさんがこのラウンド、二回目の行動をしますよね？

ＧＭ：（激はげしく嫌な予感がして）……そ、そうですね。

ユーノス：そして、ボクの行動が来たら、また《ジョイフルジョイフル》を使う。そうすると、フレアさんの行動が三回になるのです。

ドル：そしてギルドサポートの《再さい行こう動どう》を使えば、《ジョイフルジョイフル》を含めてさらに二回追加……フレアお嬢様はこのラウンドで合計五回も動くというわけじゃな！

ＧＭ：なんだってー!?（一同爆笑）

フレア：おお、動きまくりですね！

セレネ：お姉ちゃんが大だい活かつ躍やくするところを見られるから満足です♪

ユーノス：それでは、《ジョイフルジョイフル》をフレアさんに。（ダイスを振る）成功。さあ、フレアさん。攻撃をどうぞ！

フレア：建設巨神さん、最後まで全力で行きますから!!

ＧＭ：は、はい……。




　まるで暴ぼう風ふうのように突つっ込こんでくるフレア。

　幾いく度ども振ふり下おろされる大たい剣けんが、建設巨神の巨きよ体たいを次々に破は壊かいしていく。

　まさに、疾しつ風ぷうさながら。

　だが、不思議なことに倒れていく建設巨神の心にはさわやかなものが溢あふれていた。

[image: ]




フレア：（次々にダイスを振り）いっぱーつ、[image: ]点。にはーつ……あっ、クリティカル♪

ＧＭ：か、回避とかできそうもない……。

フレア：じゃあ、三発目を───。

ＧＭ：……いえ、もう倒れています（笑）。

フレア：あっ、じゃあ止めます！

セレネ：じゃあ、わたしたちの勝ちだね！

ＧＭ：ええ、コロローナ商会の勝利です。マチュアが「決まりました！　第３ラウンド、フレア選手の連続攻撃！　コロローナ商会の勝利です！」と高々と勝利を謳うたいます。

一同：わーっ！

ＧＭ：そして、倒れた建設巨神はバラバラに分ぶん離りしますが、何故なぜだか満ち足りた表ひよう情じようを浮うかべております（一同笑）。

ドル：うむ、こいつらも満足じゃろう。

ＧＭ：そして、観客がどっと沸わいた瞬間を見計らって、シルバードが「よし、今ゲバ！」と爆弾のスイッチを押すんですが、爆発しません。「……あ、あれ？」

フレア：ギィさんたちが解除していますから！

ユーノス：フッ、正せい義ぎは勝つのです。

セレネ：あとは、あのふたりに任せておけば安心だよ。

フレア：うん！　じゃあ、観客の皆さんに剣を掲げて応こたえます！

ＧＭ：すると、見事勝利した〝風雲児の娘〟に、惜おしみない賞しよう賛さんと拍手が送られます。

フレア：うん。やりましたよ、マチュアさん。コロシアムは守りました！

ＧＭ：では、興奮と感動に包まれながら、エンディングに移りましょうか。







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending 01◆伝説姉し妹まいの伝説




　建けん設せつ巨神を打うち破やぶり、爆ばく弾だんの起動を防ふせいだコロローナ商会。

　彼かれらの活かつ躍やくに、コロシアム会場から最大級の拍はく手しゆが送られる。

　シルバードの陰いん謀ぼうは防ふせがれ、ヘクスフォードは債さい権けんの魔まの手から守られたのだ。




ＧＭ：それではエンディングです。爆弾は爆ばく発はつせず、シャベルたちも戦せん闘とう不ふ能のうになってしまったため、観客席にいたシルバードが「ちっ」と舌した打うちをして逃にげだそうとします。

フレア：逃げられちゃう!?

ＧＭ：しかし、そこにドランが転がってきて、シルバードに体当たり！

セレネ：おおっ！　ドランさん、ナイスです！

ＧＭ：「いったい何ゲバぁ──っ!?」体当たりをされたシルバードは派は手でにひっくり返り、警けい備び兵へいを引き連れてやってきたギィたちにあえなく拘こう束そくされました。

セレネ：よかった～。

ＧＭ：で、合体が解とけたドリルたちがいるわけですが。

ドル：やれやれ。それにしても、いったい何故なぜこんなことをしようと思ったんじゃ？

ＧＭ：「ううっ、働き口がなくて、ついバルムンク・ノヴァに入ってしまったんだ」「我われ々われはただ、仕事がしたかっただけで……」

セレネ：お姉ちゃん、この人たち、どうしたらいいかな？

フレア：働き口を斡あつ旋せんできればいいんじゃないかな？　そうすれば、もう悪さはしないと思うんだけど……。

ユーノス：ならば、〝極寒飛び入り歓かん迎げいトラップ現げん金きんつかみ取りマッチ〟でフレアさんが稼かせいだお金から、幾いくらかを使えばいいんじゃないですか？　それに、ヘクスフォードに新しい建物を建てたり、修しゆう繕ぜんをしたりすれば、彼らにも仕事がいくでしょうし。

フレア：あっ！　ユーノスさん、ナイスアイデアです！　それじゃあ、「もう、悪さはしないよね？」って確かく認にんします。

ＧＭ：「もうしない！　本当に悪いことをしたと思っているんだ」見ている限かぎり、シャベルたちは本当に改心しているようです。

フレア：じゃあ、ヘクスフォードの復ふつ興こうを手伝ってあげてください。あなたたちの腕うでは、とても役立つはずだから。

セレネ：マチュアさんにもお願いがあります。彼らの後見人になって、面めん倒どうを見てあげてほしいんです。

ＧＭ：マチュアはひとつうなずきます。「わかりました。建けん築ちくの腕を貸かしてくれるのは、非ひ常じようにありがたいことです。よろしくお願いしますね」

ドル：これで、一いつ件けん落着じゃな。

セレネ：はっ、わたしたちのお父さんの行方ゆくえは……！

ＧＭ：じゃあ、ギィとドランがやってきますよ。「安心しな。そのことはシルバードから聞き出しているぜ」

フレア：おお、さすが。

ＧＭ：シルバードによると、ヘクスフォードの近くにある孤こ島とうの牢ろう屋やに閉とじ込こめてあるそうです。船で一時間ほどで行ける距きよ離りです。

ユーノス：やはり、こいつが拉致してたんですね。

セレネ：お姉ちゃん、急いでお父さんのところへ行かないと！

フレア：うん、急ごう！　ようやくお父さんに会えるね！

セレネ：お姉ちゃんの手をギュッと握にぎって、一いつ緒しよに行きます！

ＧＭ：では、姉妹が孤島の牢屋へ向かったところで、シーンが終しゆう了りようします。







◆Ending 02◆妖よう精せい郷きようからの使者




　人ひと気けのない牢ろう獄ごくの中を歩き回り、脱だつ出しゆつの算さん段だんを企くわだてる風雲児。

　しかし──ふいに彼はその手を止め、ゆっくりと振ふり向むく。

　それと同時に、天てん井じようからわずかに光の粉が舞まい落おちた。




ＧＭ：さて、ここでマスターシーンが入ります。

フレア＆セレネ：えっ？

ＧＭ：場所は暗い牢獄の中。風雲児が鉄てつ格ごう子しに触さわったりして、脱出できないかと考えていると、ふいに天井から明るい光が差さし込こみます。

セレネ：わたしたち以外の誰だれかが、救出に……？

ＧＭ：やがて、光の中から、小こ柄がらな妖精が姿すがたを見せます。

フレア：よ、妖精さん？

ユーノス：おや、これはもしかして……。

セレネ：嫌いやな予感が（笑）。

ＧＭ：妖精はかわいらしい笑え顔がおを見せて、こう言います。




「ボクの名前は、モルガン・ル・フェイ。キミは〝クラン＝ベルの風雲児〟だね？　キミは神喚者ヴアリエンスにふさわしい力を持っている！　だから、キミをアヴァロンに招しよう待たいするよ！」

[image: ]

　ためらう風雲児に、妖精の小さな手が差さし伸のべられる。

「さぁ、こちらへ。アヴァロンは、キミを歓迎するよ」

　逡しゆん巡じゆんは、わずかだった。

　風雲児は、頷うなずくと牢の壁かべに何かを走り書きする。

　それを終えると、意を決したように足を踏ふみ出だし、妖精のもとへ歩を進める。

　やがて光は急速に強まり──妖精と風雲児の姿は、まるで最初からそこにいなかったかのように消えうせていた。




フレア＆セレネ：ええええーっ!?（一同爆笑）

フレア：お、お父さーん、どこへ行っちゃったのーっ!?（笑）

ドル：うむ、どうやらアヴァロンという妖精郷に向かうようですな（笑）。

フレア：えええ～っ!?　お、お父さーんっ!?

セレネ：ああ、またこの展開なんだ（笑）。

ＧＭ：あとに残る空っぽの牢屋が映うつし出だされたところで、マスターシーンは終了です。







◆Ending 03◆またまた消えた風雲児




　孤島に建てられた古い館やかた。父はそこに囚とらわれているという。

　もうすぐお父さんに会える。

　風雲児の娘むすめたちは、期待に胸むねを膨ふくらませながら、孤島へと降おり立たった。




ＧＭ：さて、次はふたたびフレアとセレネのシーンです。みなさんは、船に乗って孤島へ移い動どうし、屋や敷しきへと侵しん入にゆうしました。

ドル：なぜか護ご衛えいが倒たおれてたりするんだな、きっと（笑）。

ＧＭ：では、そういうことにしましょう（笑）。

フレア：セレネちゃん、ようやくお父さんに会えるね！（笑）

セレネ：そうだね！　大おお海うな原ばらを越こえて、違ちがう大陸にまで来た甲か斐いがあったね！（笑）

ドル：ううっ、旦だん那な様さま、お嬢じよう様さまたちは立りつ派ぱに成長されましたぞ！（笑）

ユーノス：父と娘たちの感動の再さい会かい！　これはすばらしい歌になりそうです！（笑）

ＧＭ：……と、大いに盛もり上あがりながら屋敷を歩き回り、ようやく地ち下か牢ろうへとたどり着くのですが──。

フレア：お父さーん！　助けに来たよ！

ＧＭ：ですが、返事はありません。覗のぞいた牢屋は、すでにもぬけの殻からです。

セレネ：お父さん……？

フレア：また自力で逃にげ出だしたのかな？

ＧＭ：いえ、牢屋は壊こわされた形けい跡せきがありません。外からもしっかり鍵かぎがかかっています。ただ、壁に走り書きが残されています。

フレア：その走り書きを読みます！




「娘へ。

　父はアヴァロンに行かねばならなくなりました。

　すまん！　あとは任まかせた！」




フレア＆セレネ：お父さあぁぁぁぁぁん!?（笑）

フレア：アヴァロンってどこぉ～っ!?（笑）

ユーノス：アヴァロン……神に選ばれた者たちが住まう、幻まぼろしの都市の名前だと、旅の途と中ちゆうで聞いたことがあります。エリンディルでは〝妖精郷〟と呼よばれているそうですよ。

フレア：えぇっ!?　じゃあ、お父さんは神様に選ばれたってこと!?

セレネ：何だか実感がわかないけど……ここで余あまっていた《クウェリィ》を使いましょう。お父さんは、そのアヴァロンというところに、本当に行ってしまったんですか？

ＧＭ：セレネの問いかけに、動物の王が答えます。「そのとおり。風雲児は、異世界の侵略からこの世界を守るための町、アヴァロンへと旅立った」

フレア＆セレネ：ええ～っ！

セレネ：せっかく会えると思ったのに……！

ドル：……もしかして、旦だん那な様はお嬢様方を鍛きたえるために、あえてこのようなことをしたのかもしれませんな。

ユーノス：親心というやつですね？（笑）

ドル：そのとおりじゃ（笑）。

セレネ：もうっ！　だったらなおさら、会って文もん句く言わなくちゃ！（笑）

フレア：でも、どうすればアヴァロンに行けるのかな？

ＧＭ：風雲児はどうやら、アヴァロンの主の目に留とまってスカウトされたようですね。ただ、その域いきに到とう達たつするには、レベル20ぐらいにならないと難むずかしいです（一同笑）。

フレア：そっかぁ～……自力で行くことって、できないかな？

ＧＭ：では、《クウェリィ》を使用したので、「アヴァロンへの道は、アルディオン大陸にいくつか存そん在ざいする。それを探さがすのもよいだろう」と動物の王が進言してくれます（笑）。

ドル：この大陸は広い。お嬢様方の行ったことがない場所は、まだまだありますからな。

セレネ：お父さん捜さがしの旅、ふたたびかぁ……あっ、ヘクスフォードはどうしよう？

フレア：そっか。このまま放ほうっておいて旅に出るわけにもいかないよね……。

ドル：ご安心ください。ワシがマチュアとともに何とかしてみせましょう。カーマインという青年商人も協力してくれると言っております。お嬢様方は、お嬢様方のお心のままに、道を歩んでくだされ。

フレア：ドルさん……ありがとうございます！

ユーノス：困こまったことがあれば、いつでも呼よんでください。どこにいても、空のかなたから、駆かけつけますよ。

セレネ：ユーノスさんも、ありがとうございます！

ＧＭ：では、フレアとセレネは再ふたたび、父を捜す旅に出る、ということでいいですか？

セレネ：手がかりなんてないようなものだけど、お姉ちゃんと一緒ならぜんぜん平気だね。

フレア：わたしも、セレネちゃんと一緒なら大だい丈じよう夫ぶだよ。今までもずっとがんばってこられたんだから、これからだってがんばれるよ。

セレネ：そうだね、お姉ちゃん。それじゃあ、早さつ速そく準じゆん備びして出発しよう！

フレア：うん！

ＧＭ：では最後に、それぞれの旅立ちを演えん出しゆつして締しめくくりましょうか！

一同：はーい！







◆Ending 04◆二度目の旅立ち




　感謝祭興行の興こう奮ふんも醒さめやらぬ、ヘクスフォード。

　これをきっかけに、町はきっと活気を取り戻すだろう。

　そして今、この町を救った英えい雄ゆうたちが、それぞれの道を歩み始める───。




ＧＭ：それでは、最後のシーンとなります。まず、興行の翌よく日じつ、マチュアが改めてドルのもとを訪たずねてきます。「ドルさん、本当にありがとうございました。これからは、コロシアムを運うん営えいしながら、ヘクスフォードを以前みたいな賑やかな町にしてみせます」

ドル：うむ、それがいい。ワシも及およばずながら手伝おう。お嬢様方と約束したからな。カーマインの件は解決しておるし、エリンディルの方はラウラに任せておけば安心じゃしな。

ＧＭ：「はい、ありがとうございます！　それで、まずは風雲児さんの像ぞうを……」

ドル：いや、風雲児の像は後回しじゃ。まずは次のマッチの宣伝や町おこしのための商店街とのタイアップなんかを……。などと具体的な指示をだそう。

ＧＭ：「は、はいっ！」と、マチュアは姿し勢せいを正して返事をします。

ドル：そうそう、より魅力的な興行をするために、選手のトレーニング施し設せつも作らんと……。やることは山積みじゃぞ。

ＧＭ：と、そこにシャベルたちもやって来て、「ドルさん、あの……」と声をかけてきます。

ドル：わかっておる。やらねばならんことは多い。あんたがたにも手伝ってもらうからな。悪いことをした分は、きっちり働いて返すのじゃ。

ＧＭ：「はい！　ありがとうございます！」「精せい一いつ杯ぱいがんばります！」と、シャベルたちは感極きわまって頭を下げます。

ドル：うむ。お嬢様方に後を任まかされたからには、ちゃんとがんばらないとな！




　マチュアやシャベルたちに次々と指し示じを出し、自分もてきぱきと仕事をこなす。

　そんなドルの様子を、旅たび支じ度たくを終えたユーノスが窓まどの外から眺ながめていた。




ユーノス：さぁて、それじゃあボクも、そろそろ行こうかな。新たな歌の題材を求めて……。

ＧＭ：すると、頭上から羽音と「お兄様～！」という声が聞こえます（笑）。

ユーノス：げっ、え、エメリー!?

ＧＭ：「お兄様、今度はともに、世界を救うための旅に参りましょう！　これも前世からの運命なんですぅ！　見てください！　あれから設せつ定ていノートがこんなに増ふえましたぁ！」

ユーノス：一いち応おう中身を見てみよう……、……ふっ、この設定は甘あまいぞ、エメリー。

ＧＭ：「がーん！　あ、甘い……!?」

ユーノス：甘い！　それから前から言っているが、無む駄だが多すぎる！　美しい設定というものが、まだわかっていないようだね！

ＧＭ：「そ、そんな……！　どうしてお兄様にわかっていただけないの!?　これもすべて、アタシの中に封ふうじられている邪じや悪あくなもののせいなの!?」（一同笑）

ユーノス：違うよ!?　ああもうっ、いいか、ここをこうして……！

ＧＭ：「あっ、そ、それは駄だ目めですぅ！　そこが一番重要な設定なんですぅ！」

ユーノス：だから、ここが一番煩はん雑ざつなの！　まったく、どうやら設定作りの基き本ほん中の基本から、教え直さなくちゃいけなさそうだなぁ……。

ＧＭ：「お兄様、それって、アタシと一緒に来てくださるんですか!?　うれしいですぅ！」

ユーノス：し、しまった！　ええいっ、こうなったら逃にげるしかない！　ユーノスウィーング!!（一同笑）

ＧＭ：「待ってぇ、お兄様ぁ！　エメロードウィーング!!」（一同爆ばく笑しよう）

ユーノス：ついてくるなーっ!?（笑）




　大おお騒さわぎをして空に飛び立つローリングスター兄妹きようだいを、ドルが作業の手を止めて見送る。

「まったく、あいつらは何をやっておるんじゃ……」

　苦笑交じりのつぶやきに、コロシアムの事じ務む所しよが笑い声に包まれた。

　一方その頃ころ──。

　ヘクスフォードを旅立ったフレアとセレネは、とある街かい道どうを連れ立って歩いていた。




セレネ：旅に出てみたはいいけど……わたしたち、この大陸のこと、ぜんぜん知らないんだよね。お姉ちゃん、どこに行けばいいかな？

フレア：んー……レイウォールのバウエス公こう領りようだっけ？　あそこに行こうよ。

セレネ：別にいいけど……どうして？

フレア：あのね、バウエス公領のリディルさんに、今回のコロシアムのために、人手を貸してもらったんだ。そのときのお礼を言いに行きたいな～、って思ってるの。

セレネ：そっか。お姉ちゃんがお世話になったこと、わたしもお礼を言っておかなくちゃね。

フレア：えへへ、すっごくいい人だったよ～。いろんなこと話して、お友達になれたんだ！

セレネ：わたしのことじゃないけど、何だかうれしいなぁ（一同笑）。

フレア：とりあえず、そこからちょっとずつ、アヴァロンへの道を探してみようよ。千里の道も一歩から、って言うしね！

セレネ：そうだね。わかった、それじゃあ早速行ってみよう！

フレア：うん！　行ってみよーう！

ＧＭ：そしてふたりは、進んでいくのでありました。

　手をつなぎ、コロローナ姉し妹まいは歩き出す。

　そこが見知らぬ土地でも、怖こわくはない。

　姉妹の絆きずなは、コロローナ商会の絆は、どんなものよりも強いのだ。

　伝説の地へ旅立った父を追いかけ、一路目指すは赤せき竜りゆうの国。

　貧びん乏ぼう姉妹の明日はどっちだ!?




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・レジェンド』

「はじめてのアルディオン」

─ＦＩＮ─
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この記事の使い方







■この記事の目的




　この記事は帝紀八一五年のアルディオン大陸の最新情報をまとめたものである。

　取り扱っているのは『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』二巻から本書『アリアンロッド・サガ・リプレイ・レジェンド』までの期間だ。基本的に『アリアンロッドＲＰＧ２Ｅ　アルディオン　レボリューションガイド』で書かれた情報を更新した内容になっている。

　また、シナリオのアイデアソースや今後の展開への伏線となる情報も仕込んであるので、そのつもりで楽しんでいただけると幸いである。

　なお、記事の一部には『アリアンロッド・サガ』リプレイシリーズや、『アリアンロッド・サガ シナリオ集 ベルリールの鉄巨神』の内容に触れている箇所がある。

　いわゆるネタバレには気をつけて読み進めていただきたい。







帝紀八一五年のアルディオン大陸







■大崩壊後のアルディオン




　帝紀八一四年一〇月に起きた〝大グレート崩デイストラ壊クシヨン〟。

　これは文字通りエストネル王国の国土を崩壊させたわけだが、それにとどまらずアルディオン大陸全体の政治体制を崩壊させ、経済を含む社会全体にダメージを与えた。

　帝紀八一五年時点で各地に残った勢力はその痛手から回復しておらず、結果として勢力図が大きく塗り替えられるような事態にはいたっていない。

　とはいえ、一年あまりの間にさまざまな衝突が起こり、情勢は変化しつつある。

　また、地力を回復させてきた国々が徐々に周辺地域への関与を始めている。

　今のままの状態が長続きすることはない。そのことはどの勢力も理解しているだろう。

　だが、どの勢力がどのように生き残れるか、現時点では誰もわからない。




■フェリタニア侵攻作戦




▼国際会議と陰謀

　帝紀八一五年四月。大崩壊後の国際秩序について話し合うために会議が開催された。

　主催者はピアニィ行方ゆくえ不明のおり暫ざん定てい的に合衆国軍師代行となったマルセル・ベルトラン。

　だが、この会議のさなか各国の代表を狙った爆破未遂事件と、フェリタニア合衆国大統領となっていたスリス・ロイドス暗殺未遂事件が相次いで起こる。




▼包囲網を噛かみ破る

　さらにその隙すきを突く形で、ラングエンド、レイウォールアライアンス、神聖アンリ帝国の連合軍がフェリタニア領内に侵入。フェリタニアは重大な危機に見舞われた。

　だが、マルセルの指揮とフェリタニア軍の総司令官になったアキナ・ブルックスの奮戦により実力で連合軍を打ち破ることに成功した。

　この戦いの結果、フェリタニアはいまだ一定の国力を保持しているとみなされ、その後も大陸情勢の一大勢力として機能している。
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■ベルリール王国攻撃




▼再び滅亡の危機へ

　長らく滅亡状態にあったベルリール王国。その再興がなったのは帝紀八一四年のことだ。

　だが国の復活からまもなく大崩壊が発生。幸いにして女王となったアンスラ・アルシオネ・ベルリールの身柄と、ベルリール王国の王おう威いの竜りゆう輝き石せきの確保には成功したものの、立ちあがったばかりの王国は再び重大な危機を迎えることになった。




▼レイウォールアライアンスの攻撃

　帝紀八一五年四月。フェリタニア侵攻作戦のために軍を進めていたレイウォールアライアンスは突如反転、ベルリールを攻撃した。この奇襲によりベルリールは滅亡の縁ふちに立たされることとなった。

　だが、王国再興に功のあった臣下たちによる懸けん命めいの抵抗によりレイウォールアライアンス軍を撤退させることに成功。その後もさまざまな危機に苛さいなまれながらも、ベルリール王国はぎりぎりで滅亡の縁に踏みとどまっている。




■ビルベリ暴走事件




▼ビルベリ立つ

　帝紀八一五年六月。フェリタニアやグラスウェルズなどの大勢力に抱囲されていた辺境の都市ビルベリ。この町にピアニィに酷こく似じした少女、メルトランドの聖せい樹じゆ「聖なるヒース」、そしてグラスウェルズの白い王威の竜輝石があることが知られ、突如ホットゾーンと化した。

　自国の竜輝石を取り戻すべく軍を出動させたグラスウェルズに対して、フェリタニアも出兵。両国の軍勢が一触即発……というところで突如ビルベリが立ちあがった！




▼ビルベリ暴走する

　ビルベリは古代に作られた巨大なゴーレム兵器であり、都市が丸ごと移動するようにできていたのだ。だがビルベリの制御系は不安定になっており、そのまま暴走を開始。フェリタニア国内を爆走した。

　さまざまな事件のあと、どうにか一定レベルでの制御が可能となったビルベリであったが、その後さらに巨大な事件に巻き込まれることとなる。




■魔ま獣じゆう襲しゆう来らい事件




▼アルディオンを襲った脅きよう威い

　帝紀八一五年八月。アルディオン大陸各地を魔獣が襲う事件が起こった。

　魔獣の正体や背景にどんなことがあったのかは不明。

　ともかくも、アルディオン大陸に出現した魔獣は各地を蹂じゆう躙りん。各国の兵は、鋼の刃も魔法も通じない未知の敵に対してなすすべもなかった。

　情報の出所は未確定だが、行方不明中の元レイウォール王国将軍ベルフトなどが抵抗し、魔獣の一部を撃破したとも伝えられている。




▼ピアニィ降こう臨りん

　そんななか突如として現われたのが行方不明だった統一帝ピアニィである。彼女は仲間とともに現われると、あっという間に魔獣を倒した。そして、フェリタニア軍総司令官アキナに自分が退位することを告げると、どこへともなく去ってしまう。

　この事件の結果、アルディオンにおけるピアニィの名声は再び高まることとなった。




■アガルタ公国包囲戦




▼ピアニィの帰き還かん

　帝紀八一五年八月。行方不明だった統一帝ピアニィが突如ノルウィッチに帰還。アルディオン大陸各国に呼びかけ、アガルタ公国を包囲するという事件が起こった。

　これに対してグラスウェルズは王国軍を派遣。また大陸の辺境で沈黙を守っていたバウエス公領が海軍を派遣。紛争は拡大するかと思われた。




▼ピアニィ退位

　だが、ノルウィッチに現われたピアニィは偽者であった。本物のピアニィはビルベリの協力を得てノルウィッチ城を攻略。偽ピアニィを追い払うとあらためて退位を宣言、統一帝の座をスリスに譲った。

　なお、この〝退位宣言をしたピアニィ〟にも濃のう厚こうな偽者疑惑があるのだが関係者がそのことを追及している様子はない。

　いずれにせよ正式にピアニィは統一帝の座から離れることとなった。







あとがき




　伝説は、何度も甦よみがえります。

　人々の記憶に残り、語られ、物語となって帰ってくるのです。

　我々が知っている伝説は、古来からそのようにして脈々と受け継がれてきました。

　というわけで、『アリアンロッド・リプレイ・レジェンド』、復活しました！

『レジェンド』シリーズは私にとっても文庫として発売される初めてのリプレイで、出発点でもありました。試し行こう錯さく誤ごと悪戦苦闘の数々、その合間に一喜一憂しつつ完結にいたったので、大変思い入れの深い作品です。

　舞台はエリンディルからアルディオンとなって〝サガ〟がついていますが、せっかくの復活という機会です。前回の雰ふん囲い気きはそのままに、より楽しいお話にしようと奮ふん闘とうしてみた次第であります。

　いかがだったでしょうか？

　……とは言っても、あとがきから先に読むという方もいらっしゃいますね？

　ここから先は本編のネタバレを含む話ですので、読んでいない方は気をつけてください。




●エリンディルからアルディオンへ

　先にも書きましたとおり、今回の舞ぶ台たいはアルディオンです。

『レジェンド』四巻のエンディングでフレアとセレネが旅立ったときから、いつか海を渡ってこの地に辿たどり着くだろう……そんな予感はありました。

　そして、この『サガ・レジェンド』で予感から現実になったわけです。

　ちなみに、彼女たちの父親〝クラン＝ベルの風ふう雲うん児じ〟がヘクスフォードを独立に導みちびいたというのは、サプリメント『アルディオン　レボリューションガイド』にも掲載されているアルディオンの歴史であり、セレネのプレイヤーである藤ふじ井いさんは、この記述を見たとき「お父さん何やってんの!?」と思わず口走ったそうです。

　そのときから、きっとアルディオンにやってきたときは、この街で活躍することになるんだろうなと、シナリオの原案みたいなものができあがっていました。

　さて、コロローナ姉妹も結構な旅をしてアルディオンにやってきているのですが、それにも増して壮大な旅を行なったのがユーノスです。

『レジェンド』のラストでエリンディル東方に向かい、『ブレイド』のラストでアルディオンを目指し、辿たどり着いた結果、ユーノスはぐるっと世界を巡ったことになります。

　これだけの距離を旅したＰＣは、彼だけだと思います。

　さすがは天使といったところです。




●運命の兄妹対決

　ユーノスのお話が出たところで、もうひとつ。

　彼は、『レジェンド』、『ブレイド』、そしてこの『サガ・レジェンド』と、計九冊も付き合うことになったＰＣですが、私が知らぬ間に鈴吹太郞すずふき・たろう著の『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イェーガー』にて、実は妹がいることが判明しました。

　───その妹の名は、エメロード・ローリングスター。

　兄に劣らず、強烈な個性の持ち主です。

　しかも、せっかくアルディオンにいるのだから、この兄妹を対面させたい……いや、どうせなら対決もさせてみようということで、試合を組んでみました。

　エメロードも『イェーガー』から成長していますが、今回はいろいろバランスのことも考えて、エネミーデータで再現しています。




●赤字解消

　さて、『レジェンド』といったら借金です。

　フレア演じる妹尾せのおさんも言ったとおり、貧乏姉妹ですから。

　しかし、前シリーズのようにコロシアムで賞金を稼いで返済するのでは、変わり映えしないわけで、せっかくですから何か違う要素にしたかったわけです。

　そこで思いついたのが、今回の赤字解消ギミックです。

　中でも、特別マッチ編成会議は、話し合った結果、意味不明な試合が組まれてしまうという馬鹿馬鹿しさがプレイヤーにも受けており、笑い転げることとなりました。皆さんも、よろしければこちらの表（＊）を振って面白おかしい特別マッチを組んでみてはどうでしょうか？




●メインイベント

　クライマックスのメインイベントは、バルムンク・ノヴァの土木建けん設せつ部隊との試合です。

　このメインイベントのギミックは、実現するのに苦労しました。

　なにせ、ダイスを振った結果によって試合の内容が変わるという仕掛けです。これを実現するため、あらかじめ何パターンかの試合を想定してトラップなどを準備しておき、後はぶっつけ本番で調整するという方法で対処しています。




●プレイヤーについて

　今回、フレアを演じる妹尾さんとは久しぶりにご一緒することになりました。

　藤井さんも、妹尾さんと一緒に遊ぶ機会をずっと楽しみにしていて、セッションが始まると当時の雰囲気が甦りつつ、アルディオン大陸で気持ちを新たにしながら楽しむことができました。『レジェンド』は、仲良く遊ぶおふたりの様子を伝えていくというふうに気を配っております。伝わりましたでしょうか？




　コロシアムの赤字を返済したフレアとセレネは、さらにアルディオンを巡るために旅立っていきました。今回はここまでで終了となりましたが、『サガ・レジェンド』となって皆さまと再会できたように、いつかまた、お目にかかる機会があるかもしれません。そのときもまた、借金を返すために奮ふん闘とうしていることでしょう。




　では、最後に告知のほどを。

　この本が発売される一月には、田中天たなか・たかし先生の『アリアンロッド・リプレイ・キャプテンＲＥＤ②』も店頭に並んでいるかと思います。

　二月には、藤井忍しのぶ先生の『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ゲッタウェイ』の四巻、『アリアンロッド』の世界エリンを詳しく紹介するサプリメント『ディスカバリーガイド』も発売されます。こちらもよろしくお願いします。

　それでは、またの機会でお会いしましょう！




二〇一二年　一二月吉日

丹藤武敏たんどう・たけとし
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